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は じ め に

大阪府南部、和泉地域に位置する貝塚市は、自然環境に恵 まれた地域であ ります。歴史的

にも古い伝統をもち、和泉地域におきましても重要な発展を遂げてきたところであります。

市内には多数の歴史遺産が散財 し、地下に埋 もれる埋蔵文化財にっきまして も多数の存在が

知 られています。

さて今般、大谷女子大学、中村 浩教授の手によって貝塚寺内町遺跡の発掘調査がすすあ

られてまいりました。本遺跡は市名の由来で もある貝塚寺内の遺跡であります。調査ではさ

まざまな事実が判明し、寺内の街区を解明する貴重な成果が得 られております。

末筆で恐縮でございますが、発掘調査及び報告書の刊行にあたり、地元関係者各位には多

大なご理解、 ご協力をいただき、大谷女子大学教授、中村 浩先生をはじめ同資料館や考古

学研究会などの方々には大変なご援助をいただきましたことを心から謝意を表 したいと存 じ

ます。

平成8年7月

貝 塚 教育 委 員 会

教育長 福 井 豆 彦



例 言

1.本 書 は、貝塚寺内町遺跡調査会(会 長 福井豆彦)が 、南海辰村建設株式会社の委託に

よって実施 した貝塚寺内町遺跡(西 町)の 発掘調査報告書である。

2.調 査 は、平成7年8月21日 から現地調査を行い、平成8年3月31日 に遺物整理作業を完

了 した。

3.調 査組織は後に記述 している。なお報告書の執筆分担にっいては各々文末に氏名を記 し

ている。

4.調 査に当たっては、大阪府教育委員会、貝塚市教育委員会、大谷女子大学の助言及び援

助を得た。記 して感謝する。

5.調 査の実施に当たっては、南海辰村建設株式会社をはじめ、株式会社島田組、株式会社

夏原技研、兵庫スカイフォ トサービス、写真家阿南辰秀、伊藤慎司ほかの協力を得た。

6.調 査経費はすべて南海辰村建設株式会社が負担 した。また調査経費に関するマネージメ

ントは(株)夏 原技研が担当した。

7.な お遺物及びスライ ドなどは貝塚市教育委員会で保管 している。広 く利用されることを

希望する。
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図55貝 塚寺内町遺跡の花粉分布図
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図59各 試料の残留磁化方向の等面積投影図
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第1章 調 査 経 過

南海辰村建設株式

会社

貝塚寺内町遺跡

慶安元年(1648)

の絵図

府道堺阪南線

町屋形成等

1.調 査 に至 る経 過

貝塚市西町550-1他21筆 に、南海辰村建設株式会社(以 下、原因者 とす

る)に よって分譲 マンションの建設が計画され、平成7年6月8日 に教育委員会

教育部社会教育課 に文化財保護法第57条 の2第1項 の規定 により埋蔵文化財発掘

の届出が提出された。

建設計画地 は、貝塚寺内町遺跡の西端部に位置 していることから、遺構遺存状

態を把握するための試堀調査が必要であると判断 し、原因者と協議 し確認調査を

6月21日 におこなった。

貝塚寺内町遺跡 は、貝塚市の北西海岸部に位置する南北約800m、 東西約550m

の範囲に広がる、願泉寺を中心とした中世から近世にかけての都市遺跡である。

貝塚寺内町は、慶安元年(1648)の 絵図にみ られる海を除 く南北、東の三方に

濠をめぐらせた独立 した都市であった。

現在では、環濠は埋め立てられ、南北にのびる府道堺阪南線と東西にのびる府

道貝塚停車場線及び市道貝

塚牛滝線によって4ブ ロッ

クにわけられ、往時の姿は

失なわれたが寺社を中心 と

して江戸時代の建造物が数

多くのこっている地域である。

確認調査は、現状にて調

査実施可能な部分において

3ヵ 所の調査区を設定 し実

施 した。その結果、江戸時

代後半の遺構、遺物包含層

が良好に存在することが明

らかとなった。

教育委員会は、中世末か

ら発達 した貝塚寺内町遺跡

海岸部の町屋形成等にっい

て解明するため、開発行為

により破壊を受ける部分に

ついて、記録保存のための

発掘調査が必要であると決

定 した。

以後、原因者 と教育委員

図1願 泉寺山門

図2願 泉寺本堂
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外部への調査委託

事前協議概要書

貝塚寺内町遺跡調

査会

会 は協議にはいり、6月291

日には原因者より平成8年

4月 より建設工事にはいり

たい旨の建設計画工程が し

めされた。

教育委員会は、種々検討

したが業務が多いことから、

平成8年7月 より調査着手

を希望 し、原因者との問で

調査時期が決定できなかっ

た。

このため原因者は、外部

への調査委託を検討され、

大谷女子大学の申村浩教授

と交渉をもたれた。この間、

原因者は、7月21日 には開

発にともなう事前協議概要

書を市に提出し、7月28日

には、教育委員会に調査対

象面積の拡大をふ くむ最終

の建設計画をしめした。

これを受け、教育委員会

図3貝 塚寺内町の街並

図4貝 塚寺 内町の街道

は、原因者と中村教授 と調査方法、遺物や記録類の取 り扱いなどにっいて協議を

行い、当該遺跡 については、別途調査会を組織 してその対応を計ることとなり、

貝塚市教育委員会教育長を会長とする貝塚寺内町遺跡調査会を組織 し、その調査

担当を中村教授 に依頼 し、8月21日 より調査を開始 した。(新 、前川)

2.調 査組織

貝塚市教育委員会

教育長'福 井 豆 彦

教育部長 真 利 寿 一

社会教育課課長 浅 野 成 子

課長補佐 中 野 博

文化財係長 新 知 幸

学芸員 前 川 浩 一

三 浦 基

上 野 裕 子

調査主任 大谷女子大学教授 中 村 浩
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調査員 大谷女子大学非常勤講師

関西大学非常勤講師 井 山 温 子

大阪府立高等学校講師 寺 嶋 辰 美 ・浦 川 千 尋

写真家 白 鳥 英 治

大谷女子大学卒業生 田之上 裕 子 ・重 野 真 紀

大谷女子大学資料館 安 井 かをり

調査補助員 東京大学学生 米 川 裕 治

琉球大学学生 城 間 宜 子 ・神 田 涼

大谷女子大学学生 今兼智恵 ・村上真由美 ・山尾葉子

池端真小子 ・上村典子 ・岡森貴子

楠本勝代 ・中岡廉子 ・仲川亜由美

難波あゆみ ・日村幸美 ・岡 布実子

奥 加代子 ・小澤真紀子 ・池田千尋

香川美由紀 ・川村明香 ・川村美和

櫻井美佐 ・佐谷美穂 ・田中昭子

西辻規子 ・藤本千晶子 ・増田都糸子

松田久美子 ・室谷順子 ・茂中晶子

森岡理恵子 ・山本 綾

関西大学卒業生 安井正人

ノー トルダム女子大学学生 山尾仁美 他

遺物整理作業

内業調査員 大阪府立高等学校講師 寺 嶋 辰 美

大谷女子大学卒業生 田之上 裕 子

大谷女子大学資料館 安 井 かをり

内業補助員 大谷女子大学卒業生 大 野 雅 子

大谷女子大学学生 今兼智恵 ・村上真由美 ・上村典子

岡森貴子 ・楠本勝代 ・中岡廉子

仲川亜由美 ・難波あゆみ ・池田千尋

藤野孝子 他

*こ のほか現地、遺物の写

真には阿南辰秀 ・伊藤慎司

氏、 自然化学分析及び図面

整理などにっいては(株)

夏原技研、夏原信義氏ほか、

航空写真撮影については兵

庫 フカイフォトサービスの

協力をえた。併せて感謝す

るものである。

図5調 査前の調査対象地
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魚市場

聞き取 り調査

宮崎鉄工

昭和4年 に火災

昭和36年 に鉄工

場

昭和48年 に魚市

場に売却

鉄工所の跡地

3.発 掘調査の経過

1995年8月21日 か ら本格的 に現地 の作業 を開始す る。 まず調査対象 とな

る地域 の写真撮影。なお魚市場で あったことか ら、相当厚 いコンク リー トや、 ア

スファル トの舗装が残 されてお り、そ の除去 に相当手間取 ってい る様子 である。

しか しそれ らの撤去作業 が進 んでお り、 まもな く終了 とい う段階 に入 っている。

ただ し作業 の状況を見 るとかな り地下深 くまで撹乱 がおよんで いる部分が多 い こ

とが分 か る。 これ に平行 して調査地周辺の、かっての状態 につ いて、特 に古老 を

中心に聞き取り調査を行い、

状況把握を行 う。

聞き取 り調査により、ま

ず話の遡れる限界は明治時

代であった。明治には木造

の織物工場があった。(貝

塚塚織物)や がてその土地

を大正10年 に宮崎鉄工が

買収 し、鉄工場を建築 して

操業を開始 した。 このころ

鉄筋コンクリー トの基礎が

できたという。昭和4年 に

火災があり、当該地域の工

場は全焼 した。その後 も同

じ場所で操業が行われたら

しい。昭和36年 に鉄工場

は貝塚市内の他所へ移転 し、

昭和48年 に魚市場に売却

された。以来、この場所は

魚市場として利用されてき

たが、近年、魚市場が市内

の別の場所に移動 し、南海

建設に売却されたという。

8月22日 か ら実質的な

調査開始。基礎部分が撤去

が完了地域について調査区

画の設定を行う。すなわち

東側の南北に長い トレンチ

を1区 とし、西側の東西に

長い トレンチを2区 とする。

調査は1区 か ら開始する。

重機によって鉄工所の跡地

図 ア 調査状況

図8調 査状況
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テ ス トピッ ト

焼土層

撹乱

西壁断面図

SX691

写真撮影

第2面 遺構検出風

景

江戸時代後半

にっいて表土部分の除去をおこなう。状況写真の撮影を行いつつ、さら溝下層の

状況確認をテス トピットで行う。側壁にそって溝を設定 し、下層の確認を行 う。

23日 には、1区 重機による焼土層(表 土か ら4層 目)直 上まで掘削。5層 を人

力掘削にして精査を24日 まで行 う。あわせて溝の礎石に関連する礎石類の写真

撮影などを含む検出作業を行う。 さらに24日 には2区 の調査を開始する。重機

によって北部か ら表土除去を開始するが、撹乱が著 しく層序関係の把握 はかなり

困難である。重機で第4層 の焼土層まで下げていく。2区 の表土除去作業状態の

写真撮影。25日 には、1区2区 の中央か ら南側部分にっいて精査を実施する。

東側壁については2層 までを実測完了。2区 江戸末期か ら明治時代と見 られる4

層、2面 砂層を直上まで重機で掘削する。特 に現代面か らの下層への撹乱が著 し

いこともあり、遺構確認が困難であるが、ほぼ表面的な精査、清掃が完了 した。

それらの完了を待 ってマーキングを行 う。なお撹乱 と遺構 との峻別がっきにくい。

この状況は最終段階まで継続する。

26日 には1区 第2面 のコンクリー ト基礎の配置にっいて平板実測(S=1/100)

にて記録することにした。当該遺構は先に示 したように、大正10年 以降のもの

であり、コンクリー トの状況から昭和4年 以降の可能性が濃い。1区 と2区 を分

ける中央の土手部の西壁断面図の実測を開始する。28日 からは1区 第2面 まで

重機により掘削を開始する。SX691(南 西部の大撹乱)を 検出。井戸枠瓦が多

く検出されたため、井戸が存在する可能性が高いと考え られる。2区 の調査区の

杭を再度打ち直 して後、再び重機 により表土を除去するが、1区 で見 られた黒色

灰層は確認 されず、焼土のみを確認 した、後 これを除去 し、第2面 直上 まで掘削

を行 う。1区 、2区 ともに重機による掘削作業風景を写真撮影にとどめる。29

日には、1区 のコンク リー トおよびレンガの基礎を重機によって除去 した後、精

査を行う。南側の側溝を掘削する。作業風景を写真撮影す る。2区 第2面6層

(黒褐色砂層)の 精査を行 う。SP30お よびE5杭 付近の瓦溜まりを精査後、

第2面 精査状況および遺構検出状況の写真撮影を行 う。撹乱および溝遺構の掘削。

撹乱内部からの出土遺物には瓦、鉄製品、陶 ・磁器など様々であるが、 とくにま

とまりのあるものではない。30日 には引き続き1区 コンクリー トおよびレンガ

部分を重機により除去 し、後精査を行 う。2区 瓦溜まり内の遺物 の取 り上げ作業

を行 う。31日 には、1区 、2区 ともに第2面(6層 砂層)を 人力により精査、

遺構検出およびマーキングを行 う。また随時、精査の風景、第2面 遺構検出風景

の写真撮影を行 う。

9月1日 には1区 、2区 第2面(6層 砂層)の 遺構掘削を開始する。2日 には1

区の割付終了後、北側より平面図(S=1/20)の 実測を開始する。 同時に遺構

掘削を続行。SX78よ り古銭が大量に出土 したため、出土状況の写真撮影および、

平面図(S=1/10)の 実測作業、 レベ リングを行 う。恐 らく江戸時代後半の遺

構 と見 られるが、その性格 にっいては明 らかではない。2区 第2面 の割付を西側

から開始する。SX31、34、39、40、44、46、47瓦 溜まり、集石部分の精査、そ

の他の遺構、撹乱の内部の検討および掘削を行 う。あわせて1区 、2区 ともに遺

構掘削状況を撮影する。4日 には、1区 の各遺構 ・撹乱の掘削作業を続行 し、完
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航空写真撮影、遺

構写真撮影

平面図実測

SD203(集 石

溝)

タタキ状 の粘土

撹乱の掘削

完掘写真

掘できた部分か ら平面図(Sニ1/20)の 実測行 う。2区 も完掘後、平面図の実

測を開始する。午後4時 頃には完掘することができたので、小型ヘ リによる第1

回目の航空写真撮影と、阿南氏による遺構写真撮影を行う。

5日 には1区 、2面(6層 砂層)の 平面図実測を続行 し、平面実測が完了次第、

レベ リングを開始する。 レベ リング終了部分から重機により3面(8層)ま で掘

削を開始。6日 も1区 第2面(6層 砂層)の 平面図実測の残 り部分続行 し、完了

部分よりレベ リングを行い終了させる。南側より第3面(8層 砂層)ま で重機に

より掘削を行 う。SX62、SX63(埋 甕)検 出状況の写真を撮影後取 り上げを開

始する。SX62に ついては実測、 レベ リング後一部取 り上げ、残存部を精査 し、

実測。2区 第2面(6層 砂層)の 除去作業を続行する。第3面(8層 砂層)ま で

重機により掘削後、人力により精査、遺構検出およびマーキ ングを行 う。1区 、

2区 ともに作業風景を写真撮影。7日1区 第2面(6層 砂層)の 実測およびレベ

リングを完了させる。SX62、63(埋 甕)の 取 り上げを行う。重機により第3面

まで掘削、南側より人力精査、遺構検出、マーキングを行う。井戸枠瓦を使用 し

た井戸(SE532、588)を 確認、検出状況の写真を撮影する。2区 第3面

(8層 砂層)の 精査、マーキングの後全体写真を撮影する。SD203(集 石溝)

の精査および細部の写真撮影。まず、撹乱の掘削を行い、次に各遺構の掘削を行

う。 この時点でタタキ状の粘土の層が一面に確認される。8日 からは1区 、2区

ともに第3面(8層 砂層)の 遺構および撹乱の掘削を開始する。9日 は1区 、2

区の第3面(8層 砂層)遺 構掘削を続行。掘削の完了 した部分より平面図(S=

1/20)の 実測を開始する。作業風景および井戸の検出状況の写真撮影。1区 よ

り井戸枠を使用した井戸があらたに5基 確認される。

休み開けの11日 には、1区 の第3面(8層 砂層)平 面図実測が終了 し、一部

か らレベ リングを行 う。同 じく2区 の第3面(8層 砂層)平 面図の実測を続行。

午後より、撮影準備に取 りかかり清掃、水撒き、マーキングを行 った後、第2回

目の航空写真撮影 と阿南氏により遺構の写真撮影を行う。

12日 には1区 第3面(8層 砂層)の レベ リングを完了させる。2区 第3面

(8層 砂層)の 平面図の実測が完了次第、 レベ リングを開始する。SX161

(タ タキ)に 東西方向のサブ トレンチをいれ、断面の実測と写真撮影を行 う。1

3日 には1区 の第4面(10層 砂層)を 確認することができなかったため、2区 と

面を揃えるため、本月は掘削を行わないことにする。

2区 第4面(10層 砂層)ま で重機により掘削を行う。その後遺構精査およびマー

キングを行い、同時に撹乱の掘削と2区 の土手の除去作業を行 う。南壁(第1～

4面 部分)の 断面図実測を開始する。各作業風景および2区 南壁断面の写真撮影。

14日 は1区 について昨日に引き続 き作業を行わず。2区 第4面(10層 砂層)の

遺構精査およびマーキング終了後、全体写真の撮影。遺構掘削を開始する。16

日も1区 、引き続 き作業を行わない。2区 、遺構掘削が完了の後、平面図の実測

を開始。 レベ リング終了まで作業が進む。その後、撮影のための精査、水撒き、

マーキングを行 う。午後3時 より第4面(10層 砂層)完 掘写真を阿南氏により撮

影。
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井戸の枠瓦の平面

図

第5面 完掘状況

航空写真撮影

東壁断面図

拡張区土塁、記者

発表用

拡張区土塁

瓦礫を撤去、埋戻

18日 には1区 、2区 ともに重機 により第5面 まで掘削を開始する。1区 につ

いては各作業風景を写真撮影する。2区 は遺構精査とマーキングを行 った後、西

壁の断面の実測を開始、写真撮影 も行 う。19日 は1区 、重機により第5面 まで

掘削を完了させた後、遺構精査およびマーキングを行い遺構検出状況の写真を撮

影する。2区 、遺構精査および検出状況の写真撮影後、遺構掘削を開始する。1

区、2区 各作業風景を写真撮影。20日 は、1区 、2区 ともに第5面 の遺構、撹

乱掘削作業を続行 させる。

21日 には1区SE532、SE544、SE588、SE599、SE60

2、SE716井 戸の枠瓦の平面図(1/10)お よびエレベーション実測、第5

面平面図(1/20)の 実測を開始する。2区 南壁(第4～5面)断 面の実測を開

始。割 り付け杭に伴 う土砂の除去と割 り付けを行い、杭の打ち直しをする。1区 、

2区 ともに各作業風景の写真撮影。

22日 も引 き続き1区SE532～SE716井 戸の枠瓦の平面図(1/10)お

よびエレベーション実測を続行 し、完了させる。同じく第5面 平面図(1/20)

の実測も完了。2区 南壁(第4～5面)断 面図の実測の続行、そ して完了。割 り

付け作業の続行。25日 には1区 第5面 のレベ リングを行 う。2区 一部不足部分

の割 り付けを続行させなが ら平面図(1/20)の 実測を開始する。午後より1区 、

2区 ともに第5面 完掘状況の写真撮影に備えて清掃、水撒き、マーキングを行う。

午後2時 より第3回 目の航空写真撮影。その後、阿南氏により写真撮影。

26日 には1区SE532、SE544、SE599、SE716井 戸の枠瓦の

取 り上げを開始する。周囲が砂であり、人力では崩落に巻き込まれる可能性が濃

いこともあり、危険防止のため、まず重機により上部を取 り上げ、その下部にっ

いては人力によって行う。2区 第5面 の平面図(1/20)実 測 と並行 して レベ リ

ングを行 う。完了後、調査区外の土塁(タ タキ)延 長線上部分を一部拡張するた

め、重機で表土のみを除去する。拡張部分の状況を撮影。27日1区 西壁断面図

の実測を開始する。現難波川暗渠より南方か ら始め、1区 と2区 の交点まで実測

を行 う予定。東壁に沿って トレンチを重機により掘削す る。東壁断面図に加筆で

きるように壁の清掃を行う。土塁が検出された拡張区を重機掘削の後、人力によ

り掘削を開始する。 これまでの出土遺物の洗浄と平面実測図(1/20)の 整理 お

よび照合作業を行 う。28日1区 東壁沿いの トレンチを重機により掘削。東壁の

精査を行い断面図の実測を行う。西壁断面図の実測を続行させる。SE588、

SE602井 戸の枠瓦の取 り上げを行う。拡張区土塁の全景撮影と記者発表用の

写真撮影を行 う。

29日 には、1区 西壁断面図の実測が完了 したので、埋戻 しを開始する。拡張区

土塁の版築状況を1/10断 面図を作成。30日 には、1区 埋戻 し作業の続行。 ほ

ぼ完了させる。拡張区土塁の断面図実測の続行、完了させた後、阿南氏により最

終段階の写真撮影を行 う。一部人員をさいて、既に水洗の完了 している遺物か ら

資料館まで搬出を午前、午後の2回 に分けて行 う。なお機材類について も平行 し

て引 き揚げる。

10月1日 には、2区 および拡張区周辺の散乱 している瓦礫を撤去、埋戻 しが完
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現地説明会

拡張区土塁、摂河

泉文庫、 『元禄絵

図』

遺物整理作業

資料館への移動

一応 の 日程

了 した1区 にっいて、後の危険防止のため整地を行 う。現地説明会に備えて事務

所内の清掃 した後、展示物、パネル等を配置する。現地説明会を開催。地元をは

じめ近隣の市から見学者が来訪。当初の予想を上回った参加者で一応は成功に終

わる。

2日 には残 されていた機材およびその他の品を現地事務所から資料館へ搬出する。

拡張区土塁上の瓦の取 り上げとその撮影を行 う。摂河泉文庫の南川氏より貝塚寺

内町の 『元禄絵図」を借用 し、大学資料館にて阿南氏により写真撮影を行 う。終

了後、同日中に南川氏に返却。 さらに事務所の返還などをへて無事に現地の作業

は一応の完結を見た。

4、 遺物整理 の経過

遺物整理作業 は、一部現場事務所で時期の対応などを確認するために水洗をお

こなったものがあったが、これらはごく一部で大半のものは未水洗のものであっ

た。調査途上で少量ではあったが遺物の資料館への移動が行われてお り、細々な

が ら水洗作業は外業と平行 して進められてきた。やがて10月2日 の調査完了を

もって、内業は本格化することになった。 しか し調査段階以上に学生の参加が少

な く、予想以上に整理作業が長引くことになって しまった。発掘調査と同 じく調

査の日誌を以下に掲げるべきかもしれないが、よく知 られているように、発掘の

ように日々の変化は少なく、また作業その もの も単調な繰 り返 しが多 く、とくに

日誌を掲げるにはなじまないのではという判断から、本報告書では遺物整理に関

する日誌の掲載は省略することにした。ただ し一応の日程については、簡単にま

とめることが出来るので、表として示 してお くことにする(表1)

(安井、中村)

表1遺 物整理の作業工程表

作 業 内 容 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

水 洗 噸 一

注 丶 記 囘 一

接 合 ・復 元 噸 一

実 測 ( ,● ●・

製 図 ● ● ●司 一

原 稿 作 成 ( ,■ ・・

図 版 作 成

(含写真撮影)
嘲 F

印 刷
… は一部作業を継続 し泳二も の

● ●●司 顔
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魚 市 場 、 コ ン ク リー

ト、 ア ス フ ァ ル ト

礎石

人力掘削

1区5層 砂層部分

5、 発掘調査 日誌抄

1995年8月21日

作業 開始。調査現場事務所内の備 品な ど什器の整理。調査対象 とな る地域 の写

真撮影。 なお魚市場であ ったことか ら、相当厚 いコンク リー トや、 アスファル ト

の舗装 が行 われて いる模 様。それ らの撤去作業が進 んでお り、 ま もな く終了 とい

う段 階に入 っている。ただ し作業 の状況 を見 るとかな り地下深 くまで撹乱 がおよ

んで いる部分 が多 い ことが分か る。調査地域 の周辺 の方 々か ら、調査地にっいて、

特に古老を幅 に聞き刺

蓼誰 晉して行う゚

実質的な調査開始。撤去

が完了 した地域について調

査区画の設定を行 う。東側

の南北に長い トレンチを 狽

5趨欝 羅
1区 から開始。重機によっ1

て鉄工所の跡地について表

土部分の除去。表土部分 は

鉄粉や炭のような粉塵が多

く堆積。状況写真の撮影、

さらに下層の状況確認をテ

ス トピットで行 う。側壁に

そって溝を設定 し、下層の

確認。溝内部から礎石らし

い石が検出される。先の黒

色層を重機によって除去作

業。

8月23日

1区 重機 による焼土層

(表土か ら4層 目)直 上ま

で掘削。5層 を人力掘削に

して精査。溝内部の礎石 は

崩落の危険があるので除去。

礎石の写真撮影。状況写真

などの撮影。

8月24日

1区5層 砂層部分の精査

を昨日に引き続き実施。あ

図9遺 構の状況

図10遺 構の状況

図11遺 構の状況
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表土除去作業状態

江戸末期

現代の撹乱

東壁断面

,{,板実測風景

わせて溝の礎石に関連する

礎石類の検出作業。

2区 の調査を開始。重機

によって北部から表土除去

を始めるが、撹乱が著 しく

層序関係の把握はかなり困

難。重機で第4層 の焼土層

まで検出が完了。1区 精査

の状況写真撮影。2区 表土

除去作業状態の写真撮影。

8月25日

1区2区 の中央から南側

部分にっいて精査を実施。

東側壁については2層 まで

を実測完了。

2区 江戸末期から明治時

代と見 られる4層 、2面 砂

層を直上まで重機で掘削。

特 に現代の撹乱が著 しいこ

ともあり、遺構などの確認

が困難な状況であるが、ほ

ぼ表面的な精査、清掃が完

了。それらの完了を待 って

マーキ ング。なお撹乱 と遺

構 との峻別がつきにくい。

東側断面実測図作成。2区

2面 の写真撮影。

8月26日

1区 第2面(4層 砂層)の

コンクリー ト基礎の平板実

測(S=1/100)。 昨日に

引き続 き東壁断面の実測を

続行。1区 と2区 を分ける

中央の土手部の西壁断面の

実測を開始。2区 第1面 の

平板実測図(S=1/100)

を1区 に引き続 き行 う。

1区 、2区 の断面図実測

作業風景、および平板実測

風景の写真撮影。

一10一

図12調 査状況

図13わ ずかに残 る未撹乱部分

図14調 査状況

図15調 査状況



南西部の大撹乱

黒色灰層

作業風景

瓦溜まり

第2面 精査状況

瓦溜まり内

8月28日

1区 第2面 まで重機により

掘削を開始する。SX69

1(南 西部の大撹乱)を 検

出。井戸枠瓦が多 く検出さ

れたため、井戸が存在する

可能性が高いと考えられる。

2区 の調査区を再設定後、

重機による掘削を開始。表

土を除去するが、1区 で見

られた黒色灰層は確認され

ず、焼土のみを確認 した後

これを除去 し、第2面 直上

まで掘削。

1区 、2区 ともに重機によ

る掘削作業風景を写真撮影。

8月29日

1区 コンクリー ト・レン

ガ基礎を重機によって除去

した後、精査。南側の側溝

を掘削。作業風景を写真撮

影。

2区 第2面6層(黒 褐色砂

層)の 精査。SX30お よ

びE5杭 付近の瓦溜まりを

精査後、第2面 精査状況お

よび遺構検出状況の写真撮

影。撹乱および溝遺構の掘

削。

8月30日

引き続き1区 コンクリー

ト・レンガ部分を重機によ

り除去した後、精査。除去

風景の写真撮影。

2区 瓦溜まり内の遺物の

取り上げとその様子を写真

撮影。

8月31日

1区 、2区 ともに第2面

(6層 砂層)を 人力により

一11一

図17調 盃状況

図18調 査状況

図19調 査状況



遺構検出風景

古銭が大量に出土

集石の精査

撹乱の掘削。

航空撮影

レベ リ ン グ

1精 査、遺構検出およびマご

キ ング。精査風景、第2面 、

遺構検 出風景の写真撮影。l

I9月1日

1区 、2区 第2面(6層1

砂層)の 遺構掘削 を開始。1

遺構掘 削状況を写真撮影。

9月2日

1区 割付終了後、北側よ

り平面 図(S=1/20)の

実測 を開始。同時 に遺構掘

削 を続行。SX78よ り古

銭が大量 に出土 したため出

土状況 の写真撮影 および、

平面 図(S=1/10)の 実

測、 レベ リング。

2区 第2面 の割付 を西側

か ら開始。SX31、34、

39,40,44,46,

47瓦 溜まり、集石の精査、

その他遺構、撹乱 の掘削。

1区 、2区 ともに遺構掘削

状況 を撮影。

9月4日

1区 の各遺構 。撹乱 の掘

削作業 を続行。完掘 で きた

部分か ら平面図(S=1/2

0)の 実 測 を続行。2区 も

同 じく、完掘後、平面図 の

実測を開始。 午後4時 頃 に

は完掘 す ることがで きたの

で、小型 ヘ リによる航空撮

影 と阿南氏 による撮影。

9月5日

1区 、 昨 日に引 き続 き第

2面(6層 砂層)の 平面 図

実測 を続行。2区 の平面 実

測が完了次第、 レベ リング

を開始。 レベ リング終了 部

分か ら重機 によ り3面(8

一12一



面図実測

2区 第2面(6層

砂層)

井戸枠瓦

SD203(集 石

溝)

粘土のタタキ面

層)ま で掘削 を開始。

9月6日

1区 第2面(6層 砂層)

の平面図実測を続行。実測

完了部分 より レベ リングを

開始 し、終了 させる。南側

よ り第3面(8層 砂層)ま

で重機 により掘削。SX6

2、63(埋 甕)検 出状況

の写真を撮影後取 り上 げを

開始。SX62に っ いて は

実測、 レベ リング後一部取

り上 げ、残存部 を精査 し、

実 測、写真撮影 の準備。

2区 第2面(6層 砂層)

の除去作業 を続行。 第3面

(8層 砂層)ま で重 機 で掘

削後、人力 によ り精査、遺

構 検出およびマーキ ング。

1区 、2区 ともに作業風

景 を写真撮影。

9月7日

1区 第2面(6層 砂層)

の実測および レベ リングを

完了。SX62、63(埋

甕)の 取 り上 げ作業。重機

により第3面 まで掘削、南

側 より人力精査、遺構検出、

マ ーキ ング。井戸枠瓦を使

用 した井戸(SE532、

588)を 確認、検出状況

の写真 を撮影。2区 第3面

(8層 砂 層)の 精 査 、 マ ー

キ ングの後全体写真を撮影。

SD203(集 石溝)の 精

査 お よび細部 の写真 撮影。

まず、撹乱 の掘削を行 い、

次 に各遺構 の掘削。 この時

点 で粘土のタタキ面を確認。

9月8日

一13一

図27拡 張区 タタキ遺構検 出状況



第3面(8層 砂層)

井戸枠

第3面(8層 砂層)

サ ブ ト レ ン チ 、 断

面の実測

水撒き

2区 は遺構精査

撹乱掘削作業

1区 、2区 ともに第3面(8層 砂層)の 遺構および撹乱の掘削を開始。掘削作

業の写真撮影。

9月9日

1区 、2区 の第3面(8層 砂層)遺 構掘削を続行。掘削の完了 した部分 より平

面(S=1/20)の 実測を開始。作業風景および井戸の検出状況の写真撮影。1

区よ り井戸枠を使用 した井戸があらたに5基 確認。

9月11日

1区 の第3面(8層 砂層)平 面図実測が終了 した部分か らレベ リング。同 じく

2区 の第3面(8層 砂層)平 面の実測を続行。午後より、撮影準備に取 りかかり

清掃、水撒 き、マーキングを行 った後、航空撮影 と阿南氏の写真撮影。

9月12日

1区 第3面(8層 砂層)の レベ リングを完了。K7杭 の東側 にあるSX561

(タ タキ)に 東西方向のサブトレンチをいれ、断面の実測と写真撮影。

2区 第3面(8層 砂層)の 平面図が完了次第、 レベ リングを開始。SX161

(タ タキ)に 東西方向のサブ トレンチをいれ、断面の実測と写真撮影を行 う。

1区 、2区 ともに各作業風景を写真撮影する。

9月13日

1区 の第4面 を確認することができなかったため、2区 と面を揃えるため、本

日は掘削を行わない。

2区 第4面(10層 砂層)ま で重機により掘削。その後遺構精査およびマーキン

グ、同時に撹乱の掘削と2区 の土手の除去作業。南壁(第1～4面 部分)の 断面

実測を開始する。各作業風景および2区 南壁断面の写真撮影。

9月14日

1区 は昨日に引き続き作業を行わず。2区 第4面(10層 砂層)の 遺構精査およ

びマーキング終了後、全体写真の撮影。遺構掘削を開始。

9月16日

1区 、引き続き作業を行わない。2区 、遺構掘削が完了の後、平面の実測を開

始。 レベ リング終了 まで作業が進む。その後、撮影のための精査、水撒 き、マー

キング。午後3時 より第4面(10層 砂層)完 掘写真を阿南氏により撮影。

9月18日

1区 、2区 ともに重機により第5面 まで掘削を開始。1区 については各作業風

景を写真撮影。2区 は遺構精査とマーキングを行 った後、西壁の断面の実測を開

始、写真撮影。

9月19日

1区 、重機により第5面(12層 砂層)ま で掘削を完了させた後、遺構精査およ

びマーキ ングを行い遺構検出写真撮影。

2区 、遺構精査および検出状況の写真撮影後、遺構掘削を開始。1区 、2区 各

作業風景を写真撮影。

9月20日

1区 、2区 ともに第5面 の遺構、撹乱掘削作業を続行。
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エ レ ベ ー シ ョ ン実

測

杭山の除去作業

第5面 完掘状況

出土遺物の洗浄

トレンチを重機に

より掘削

記者発表用

埋戻 しを開始

拡張区土塁の断面

図実測の続行

資料館

9月21日

1区SE532、544、588、599、602、716井 戸の枠瓦の平面

(1/10)お よびエレベーション実測、第5面(12層 砂層)平 面(1/20)の 実測

を開始。

2区 南壁(第4～5面)断 面図の実測を開始。杭山の除去と割 り付けを行い、

杭の打ち直し。1区 、2区 ともに各作業風景の写真撮影。

9月22日

1区SE532、544、588、599、602、716井 戸の枠瓦の平面

(1/10)お よびエレベーション実測を続行、完了。同じく第5面 平面図(1/20)

の実測 も完了。

2区 南壁(第4～5面)断 面図の実測の続行、完了。割 り付け作業の続行およ

び杭山の除去。各作業風景の撮影。

9月25日

1区 第5面 の レベ リングおよび、杭山の除去作業。2区 一部不足部分の割 り付

けを続行させなが ら平面図(1/20)の 実測を開始。

午後より1区 、2区 ともに第5面 完掘状況の写真撮影 に備えて清掃、水撒き、

マーキング。午後2時 より航空撮影。その後、阿南氏により写真撮影。

9月26日

1区SE532、544、599、716井 戸の枠瓦の取 り上げを開始する。

危険防止のため、まず重機により上部を取り上げ、その下部にっいては人力によっ

てイ丁つ。

2区 第5面(12層 砂層)の 平面図(1/20)実 測 と並行 して レベ リング。完了

後、調査区外の土塁(タ タキ)延 長線上部分を一部拡張のため、重機で表土のみ

を除去。拡張部分の状況を撮影。

9月27日

1区 西壁断面図の実測を開始。現難波川暗渠より南方か ら始め、1区 と2区 の

交点まで実測を行 う予定。東壁に沿 って トレンチを重機により掘削。東壁断面図

に加筆できるように壁の清掃。

昨日に引き続 き土塁が検出された拡張区を重機掘削の後、人力により掘削を開

始。 これまでの出土遺物の洗浄と平面実測図(1/20)の 整理および照合作業。

9月28日

1区 東壁沿いの トレンチを重機により掘削。東壁の精査を行い断面 の実測。西

壁断面の実測を続行。SE588、602井 戸の枠瓦の取 り上げ作業。拡張区土

塁の全景撮影と記者発表用の写真撮影。

9月29日

1区 西壁断面図の実測が完了 したので、埋戻 しを開始。拡張区土塁の版築状況

を1/10断 面 の実測。

9月30日

1区 埋戻 し作業の続行。ほぼ完了。拡張区土塁の断面図実測の続行、完了させ

た後、阿南氏により写真撮影。資料館まで遺物、機材の搬出を午前、午後の2回
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埋戻 しが完了、整

地

現地説明会

元禄絵地図

に分 けて行 う。

10月1日

2区 および拡張区周辺の瓦礫を撤去、埋戻 しが完了 した1区 にっいて整地を行

う。

現地説明会に備えて事務所内の清掃 した後、展示物、パネル等を配置。

10月2日

機材および備品を資料館へ搬出。拡張区土塁上の瓦の取 り上げとその撮影。摂

河泉文庫の南川氏より貝塚寺内町の元禄絵地図を借用 し、大学資料館にて阿南氏

により写真撮影。終了後、同日中に南川氏に返却。

(寺嶋、田之上、中村)
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寺内町

魚市場と

国土座標

区画名称

遺構名称

第2章 検 出 遺 構

1.は じめ に

今回調査の対象とした地域 は、寺内町では最も西に位置する地域である。また

従来海岸線 と市街地の境界部分でもあり、寺内町の西橋を境する何 らかの施設、

構築物に関する遺構が存在する可能性が濃いと考えられていた部分でもある。

調査 は近年まで魚市場 として利用 されていた地域を対象として行われたが、面

積的にあまりにも広大であり、遺構、遺物の区分にっいて も、より細かな配慮を

伴 う細分が必要とされた。 これらについては後に記述するが、いずれにして も近

年まで使用されていた地域の発掘調査は、その使用痕跡の除去から開始 しなけれ

ばならなかった。幸い業者によって大半のコンクリー ト基礎などが除去されては

いたが、下層に大きく影響するものなどは、当時のままで放置されていた。また

当初 は下層面にわずかながらでも遺構、遺物が残されているという期待をかけて

実施 した部分にっいても、調査の結果はまったくの攪乱であったということも少

なくなかった。いずれにしても寺内町という大まかな内容というか状況が設定さ

れていたのみで、下層で如何なる遺構、遺物が期待されるのかというような、明

確な見通 しは残念ながら組み立てて調査に入 ったというものではない。

2、 調査 の方法 と名称

すでに見 たように当初 か ら当該調査 にっいては、区画設定 の細分化が要求 され

て いた。 まず調 査対象地 の東側 に南北 に長い トレンチを設定 したが、 これを第1

区 とした。 さ らに西 が ワン部分 に東西 に長い トレンチを設定 してお り、 これを第

2区 とした。各 トレンチにっ いて は、5m四 方 のグ リッ ドを設定 して細区分 をお

こな った。 と くに南北 には1・2・ 。3・4・5・ … とし、東西にはA・B・

C・D・E・ ・… とした。す なわちA1区 ・B2区 ・C3区 とい うよ うな区

画 が設定 されたのである。 また この場合、A～Zが 完了 した場合 には、再びAか

ら開始す るという方法 を採用 して いる。 したが ってA1区 の西側 の区画 はZ1区

とな り、 その南 はZ2・Z3区 と続 いてい く。

なお各区画 に伴 う国土座標 の数値 は図28に 示 した通 りであ り、 その杭の配 置に

つ いては専門の測量業者 に委託 して行 った。

次 に各区すなわち5mの 四方内部 で出土 した遺物 にっ いて は、 その区画名称 と

と もに遺構名称 が記入 され る ことになる。 これにつ いて も土坑、 ピッ トについて

は、各区す なわ ち第1区 、第2区 と もに一連 の連続番号 によ って遺構名が付 され

て い る。す なわ ち第1区 の土坑で あるSX546は 、 これ以外 には同 じ番号 の遺

構 は存在 しないとい うことで ある。 しか も同一面 に も、同一番号 は存在 しない。

この状況 は、SE(井 戸)、SX(土 坑)、SD(溝)、SZ(攪 舌D、SP(ピ ッ
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図28調 査地の座標値と杭の位置

ト)に っいては共通 して いる。 しか し複数の土坑 や ピッ トなどか ら構成 され るS

A(杭 、柵列)さ らには建物(SB)に ついては、 当初 の遺構であ る番号 は問題

ないが、 それ らを複合 して構成 され る構築物 では、第1区 、第2区 の、おのおの

の調査面 で同 じ番号が生 じる可能性が ある。 その場合 には、 まず地 区(ト レンチ)

番号 の1な い しは2を 遺構記号 の前 に付 し、次 に遺構面 の2面 か3面 か とい う数

字、例 えば1区 の3面 であれば1SB3と し、 さ らにハ イフォン(一)の 後 に遺

構番号 を記述す る。 すなわち1区3面 で検出された建物2の 場合には、1SB3-

02建 物 というように記述 し混乱を避 けている。

このように調査 区域別 と遺構面の別、 さ らに遺構の番号 を付 した ものは、各面、

各区で複数の遺構 か ら構成 されてい る建物、柵(杭)列 に限定 してお り、 ほかの

遺構 につ いて は、面番号 を示 されずにいずれ も通 し番号 によ って遺構名称 として

いる。

3.層 序 関係

層序関係については トレンチ内部に特に観察用にセクションを設定 したのは第

1区 と第2区 との境界部分 に残 したもの以外は、特別には設定 しなかった。その

理由としては、全体に攪乱が著 しく、とくにセクションを設定 して観察する必要

があると見 られ らた面が存在 しなかったことと、各 トレンチの側壁を利用 した観

察であっても十分、その堆積関係などの観察には耐えると判断 したか らである。

したがって各層の観察は、各 トレンチの側壁部の検討を行 った結果である。
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第1区

東側側壁面

2区 との境界

セ ク ション

(1)第1区

主として観察、検討の対象 としたのは、 トレンチの東側側壁である。当該側壁

部は、後にも触れるが、当該部分は、鉄工場や紡績工場と民家の建て られていた

部分との境 に該当する可能性 もあり、今回の調査対象の大半が含まれている鉄工

場や紡績工場の痕跡 とは異なったもの も確認 されている。 しか し鉄工場などの影

響はかなり大 きいものがあることは否定できないが、その内では最 も良好な保存

状態が期待 された部分で もある。

一東側壁の観察一

南北に長 く設定された トレンチに接 しているセクションである。南端ではほと

んど撹乱の状況が層に認められないのに対 し、中央部分などでは大 きな撹乱が認

められる。第2区 の層がほぼ12～13層 確認されているのに対 し、当該部分で

は5～6層 が最 も撹乱の少ない箇所である。南端での層の状況を記述する。第1

層は10YR5/8黄 褐色粗砂層で若干の礫を含んでいる。いわゆる表土面で、第1

面でもある。第2層 は10YR3/1黒 褐色粗砂層でさらっとした感 を与える。第3

層は2.5Y5/4黄 褐色粗砂層でわずかに礫を含む。第4層 は10YR5/4に ぶい黄褐

色粗砂層で第3層 と同様礫をわずかに含む。第5層 は2.5Y7/4浅 黄色細砂層 で、

礫は含まない。 さらにこの層は1.5m以 上下層にまで及んでいるが変化は認め

られない。これが南端の状況であるが中央部付近では、この間に細かな層が見 ら

れ、都合8～10層 を数える部分もある。一方上層空の撹乱が著 しく、北側部分

では4層 しか認められない部分 もある。 しかしこれが撹乱によって下層面が侵食

された結果であり、当初の状況は明らかにできない。恐 らくは南端の層位がほぼ

正確に伝えているものと考え られる。なおその状況から対応する面を示すと、第

2面 は第3層 、さらに第5層 が第3面 となる。これらは第2区 では、第1面 か ら

第5面 まで検出 しているが、当該区では3面 を確認するに留 まっている。両者の

対応は第1面 は第1面 と対応する。また第5面 は1区 の第3面 、2区 の2～4面

は1区 の2面 および3面 に対応するものと考えられるが、とくに1区 の場合は2

面からの撹乱が著 しく、2区 の3、4面 に対応する面の把握が困難であったこと

にも原因はある。

-2区 との境界部分のセクションの観察一

セクションは第2ト レンチを横断するように設定されており、最 も撹乱の多い

とされる中央部を避けている。その状況は図版*に 示 した如 くである。すなわち

ほとんど撹乱 されていない部分は認 められず、わずかに中央部と南側部分に細 く

台形の柱状に未撹乱 と考えられる層が認められたのみである。未撹乱層の上層か

ら順に見ていくと、第1層 は10YR7/2に ぶい黄橙色の粘質土で炭や鉄を含ん

でいる。第2層 はコンクリー トで第3層 は10YR7/3に ぶい黄橙色の砂質土であ

る。第4層 は10YR8/2灰 白色粘質土、第5層 は2.5YR8/3淡 黄色の粘質土であ

る。第1層 は現代面で第1面 、さらに第4層 は第1面 、第6層 は第2面 として理

解 される。第6層 は10YR7/2に ぶい黄橙色の砂質土で粘質土および炭化物など

を含んでいる。7層 は2.5Y7/3淡 黄色粘質土、第8層 は10YR5/4に ぶい黄褐色

砂層で瓦などをを含む。 この第8層 が第3面 となる。 さらに第9層 は10YR5/3
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第2区

南側側壁面

にぶい黄褐色やや粘質土層である。第10層 は10YR6/3に ぶい黄橙色砂層で第

4面 となる。第11層 は10YR5/4・6/3に ぶい黄褐色砂層である。 さらに続 い

て第12層 は10YR6/4・6/3に ぶい黄橙色砂層である。 この層が今回の調査で

は最 も深い層であり、このほかに中央部分で約1.5m前 後まで下層深 く掘削 し

たが、全 く砂層には変化がなかった。 したがってこの第12層 が人為面 としては

最初の面、第5面 であったと考える。この状況は一部 コンクリー トの有無など異

なる部分 も見 られるが、 ほぼ西側部分の層位 と同じである。なお撹乱については

図を見て頂ければいかなる段階で生 じたものか明らかになるので、ここでは記述

を省略しておきたい。

② 第2区

東西 に長 く設定された トレンチであるが、先の第1区 のように良好な状態を期

待する側壁面 は存在 しなかった。すなわち北側部分 は鉄工場、魚市場などで攪乱

されていることが地表面で も確認 され、地下の掘削後もその予想は裏切 られなかっ

た。すなわち攪乱の連続で、攪乱 されていない堆積の良好な層序関係を観察でき

る部分 は連続 しては確保することはできなかった。

一南側側壁面の観察一

トレンチの側面に沿 ってセクションとして利用 したが、側壁が直線でなかった

こともあり、かなり曲が りくねった部分の実測を行 うことになってしまった。層

位を見た場合、東側部分よりも西側部分のほうが撹乱が少ないことがわかる。 と

くに中央部か ら東側では、相当撹乱が著 しく、層 も細分 はしているがいずれ も撹

乱によるもので、生活面の把握 には有効な部分ではなかった。 ここでは西端の層

を記述 してお くことにする。

第1層 は10YR3/3暗 褐色砂質土層で、石、煉瓦、瓦などが含 まれている。

この層は20cm前 後の厚さがあり、現代層である。第2層 は10YR7/4に ぶ

い黄橙色砂層である。第3層 は10YR2/1黒 色砂層で瓦、陶磁器、煉瓦を多 く含

む。第4層 が10YR5/2灰 黄褐色砂層で遺物 は含まない。 このように見て くる

と交互に砂層が認められそれぞれ面を成 している。これを紡績工場の火災 と結び

付けて、 この面を第2面 、すなわち近代から現在面とした。次 に第6層 は10YR

6/3に ぶい黄橙色砂層、さらに第7層 は10YR3/3暗 褐色砂層で炭を含む層であ

る。恐 らくこの面が第3面 となると考え られる。第8層 は10YR6/3に ぶい黄橙

色の砂層で炭を少 し含む。第9層 は10YR2/3黒 褐色砂層で炭を含む。第10層

は10YR7/4に ぶい黄橙色の砂層で炭をわずかに含む。 この面が人為面の最終

面 と考えられ、次の層は砂層であって も締まりが緩い層、あるいは粗砂層となる。

従 って この第10層 が第5面 に相当するものと見てよいだろう。逆に第4面 は第

9層 面に対応すると考えられる。なおこのほか当該側壁面には長い距離があり、

先に示 した1区 と2区 の境界部分のセクションとの整合性 も問題となろうが、そ

れらを連続させるはずのセクションが途中で撹乱によってまったく姿を留めてい

ない状態であり、いかんともしがたい。図示 しているので詳細はそれ らを参照 さ

れたい。
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検出遺構

第1区

第1面

概観

紡績工場

難波川

魚市場

遺構各説

建物

4.検 出遺構

第1区

(1)第1面

A、 概観

全体に魚市場の痕跡が残されていたというよりは、その以前の段階の屋敷跡、

あるいは鉄工場に関連する遺構が多数確認されたといえよう。 とくに調査地域の

南側では多数の鉄粉および鉄屑、さらには高温で熱 したと思われる焼土の痕跡が

随所にみ られた。なおこれ らの焼土痕跡が、例えば炉のように何 らかのまとまり

を もっ ものではなく、任意に各所 に設定 されたかのような印象をあたえる分散状

況であった。

調査区域の東側部分では、建物の礎石が確認されている。これ らはかって存在

した民家の建物に伴う基礎 と考え られるが、一部には焼け焦げた痕跡が認められ

た。 これらは紡績工場の火災によって、被災 したかの印象をうけるものである。

また遺物 としては、ごくふっうの民家の屋根に供されたと思われる、時期的には

新 しい瓦片が多 く認められた。

調査範囲の中央部付近にはコンクリー トの基礎が等間隔に多 く残されており、

魚市場関係の構造物ではないという当時の関係者の証言から、当該基礎はかって

の鉄工場ないしは紡績工場に伴っていたものと考えられる。但 しこれ らのコンク

リー ト基礎部分には、赤変するなどというような高温をこうむった痕跡は認めら

れない。従 ってこれ らのコンクリー トの基礎は火災を経て移動 した紡績工場 とい

うよりは、その後に建て られた鉄工場に供された物である可能性が濃いと考えら

れる。

調査地域の北側には難波川 と呼ばれる河川が西に流れている。現在では、この

上にコンクリー トよる蓋が設置され、暗渠としている。その排水 口は貝塚港方向

に求められているが、暗渠部分は当該調査範囲の東半分部分のごく一部に過 ぎな

い。ほかは河川の形態をな している。またこの暗渠にっいても魚市場関係者の談

によると、少な くとも魚市場の設置 したものではないとのことである。

なお当該暗渠から南には、先に示 したコンクリートの基礎が、縦横 に認められ

ており、その撤去を始め、下層遺構の確認はかなりの困難を予想させている。

B、 遺構各説

a、 建物

コンクリー トの基礎の上に構築されていた建物である。調査ではその残存 して

いた基礎を簡単に測量 して記録にとどめているが、果たしてこれがどれほどの資

料価値を持っのかは疑わ しい。なお建物の構造から、鉄工場の建物と考えられる。

なお検出 し、記録 し得た範囲は、上層構造物の撤去が完了 していなかった部分の

みである。 したがって建物の西側への波及範囲などにっいては確認できなかった。

なお建築物は、東西に長い建物で、検出した延長は、東西18m以 上、南北20

mを はかる。 ごく普通に見 られる鉄工場という印象が濃い。
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図29第1区 第1面 測量図
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第2面

概観

1SB2-01

遺構各説

柵(杭)列

1SA2-01

② 第2面

A、 概観

表土か ら数えて6層 で確認された生活面である。この地域では難波川北側部分

では礎石がいくっか確認 されている。これらの礎石は道路拡幅工事によって失わ

れた、建物に伴 うものであると考え られる。なお明治以降の写真によると、当該

地域には倉庫が立ち並んでお り、今回検出 した礎石についても、 これらに伴う礎

石遺構と見 られる。(1SB2-01建 物)

今回の調査では、北側部

分の確認は道路 に影響を与

えない程度でとどめざるを

得ないため、主 として調査

では難波川か ら南側を対象

として行った。北部のSX

62土 坑で内部か らは陶器

製品の大甕が1個 みっかっ

ている。おそ らくは水甕 と

して利用されていたもので

あろう。そのほかSZ54、
図30建 物遺構検出状況(1SB2-01)

59、58、60等 の不整形な撹乱 がみ とめ られ る。 またSX56、61土 坑 あ

るいはSX57土 坑 内部 には先程 の拳大 の川原石が充満 して いる。 これ らは何 ら

か の建物 の基礎 と考 え られ る。 またM4区 ではSX63土 坑、SP65、72ピ ッ

1ト 等 の存在があ る。 これ ら関連 によ って建物が存在 した可能性があ るが、 その正

確 な規模 な どは不 明で ある

'調 査区中央付近 では、陶器製大甕 が土坑内部か ら確認 された。 当該面 では依然

と して上 層面 の基礎 に用 い られていた コンクリー ト基礎が残 ってお り、 その基礎

の問 に遺構 が散在す る。M6区 ではSE76井 戸 が確認 されてい る。 またSE7

6井 戸周辺 に もSX78、SZ75、77、71撹 乱 などがみ られ るが、 これ ら

につ いて も、お互 いの関連 は明確 で はない。中央部分で は、わずかに ピッ トが数

個み られ る程度 である。 また撹乱 も規模 が大 きくな ってお り、SZ89攪 乱の中

央部分 には井戸 が一基み とめ られる。L8区 にみ られ るSX90土 坑内部 には煉

瓦で配置 された構築物が認め られるが、 その用途 は明 らかで はない。なおJ9区 、

K9区 には径2-30cmの ピットが15個 東西方向 に並んで検 出 されてお り,

何 らかの柵(杭)列 が存在 した もの と考 え られ る。 この他 にも南 部地域 には正方

形 の撹乱 がみ られるが何れ も基礎除去後 の痕跡 とみて よい。

B、 遺構各説

a、 柵(杭)列

1SA2-01杭 列

J9、8区 、K9区 の境界部分 で確認 され た径14～21cm、 深 さ5～12

cmを はか る円形 の ピッ ト15個 か ら形成 され る杭列で ある。主 軸方 向はN-8
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建物

1SB2-01

1SB2-02

井戸

SE76

SE544

土坑

SX62

3°-Wで 、東西方 向か らわずか に北 に偏 っている。 ピッ トは大 きさや深 さは一

定 してお らず、何の用途 に供す るために設置 された ものか現状 ではあき らか にで

きない。 また杭 その もの も残 されてお らないが、時期 にっいては当該面か らの設

置 とい うことで問題 はない。 おそ らくは土留 めなどの用途に用 い られた もの と考

え られる。

b、 建物

1SB2-01建 物

調査 区域 の北側部分N3、03、P3区 か ら検 出された礎石 か ら構成 されて い

た と考 え られ る建物 であ る。 当該部分 は難波川 と呼 ばれ る水系 の暗渠 によ って大

きく攪乱 され た可能 性 もあ り、 あるいは1SB2-02建 物 とした礎石抜 き跡 と

も共通す る可能性があ る。検 出 した礎石 の間 の距離 は2m前 後 で、 その延長 は8

m前 後 をはか る。なお当該建物 は、明治 頃の この周辺 と見 られ る周景写真 に認 め

られ る土蔵 の可能性 が濃い。位置的 にも難波川 の北側で あり、蓋然性 も高 い と見

られ る。

1SB2-02建 物

04、P4、N4区 に位 置す るSP57、SX56、SP61ピ ット、SX6

4さ らにM5、N5、N6区 に位置す るSP65、72、64ピ ッ トなどによ っ

て形成 されると見 られ る2間 以上 ×2間 以上の建物が想定される。主軸方向はN-

47°-Wを はか り、各柱 問の距離 は約2.4～3.1m前 後を はか る。 なお西側

列 の礎石位置が明 らかではないが、 これ らはいずれ も大 きな攪乱 によ って失 われ

てい る。 なお先 にも記述 したよ うにSP57ピ ッ ト、SX56、SX54土 坑 に

よ って、1SB2-01建 物 に関連す る可能性 もある。

これ らの ピッ ト、土坑 か らは、陶 ・磁器 をは じめ瓦 などが出土 している。

C、 井戸

SE76井 戸

N6区 で検出された瓦枠を使用 した井戸である。直径1.1mの 円形の堀方 内

部に直径0.8mの 瓦枠を用いて構築されている。地山層が砂であるに もかかわ

らず、強固に崩れずに残存 していた。最終段階で底部までの調査を試みたが、 と

くに内部からは遺物の出土はなかった。

SE544井 戸

K7、L7区 で検出された井戸である。瓦枠を用いて作 られており、井戸 はS

Z89撹 乱内部に認められる。用いられていた瓦枠は、井戸用に作られたもので、

屋根瓦などの転用品の使用ではなかった。内部からは瓦などが出土 している。な

お当該井戸は、その標高から見て、更に下層の第3面 に相当する段階から使用 さ

れていた可能性が十分ある。 しか し第2面 段階で使用できなかったというもので

はない。

D、 土坑

SX-62土 坑
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SX63

SX78

..

SX91

攪乱

SZ89

SZ92

第3面

概観

04区 南端部 に位置す る円形 の土坑 である。直径107cm前 後、深 さ20c

m前 後 をはか る。内部 にはやや焼成 の良好な径の大 きな陶器甕が配置されていた。

おそ らく用途 は水甕 と見 られ る。 なお内部か らは陶 ・磁器、瓦な ども採集 されて

い る。

SX-63土 坑

M4区 南西部 に位置する円形 の土坑で ある。 直径72cm前 後、深 さ25cm

前後 をはか る。内部に はやや焼成 の不良な焼 き物が放置 されていた。 おそ らく用

途 は水甕 ない しは便槽 と見 られる。 なお内部 か らは陶 ・磁器、 瓦な ども採集 され

ている。

SX-78土 坑

N6区 に位置す る径0.9m前 後、深 さ18cmを はか る、 ややいびっな円形

を呈す る土坑 あるいは ピッ トである。SE588井 戸 の南西部 に接 して いる。 内

部か らは鉄製品、および瓦、古銭が出土 している。 と くに古銭 は江戸時代に用 い

られ た寛永通宝であ り、 当該面 の上 限を示 す資料であ る。 なお当該土坑 は、 出土

遺物か ら何 らかの祭祀 に伴 うもの と考え られ、何 らかの施設 の鎮壇 に伴 う遺構 の

可能性が濃 いと考 え られる。

SX-88土 坑

L7、L8、M8区 に位置す る不 整形 な土坑である。長径5.7m、 短径2.01

mを はか る。複数 の穴が切 り合 ってお り、 この状況 は他 の攪乱 と同 じである。 し

たが って当該土坑 にっ いて も他 の攪乱 と似 た性格の もの と考え られ る。

SX-91土 坑

K8区 の東北隅 に位置す る円形 の土坑で ある。西南部 をSZ92攪 乱 によ って

切 られている。南北 の延 長1.6m、 東西1.9mを はかる。内部か ら陶器 の破片が1

点 のみ出土 している。

E、 攪乱

SZ-89攪 舌L

K6、K7、L7、L8区 に位置す る不整形 な形状を呈す る土坑状 の攪乱であ

る。南北最大延長6.2m、 東西6.Om、 深 さ15cm前 後 であ る。 中央部 にS

E544井 戸が確認 されてい るが、 その関連 は全 く考え られない。 内部か ら鉄製

品が出土 しているが、 時期 的に さか のぼるものではな い。

SZ-92攪 乱

J8、K8区 に位置す る東西 に長 い楕円形を呈す る土坑状 の攪乱で ある。北東

端 でSX-91土 坑を切 ってい る。

(3)第3面

A.概 観

SE76井 戸 は下層 で、SE588井 戸 と連 なって いる。 また上層 の面で はみ

られなか った井戸 と してはSE602井 戸 がN5区 東側端 で、 また05、N3、

M3、L5区 周辺で は粘土 の タタキ面が見っか ってお り、第3面 に生活痕跡があっ

た ことを証明す る。
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SE532

大きな攪乱

遺構各説

柵(杭)列

1SA3-01

1SA3-02

建物

1SB3-01

また、M5区 で検出 されたSX584土 坑 内部 には多数の石 が認 め られた。 ま

たその周辺 に石を含む層 がみとめ られ る。 おそ らく当該 部分 に建物 が存在 した可

能性 が濃 いと考え られ る。

その他 の建物 と して はSP565、579ピ ッ ト、SX578、 土坑SP59

8ピ ッ ト、SX584土 坑などを利用 し、かっ礎石 を有す る1×2間 以上 の建物

であ る。 中央部で はM7区 に、瓦お よび石 を含 むSX547、546土 坑があ り、

またSX577、574、575土 坑 には、礎石 に使われた と思 われ る石 が確認

されてい る。L6区 で はSX573土 坑が確認 され、そ の周囲か らもタタキ面が、

確認 されている ことか ら、他 の面 と同様 に生活痕跡が存在す ることは明 らかであ

る。 なおK6、L6、7周 辺 には多数 の ピッ トが確認 されてお り、 これ らで建物

が構成 されていた可能性があ る。南で はJ8区 でSE532井 戸が確認 されてい

る。 ここでは井戸 の周囲 に井戸瓦枠を用 いて いることが確認 され た。 と くに南部

地域 で はSZ92、519攪 乱 とい う2ヵ 所の大 きな撹乱が あ り、 ピッ トが散在

す るがそれ らの関連 を明確にす ることはで きない。 なおSP530、518、5

15、513ピ ッ トによって1×2間 以上の建物 が存在 した ことがわか る。 なお

J8区 、J7区 のなかばか ら西側 にか けて魚市場 の冷蔵庫が地下 にまで及んで所

在 した といわれ、大 きな攪乱 とな って いる。

B、 遺構各説

a、 柵(杭)列

1SA3-01杭 列

調 査区域 の南部、K9、J9、J10区 に所在 す るピッ トを連続す る杭列 で あ

る。SP503、508、513ピ ッ トか らなり、柵 などの施設 に伴 うもので は

な く単 な る閉鎖施設 に伴 う杭 の連続 と見 られ る。延長 は9m前 後、 ピッ トの径8

～15cm前 後 をはか る不整形 な円形で ある。 これ らの内部か らは土錘、陶 ・磁

器、瓦な どが出土 して いる。

1SA3-02杭 列

1SA3-01杭 列 と交差す るかたちで東西 にのび る杭列である。SP509、

507、505ピ ッ トが結ばれ る。 ピッ トの径 は30～60cmで 、深 さは6～

20cmを はか る。 また ピッ ト間の距離 は、1.8m前 後 で、SX511土 坑 内

部 に もピッ トがあ ったと考え るとほぼ等間隔 とな る。

b、 建物

1SB3-01建 物

SE544井 戸 の周囲 にい くっかの ピッ トが あり、それ らが互 いに関連が ある

よ うに見 られ る。 すなわちSP545、542、SX549、SP552ピ ッ ト

などで ある。 これ らの うちSP552ピ ッ トを除 いて は、不整形 な土坑 とい う印

象を受 けるが、 ほかの ものと重複 して攪乱 された可能性 もあ ることか ら、 ほぼ各

ピッ トは同 じ条件 にあ ると見て良 いだろ う。SP543ピ ッ トな どを含 め ると2

問 ×1間 の建物が想定 される。 これ は井戸 の上屋 とい うよ うな簡単 な建物 と見 ら

れる。時期的 には井戸 と同 じ時期 と見 られ、江戸時代末期前後 と見 られ る。
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1SB3-02

1SB3-03

土蔵群

井戸

SE602

SE588

SE544

SE532

土坑

SX584

1SB3-02建 物

N6、M6、M7、M8、L8、N7の 各 区にわたる土坑か ら想定 され る建物

であ る。SP513、515、518、530ピ ッ トなどが礎石 を含 むあるいは

抜 き跡 を含む もの と考 え られる。主軸方向 はN-45度 一Eで あ る。2問 ×2問

の建物 となる可能性 が濃 い。 なおSX575土 坑か らは陶磁器、瓦 などが出土 し

てお り、 ほかに もSX546、547土 坑 などで も同様 の遺物が 出土 して いる。

恐 らく東側の街路 に沿 って所在 して いた建物 の一っ と考 え られ る。

1SB3-03建 物

調査 範囲の北部域、難 波川に近 い部分 に攪乱、土坑 が集 中 して いるが、 これ ら

がかって は建物 などの構 築物に関連 した痕跡 で はないかと考え ると当該建物 が想

定 され る。SP565、579、598ピ ッ ト、SX578、584、 土拡 か ら

構成 され、SX578、584土 拡か らは礎石 とみ られ る石 が検 出されている。

これか らこζには礎石 を伴 った2×2間 以上 の建物 が推定 されるのである。既 に

記述 したように当該難波川周辺 には、かって土蔵群が立 ち並ん でいたと したが、

当該建物 にっ いて も、 これ らと何 らかの関連 があったのか もしれない。 しか しそ

れ らの写真 で見 た ものと時期的 に同 じであるかど うかについて は、その考証手 段

を持 た ない。 いず れに して も、当該地域 の土坑 ・ピッ トは この よ うに建物 に関係

していた と見 て良 いだ ろう。

c、 井戸

SE602井 戸

N5区 北東部 に位 置す る円形 の井戸瓦枠 を用 いた井戸であ る。井戸瓦枠 は、 ほ

かの各井戸 とほぼ同 じものを使用 して いるが、 かな り破損が著 し く残存状態 は良

好 とはいえ ない状態 であ った。井戸 の直径 は80cmで 、 ほぼ円形 をな している。

内部か らは井戸瓦枠以外 には出土遺 物 は見 られなか った。

SE588井 戸

N6区 北部 中央 に位置す る もので、上層面ですで に確認 されていた ものである。

したが っ、 当該面で は使用 された痕跡 はない。

SE544井 戸

L7杭 とL8杭 を結 んだ中央部 に位置す る井戸 瓦枠 を用 いた井戸 であ る。直径

75cmを はか り、周 囲 には丁寧 に井戸瓦枠が巡 らされて いる。内部か らは瓦 の

破片 が出土 して いる。 なお当該井戸 の上部を覆屋が覆 っていた可能性が1SB3-

01建 物 の存在か ら推定 される。

SE532井 戸

J8区 の中央部 か らわず かに南東 に偏 った部分 に位置す る井戸で ある。 井戸 の

周囲 には井戸瓦枠 が用 い られてお り、 ほかの井戸 に比較 してわずか に大 きいよう

に も思 われ る。 なお井戸 の直径 は1.08mを はか る。

d、 土坑

SX584土 坑

M6区 北西部 に位置す る楕 円形 を成 す土坑で ある。東西2 .6m、 南北1.9m、

深 さ30～40cmを はか る。主軸方 向は東西か らわずかに北に偏 ってい る。 内
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SX582

SX587

SX575

SX546

SX547

図31SE588、602、554、532、599、716井 戸実測図

部 の南側 には拳大の礫が多 く認 め られ、 これ らが自然 に集積 した もので はない こ

とはあ きらかで ある。先 の1SB3-03建 物 の礎石の抜 き跡 と関連す るのか も

しれない。

SX582土 坑

L5区 中央部 に位 置す る不整形 な土坑 である。上面 はタタキ状 をな してお り、

内面 には粘土が堆積 している。当該粘土上面が生活面を成 していた と思 われ る面

で ある。内部か ら陶 ・磁器、土錘、瓦 な どが出土 して いる。

SX587土 坑

N6区 北西部 に位 置す る円形 の土坑 である。東側をSE588井 戸で切 られ て

いる。直径1m、 深 さ10cm前 後をはかる。 内部か ら鉄製品が 出土 している。

SX575土 坑

M7区 に位 置す る不整形 な土坑であ る。北部 をSX571土 坑 によ って切 られ

て いる。内部 か ら陶磁器、瓦 などが出土 して いる。

SX546土 坑

M7区 、L7区 に位置す る不整形 な土坑で ある。先の1SB3-03建 物 とは

一部が関連す る可能性 がある
。内部には拳大以上の礫が充満 して いる。恐 らく何

らか の原因で集 め られた ものと考え られ る。北西部をSX547土 坑 によ って攪

乱 されて いる。 内部 か ら陶磁器、土師器 など多数 の遺物が出土 している。

SX547土 坑

SX546土 坑 の北西部 に接 して位置す る不整形な土坑 であ る。 内部 には木質
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SX573

SX519

SX511

SZ92

SZ569

第5面

概観

SE544

SX670

が残 り、瓦 ・煉瓦な ども含 まれて い る。上層か らの攪乱が及 んでい るもの と見 ら

れるが、 当初 は何 らかの組物 があったと考え られ る。

SX573土 坑

L6、M6、M6、M7N6、N7区 に位 置す る不整形 な土坑 であ る。 内部 に

は石 や煉瓦 などを多 く含 み、上層か らの攪乱 が続 いて いるよ うに も見 える。 しか

し明 らか に当該面 に関 して も有効な働 きを していたと見 られ る礎石 を含んで いる

こと もあ り、当該面 で も土坑 として存在 した もの と考え られ る。 内部か らは上層

部 の攪乱 の遺物 のほかは確認 されな い。

SX519土 坑

K8、K9に 位置す る南北 に長 い不整形 な土坑であ る。北部 をSZ92攪 乱 に

よって切 られている。南北 の延長6m、 東西 の延長3.6m、 深 さ10～15c

mを はか る内部か らは陶器,瓦 などが出土 して いる。

SX511土 坑

J10区 に位置す る不整 形な土坑 である。南部 に角張 った部分 が認 め られ るこ

とか ら、何 らか の基 礎 に伴 う抜 き跡 の可能性 もある。 内部 にはSP512ピ ッ ト

が位置 して お り、内部か らは瓦が 出土 している。

e、 攪乱

SZ92攪 乱

J8、K8、L8区 に位置す る攪乱で ある。上層 にはコンク リー ト基礎があり、

それ らの除去後生 じた大 きな穴が下層 にまで及 んでいるものであ る。SE532

井戸 の東端 に接 して位置す るが、そ の影響 はほとんど見 られない。

SZ569攪 乱

L5、K5、L6、K6区 に位 置す る不整形 な攪乱である。 と くに北西部 には

SX564土 坑、南西部 にはSX563土 坑 また中央部 にはSP567ピ ッ トが

所在す る。 当初 は上層 のコ ンク リー ト基礎 の除去 に伴 う穴 であ ったが、下層 で は

若干様 相の異 な る状況 を示 してい る。

(4)第5面(第3検 出面)

A.概 観

1区 の第3検 出面 は2区 の第5面 に対応す る面であ り当該地区では最深 となる。

北部地域 ではSE602井 戸がN5区 でN6区 でSE588井 戸、M5区 でSE

599井 戸 が確認 されてい る。 またM3区 で はタタキ面が み られ る。 その ほかS

Z654、653攪 乱な どの大 きな穴 が認 め られ るは、 ほとん ど遺構 が存在 しな

い。 中央部 ではL6区 でSE716井 戸 のほかSP667ピ ッ トが、L7区 で も

若干量散在す る。L7区 でSE544井 戸がみ られ る。SX666土 坑 では板石

が内部 に放置 されて いるのが見 られ るが、 これ は上層 か らの撹乱 とみ られ る。他

に も内部 に石 が認め られ る。SX670攪 舌Lが最 も大 きい。 ピッ ト数 もす くない

が、 おそ らくこれ らは建物 を構成 していたと思われる。但 しピッ トは調査 区東側

に連続 して いる可能 性が濃 い。南部地域で はJ8区 でSE532井 戸が確認され、

それに連 なってSX691、693土 坑がみ られ る。 また南端部地域で はSZ7

10、713の 各 々攪乱が ある。 なお当該地 域に もSZ711、710土 坑内部
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遺構各説

柵(杭)列

1SA5-01

1SA5-02

1SB5-01

井戸

SE602

SE588

SE635

SE599

の石 およびSX708、709土 坑等で構成 される構造物 が考 え られ るが、 それ

以上 に は明 らかには しえない。 また18区 の南端部 には石列 が1.5～2mの 範

囲でみ られ るが、J7.8区 か ら西側で は攪乱 が散在す るのみで、 ピッ トな どの

遺構 は全 く確認 されて いない。 したが って当該面 では2区 にか けて は当該面 に関

す る全 く遺構 が存在 しないと考 えてよいだ ろう。

B、 遺構各説

a、 柵(杭)列

1SA5-01杭 列

L6、L7、L8区 へ と続 くピッ トか ら構成 され る杭列で ある。 その ピッ トと

はSP667、707、706ピ ッ トで あ り、SP707ピ ッ トはSAO2と も

共 有す る。 ピッ トの直径 は30～40cm前 後 を はか り深 さは10cm前 後 であ

る。南北 ともに続 いて いたと思 われ るが現状で は南 のSX546土 坑 まで確認 出

来 な い。 また北部 では何 ら確認 されない。内部か ら陶器が出土 して いる。

1SA5-02杭 列

L6、L7、K7区 に位置す るS東 西 に伸 びる杭列 である。 これ を構成 す るの

は、SP669、707、699、701ピ ッ ト、SX685、686土 坑な ど

であ る。各 ピッ ト問 の距離 もまちまちで統一がないが、 これ らが何 らかの構築物

を構成 していた可能性 は高 い。 内部 か らは瓦 の破片 が出土 して いる。

b、 建 物 尸

1SB5-01建 物

本来 は土坑の連続で あるのか もしれないが、礎石 も認 め られる ことか らあえて

建物 の可能性 を もってこ こに示 した。SX698は 礎石 を有す る土坑で ある。 さ

らにSX703、704、 あるい はSX668、666土 坑 などを連続 して構成

され るのが当該建物で あると考え る。 内部 か らは瓦、 陶 ・磁器 など多数が 出土 し

て いる。

c、 井戸

SE602井 戸

N5区 北東部 に位置す る井戸であ る。上層部 に位置す るSE602と 同 じであ

る。,井戸瓦枠を周 囲に伴 い、当該層 で は全 く破損 の様 子 は見 られない。

SE588井 戸

N6区 中央北 部に位置す る円形の井戸 であ る。上層 面で確認 されているSE5

88と 同 じであ る。

SE635井 戸

N4区N5区 に中央部 中央間北部で検 出 された素掘 りの井戸 であ る。 直径 は2

m前 後 とな り、かな り涌水点が高 いことが十分予想で きる。 なお当該井戸 は上層

で は確認 されていなか った ものであ る。

SE599井 戸

M5区 北側 に位 置する井戸で、SE635井 戸 にはかな り近 く、わずかに1.

5mし か離れていない。周囲 を井戸瓦枠 で囲 って いるが、かな り保 存状況 は不良
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SE716

SE544

SE532

土坑

S-X652

SX670

SX691

SX693

SX710

である。直径1.3mを はかる。なお当該井

戸の上層には礫の集積が見 られるが井戸の痕

跡 は認められない。

SE716井 戸

L6区 北西部で確認 された井戸である。周

囲を井戸瓦枠で巡 らせており、その直径は8

0cmを はかる。当該井戸はSX672土 坑

内部に位置 しているが両者の関係 はほとんど

見 られない。

SE544井 戸

上層で(第3面)で 確認された井戸である。

当該面には続いてはいるが、 この面で利用す

ることはなかったものと見 られる。

SE532井 戸

図32SE599井 戸実測図

上層で(第3面)で 確認 された井戸で ある。 当該面 には続 いて はい るが、 この

面で利用す ることはなか った もの と見 られ る。

d、 土坑

SX652土 坑

04区 南側 に位置す る南北 に長 い不整形 な土坑 である。南北 の延長 は2.Om、

東西1.2m、 深 さ40cm前 後を はか る。 とくに関連す る ピ ッ トな ど も見 られ

ず単 独で位 置する もので ある。内部か らは陶 ・磁器く瓦、土錘 な どが 出土 して い

る。

SX670土 坑

L6、L7、M7区 に位置す る不 整形 な土坑で ある。南北 の延長3.2m、 東

西3.8m、 深 さ40cm前 後 を はか る。 内部 にはSP669ピ ッ トも見 られ る

が上 屋の関連 は認 め られ ない。内部 か らは多数 の瓦が出土 して いる。

SX691土 坑

J8、K8、K9、J9区 に位 置す る不整形 な土坑 である。 南 北 の延 長13.

4m、 東西 の延長 は4.05m、 深 さ50cm前 後を はか る。 と くに北 西部 に は

SE532井 戸が位置 して いるが当該土坑 とは全 く関連 がない。内部か ら陶 ・磁

器、 瓦などが出土 してい る。

SX693土 坑

K8、K9区 に位置す る不整形 な土坑 である。 先のSX691の 北側 に接 して

位置 してお り、本来 は同 じ土坑 とな っていた ものか もしれない。 東西 の延長9.

2m、 南北 の延長3.Om、 深 さ10cm前 後を はか る。 内部 か らの遺 物 は見 ら

れない。

SX710土 坑

J9、J10区 に位 置す る長方形 に近 い不整形 な土坑で ある。 南北 の延長3.

8m、 東西 の延 長2.4m、 深 さ50cm前 後を はかる。内部 か らは陶 ・磁 器 、

瓦 な どが出土 してい る。
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第2区

第1面

遺構各説

第2面

概観

第2区

(1)第1面

A.概 観

1区 中央から東西に伸びる トレンチである。1区 同様、等間隔にコンクリー ト

基礎などの敷設状況が確認される。当該部分 にも工場が構築されていたことを物

語 る。なお当該調査区にっいては念入 りに調査を行 ったが1区 に確認されたほど

明確には基礎を実測できなかった。また地層が砂層であることもあり、一部にそ

の撤去時の撹乱が下層に及んでいることが懸念 される。当該区においても一面 は

1区 同様、昭和か ら大正期前後までの現代面 と考えてよいだろう。なお魚市場に

伴 うとみられるコンクリー トあるいはアスファル ト舗装部分は、上層部構築物の

撤去 とともにあわせて除去 されており、調査の際の障害にはならなかった。

B、 遺構各説

とくに個別 に解説 す る遺構 は確認 されていない。 あえて挙げれば、工場 に伴 う

コンク リー ト基礎 があ るが、 これ らは1区 と共通 して いる。 いずれに して もす で

に触 れたよ うに構造物 除去 の影響が濃 い地域 である。

(2>第2面

A、 概観

調査 区の西側 は後世 の構築物 による撹乱が著 しく、確認 された遺構 には断片的

な物 が多 く、直接 の関連 を明 らかにす る事 が困難で ある。わずかにピットがA1、

2、B1、2地 区で1～2個 とい う単位 で検 出され たに過 ぎない。南側部分 はS

X13土 坑、すなわち撹乱 によって荒 らされてお りとくに遺構 の存在 は確認 で き

ない。

調査 区の東側 は撹乱 が認 め られるとはいえ、西側 に比較す るとやや良好 な状態

である。北側部分 に はSD5溝 とSD20溝 が並行 して東西 に走 り、両者 の間 に

通路上 の道が存在 した と推定 される。 なおSD20溝 は西 にSD12溝 と連なり、

また東 ではSD33溝 と連 なる。 と くにこの道 はSD33溝 の存在 によ って、大

きく北 に曲が ってい ることがわかる。

これ らの南地域 に はSX24、SX49、SX1,3,4土 坑 が位置 する。 こ

れ らの土坑 はいずれ塵坑 の可能性が大 であるが他 には用途のない物 である。南側

地区 には、SD36溝 、SD35溝 に囲まれ た範囲 に道状遺構 の存在 が推定 され

る。 さ らに当該地域 には瓦が まとまって廃棄 されて いる部分 が多 く、何 らか の建

物 の基礎 と関連 する可能性が ある。 なお これ らの建物 は何れ も魚市場、 あるは鉄

工場 とは直接関連 がない と考え られ る。 したが って当該地域 の瓦溜 ま りは、少 な

くと も鉄工場以前 の遺構 と考えて よいだろ う。

なおSX1、4、14、16、24の 撹乱状土坑か らは遺物 の確認 がある。 ま

た、SP30、31、44、46、47、34、39な ど は瓦溜 ま りで あ るが

これ らが現存 す る礎石 と関連 して何 らかの建物 を構成 していた可能性 がある。 さ

きほどの両 者 は並行関係 にある。なお後者南側 の道 は北側の道 よ りも短 く北側 の

東端部分で終 わ ってお り、東側部分 にっいて はSZ42、164撹 乱 によ って失
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遺構各説

柵(杭)列

2SA2-01

2SB2-Ol

2SB2-02

溝

SDO2

われている。

B、 遺構各説

a、 柵(杭)列

2SA2-01柵 列

G5、G6区 に位置す る柵列で ある。主軸方 向はN-57度 一W、 延長4m、

礎石 、 ピッ トか ら構成 される。間隔 は1.1～1.6mを はか る。

b、 建物

2SB2-01建 物

G5、F5、E5、E6、F6、G6区 に位置す る礎石を用 いた建物 であ る。

各礎石 はいず れ も抜 き取 られてお り、 いずれ も根石部分 と見 られ る箇所 に こぶ し

大 の礫 が密集 して いる。 すなわちSP30、SX231、SP31、SX40、

SX220土 坑 などが庇部分 であ り、SP34、SX48、SP39ピ ッ トな ど

が建物 の礎石部分 とな る。 これ らの痕跡 か ら見 る と、2問 以上 ×3間 の建物 とな

り、外周部分三面 に対 し庇が付属 して いた ことが分か る。柱 間間隔は1.6～2.

6mを はか り、礎石 としてみた礫 の径 は0.8～1.9m前 後 を はか る。主軸方 向

は、 ほぼ南北方向であ る。 なお各 ピッ トか らは瓦、陶 ・磁器などが出土 している。

2SB2-02建 物

G6、F6、F5区 な どに位置す る建物 である。先 の2SB2-01建 物 と近

接 す るピッ トが利用 されてい る。 なお当該建物 は、SP44、SP39、SP2

26ピ ッ トなどであ る。 これ らか ら当該 建物 が礎石 を伴 って いたか どうかにつ い

ては明確 ではないが、少 な くとも2SB2-01建 物 と共通 す ることが多 くみ ら

れ ることか ら礎石を伴 っていたと見て大過ないだろ う。主軸方 向 はN-33度 一

Eを はか り、間隔 は3.8mを はか る。

C、 溝

SDO2溝

A1、B1区 に位置す る素掘 りの溝であ る。溝 の西端 は調査対象外 とな ってお

り東側 はコンクリー ト構築物 によ って撹乱 されている。 したが って検 出 された延

長 は4.1m、 幅 は1.9～4.Om,深 さ14～25cmを はか る。 内部 か らは

陶 ・磁器、古銭 などが出土 している。

SDO5、12、20、33溝

C2、D2、E3、F3、D3、F4、E4区 に位置す る素堀の溝 であ る。 こ

れ らの溝 は、対峙す る。 ほぼ幅 を1.5mと 一定 している。 これ らの溝 の用 途 に

っ いて は、 明 らかで はないが、少 な くとも中央 に一定 の幅 を保 って いることと、

さらに深 さが10m前 後 と浅 い ことを考えあわせれば、 この溝が中央部 に通行路

であ った可能性が濃い。 す るとこの幅1.5m前 後 の道 が当該部 分 に所 在 した こ

とがわか る。 さ らにこの道 は一部 は主軸方向N-32度 一Eで 約15m直 線であっ

た ことがわか る。 さ らに東端 は、大 きく左(北)へ 曲げ られて いる。なお これ ら

の溝 は側 溝であ り、内部か らは陶 ・磁器な どの遺物 が出土 している。
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SD36、35

土坑

sx1

SX4

SX16

SX14

SX24

SX43

第3面

概観

SD36、35溝

E5、6、F5、F6、G6区 に位置する素堀の溝 であ る。 これ らの溝 は、両

側 の溝の間隔を、 ほぼ幅を1.5mと 一定 して いる。 これ らの溝 の用途 にっ いて

は、 明 らかではないが、少 な くとも中央 に一定の幅を保 って いることと、 さ らに

深 さが10m前 後 と浅 い ことを考えあわせれば、 この溝 が中央部 に通行路 であ っ

た可能性 が濃 い。溝の検 出延 長 は10.5mを はか り、 中央 部 に は一部 途切 れて

い る部分 がある。 また北側溝 は西側 か ら4m前 後 で東側 は途切れてい る。 いずれ

に して も北側 に見 られ る道 と4.5mの 間隔の開 きしか ない。 す なわ ち両者 に道

が同時期 に用 い られていた とす ると両者 は余 りに近接 しす ぎて いるよ うに も思わ

れる。 また何故に南側 の道 がE5区 周辺で切 れているのか は明 らかではない。

E、 土坑

SX1土 坑

C3、D3区 に位置す る東西 に長 い楕 円形 に近 い素 堀の土坑 である。南北 の延

長4.6m、 東西 の延長2.4m、 深 さ14～28cmを はかる。内部か らは多数

の陶 ・磁 器、古銭 などが出土 してい る。

SX4土 坑

D3、D4区 に位置す る不整形 の素堀 の土坑であ る。長軸延 長3.1m、 短 軸

延 長0.4～1.4m、 深 さ3～15cmを はか る。 内部か らは陶 ・磁器、瓦 など

が出土 している。

SX16土 坑

D3区 に位置す る素堀 の円形 に近 い土坑である。径1.2～i4m、 深 さ7～

12cmを はか る。 内部 か らは陶 ・磁器が出土 して いる。

SX14土 坑

E4、D4区 に位置す る南北 に長 い素堀 の不整形な土坑で ある。南北の延長6 .

5m、 幅2.3～2.5m、 深 さ6～56cmを はか る。 内部 か ら陶 ・磁器、瓦、

土錘 などの遺物 が出土 して いる。

SX24土 坑

土坑 というよ りは溝 と した ほうが妥 当であるのか もしれな い。 検出 した延長 は

13.8m、 幅1.6-3.4m、 深 さ2～10cmを はかる。 内部 か らは一部 上

層 か ら混入 した と見 られ るコ ンク リー ト破片な どがふ くまれて いる。 ほかには陶

磁器 、瓦 な どが 出土 して いる。

SX43土 坑

B1区 に位置す る円形 を呈 す るピッ トである。径70cm、 深 さ22cmを は

か る。 内部 か らは陶 ・磁器 、土錘 な どの遺物が出土 して いる。

(3)第3面

A、 概観

第3面 は調査区のおよび東北部 の両者 は後世 の撹乱 によ って全 く遺構の検 出 は

不可能で ある。西側部分 ではA2、B2区 に1×2問 の南北方 向に長 い堀立柱建

物 が一棟、その ほか同方 向の建物 の可能性のあ るピッ ト群 がA1区 で検 出 されて
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遺構各説

柵(杭)列

2SA3-01

建物

2SB3-Ol

2SB3-02

いる。 さ らに一 部撹乱 をはさんで東西 にSD177溝 がみ られ るが、 当該溝 もA

3区 で はみ られな くな る。 中央部で はピッ ト状 の遺構がみ られ るが、 いずれ も建

物 を構成す るにはいた らない。 また東西 に長 くSD140溝 がC3区 か らG6区

まで検出 されて いる。 とくにD4～F5区 までは、石敷 き遺構 が認 め られ る。

また南東部分で は2×2間 以上 の堀立柱建物1棟 確認 され、その ほか ピッ トお

よび礎石 が散在す る。なお東北部で は粘 土あ るいは粘土質土が面 状 に砂質土上 に

堆積 した面が一見 タタキのよ うな様相を見せてい る。 当初 は人為 性の濃い面 で、

何 らかの造作 によると見ていたが、精査をお こな ったが これ らが人為的であ ると

い う明確 な要素 は確認で きなか った。先 の第2面 で確認 した道状遺構の下層 にS

D20、161、5溝 、下にSX160土 坑が検出 されている。 このことか ら当

該面 に上層 の道 がおよんでいた可能性 もあるが、検 出部分が あま りに短 く明確 に

は判 断 し得 ない。SD140溝 と並 んで紡績工場時代 の下水遺構が み られ る下 水

溝 よ り北 側中央部 には細かな ピットがみ られるが、 と くに建物 を構成す る もので

はない。E2区 にっ いて拡張 した ところSD151、152溝 が確認 され、 当該

部分 に も道状 の遺構 が確認 された。

なおこの ほかSX132、134土 坑、SP114、130、125、159

ピッ トなどか らもわずかではあるが遺物 が出土 している。

B、 遺構各説

a、 柵(杭)列

2SA3-01杭 列

A2、B2区 に位 置す るピッ トの連続か ら考 え られる杭列で ある。構成 され る

ピッ トはSP104、108、110、119ピ ッ トである。主軸方向 はN-1

5度 一E、 ピッ トの径 は30～50cmを はか り、 ピッ トの間隔 は2.0～2.3

mを はかる。内部か らは陶 ・磁器 などが出土 して いる。

2SA3-02杭 列

D2、D3区 に位置す る ピッ トの連続関係か ら構成 され る杭列で ある。構成 さ

れ る ピッ トはSP157ピ ッ トとその前後 の礎石2個 、 さらにSX141土 坑 な

どで ある。径 は15～50cm前 後 をはか る。内部か らは陶 ・磁器 な どが出土 し

て いる。

b、 建物

2SB3-01建 物

B2、A2区 に位 置す る1×2間 の掘立柱建物 である。SP104、109、

118、120ピ ッ トか ら構成 され る。主 軸方 向 はほぼ南北 をはか る。 ピッ トは

いず れ も円形 を呈 し、径30～60cmを はか る。 内部 か らは陶器 などが出土 し

てい る。

2SB3-02建 物

C4、D4、D5区 に位置す る2×2問 以上の掘立柱建物 であ る。主軸方 向 は

N-28度 一Eを はか り、SP125、127、131、135、139ピ ッ ト

な どか ら構成 され る。 ピッ トの径 は20～70cmを はか り、形状 は不整形 であ
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2SB3-03

溝

SD177

SD102、101

SD116

SD140

SD161

る。 内部 か ら陶 ・磁器 など

の遺物 が出土 している。

2SB3-03建 物

E6、F5、G6、F6、

区に位置す る3×2間 以上

の建物で ある。 また周囲3

面 に庇が め ぐってい る。S

P170、193、190、

186ピ ッ トな どか ら構成

され る。 また周 囲にSP1

71、189、188な ど

によって庇を形成 している。

内部か ら陶 ・磁器 などが出

土 してい る。

図34SP134、136、139ピ ッ ト実 測 図

C、 溝

SD177溝

調査地域 の西部、Z2、A2区 に位置す る東西方 向の素掘 りの溝であ る。検 出

の延長 は7.9m、 幅1.5mを はか り、 ほぼ残存部分 の幅 は西端 を除 いて は一

定 している。 なお東 端部分 にSD113溝 が南北 にのびて いる。 しか し両者 の関

連 は特 に認め られな い。

SD102、101溝

Z1、A1区 に位 置する東西方向 の細い溝 である両者に囲まれ た部分 は道 状の

遺構 の可能性 があ る。陶 ・磁器が内部か ら出土 して いる。

SD116溝

B2区 に位 置す る延長2.Om、 幅1.5mを はか る素掘 りの溝であ る。 と く

に当該 溝に関連 す る遺構 などは検 出 されていない。内部 か ら陶 ・磁器な どが出土

して いる。

SD140(203)溝

C3区 か らD3、D4、E4、E5、F4、F5、G6、F6区 に位置す る東

西 に長 い溝 であ る。検出 された延長 は、23.8m、 幅は2.1mを はかる。D

4区 か ら東 の溝 内部 には礫が敷 きっめ られたよ うに配置 されてい る。 この礫 は、

SD140溝 の中間部分D4区 か らD5区 へ ほぼ直角に敷 き詰め られた範囲 が伸

びてい る。 なお当該礫を雨落ちに関連 する施設であ るとす ること も可能 である。

しか しそ うで あ ると考えて も、 それに伴 う建物の痕跡 は確認 されていない。 なお

当該SD140溝 は中央部付近 に攪乱 が認め られ、分断 されてい る。 この攪乱か

ら東 をSD203溝 と して対応 して きたが、本来 は同一 の ものであ り、SD14

0溝 に統一す る。内部か らは陶 ・磁器、瓦な ど多数 の遺物が出土 している。

SD161溝

F4区 に位置す る延長2.3m、 幅28cmを はかる素堀の細 い溝 であ る。 当該
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SD151152

井戸

SE172

土坑

SX169

SX134

SX132

溝と平行 してSX16

0土 坑が位置する。 こ

れ らの溝と土坑の相互

の関係は、上層部分で

見た道遺構 と関連があ

る可能性がある。すな

わち当該第3面 では、

第2面 の道 は確認され

ていないが、その痕跡

が当該面にまで及んで

いた可能性があること

を示 している。

SD151、152溝

1Q10YR・/儲 褐色瀕 土・ しまりやや強 く礫 を含 む・

②1。YR・/横 艶 額 土・ しまり弓童く小石 を含む・

離嚇 鷽 竃毒賣鑞 讐セ撫

図35SX204タ タキ状遺構断面実測図

E2区 の拡張部分か ら検出 された平行す る溝で ある。拡張部 の幅 が狭 いこと も

あ るが、その範囲全体 に溝が及んでい る。検 出延長 は両者 と もに1.8m、 幅2

2～40cmを はかる素堀 の溝であ る。 内部か らの遺物 は認 め られない。

e、 井戸

SE172井 戸

C3区 に位置す る円形 の井戸で ある。井戸枠 はコ ンク リー ト製品であ る。 と く

に工業用 に掘削 された比較的新 しい時期の井戸 と考 え られ る。

f、 土坑

SX169土 坑

D5、E5区 に位置す る東西 に長 い不整形 な土坑で ある。東西の延長3.6m、

南北 の延長1.8m、 内部にSP173ピ ットが位置す る。 と くに内部 か ら遺 物

は出土 していない。

SX134土 坑

D4区 に位置す る不整形な土坑

であ る。主軸方 向は、 ほぼ南北 で

あ り、南北 の延長 は1.5m、 幅

は、70cmを はか る。2SB3-

02建 物 と接 してはいるが、直接

関連 はないと見 られ る。 内部か ら

磁器な どが出土 している。

SX132土 坑

C4区 北東部 に位置す る不整形

な土坑 である。 南北 の延 長 は1.

4m、 東西 の延長 は1.2mを は

かる。SX134土 坑 と同様2S

B3-02建 物 と接 してはいるが、

直接 の関連 はないと考え られ る。 図36SX132土 坑実測図
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攪乱

SZ165

第4面

概観

遺構各説

柵(杭)列

2SA4-01

建物

2SB4-01

内部か ら磁器などが出土 している。

e膠、攪乱

SZ165攪 舌L

調査区域の東側端に該当するG4、G5区 に位置する方形を呈する攪乱土坑で

ある。すでにその状況は、1区 との境界セクションによって明 らかな如 く上層か

ら大 きく撹乱されている。内部からは鉄関係の破片、陶 ・磁器、瓦など多数が出

土 している。

(4)第4面

A、 概観

調査区西側が上層同様に撹乱が著 しく、とくに煉瓦を用いて作 られた正方形プ

ランの撹乱が3個 検出されている。一方、中央部をSD250溝 が、東西方向に

走 っている。それは一部の撹乱部分を除きSD315溝 に連なっている。西側で

は砂層上に、ほぼ東西方向に柵(杭)列 が1列 と南西端で2×2間 に2×1問 の

掘立柱建物がみられる。そのほか関連不明の柱穴がいくっか散在する。また南北

方向のSD267溝 も確認されている。

中央部付近ではSE172井 戸が上層から、またSE347井 戸が北部に新た

に確認された。中央部では南部に撹乱遺構が著 しく関連 はあきらかではないがS

X301土 坑からは遺物が確認されている。中央部から東側では上面3面 に同様

粘土面がタタキ状にみとあ られたが、何れも自然堆積積に近いことが明らかとなっ

た。 しかし少なくとも当該面に人為面が所在することの証明にはなっている。

北部側ではSX307土 坑が中央部で確認され、その東部にSD315溝 と垂

直方向にSD313溝 が検出されている。 また東北部ではSX321土 坑、すな

わち瓦溜まりなどで遺物が採集されている。ほかにも不整形な小型のピット状遺

構が散在 している、何れもとくに建物などを構成 しない。

B、 遺構各説

a、 柵(杭)列

2SA4-01杭 列

A1、A2区 に位置す る ピッ トの連続 か ら形成 され る杭列 である。 その ピッ ト

とはSP271、274、285、288、319、282の 各 ピッ トである。

主 軸方向 は、 ほぼ南北であ り、その検 出延長 は7.8mで あ る。 また ピ ッ トの間

隔 は60～120cmで あ る。海岸線 の砂地の上に見 られた施設であ り、 とくに

何 かを閉鎖 す る施設 とは考 え られな い。恐 らく海産物 か網 の干 し場 で はなか った

か と考え られ る。

b、 建物

2SB4-01建 物

Z2、A2区 に位置す る2間 ×2間 の掘立柱建物で ある。SP258、259、

257、266、273、262ピ ッ トか ら構成 され る。 ピッ トの直径 は18～

60cmを はか り、南北 の延長 は2.4m、 東西 の延長 は2.1m、 柱 の間隔 は1

～1 .1mを はか る。海岸線 の砂地 の上 に構築 されてお り、 居 住用 の建物 で はな
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2SB4-02

溝

SD250

SD315

SD313

図372SA4-ot柵(杭)列 実測図

い と考 え られる。

2SB4-02建 物

Z2、A2、A3区 に位置す る2問 ×2間 以上 の掘立柱建物で ある。SP25

6、266、345、264、260ピ ッ トか ら構成 されてお り、 うちSP26

0、266ピ ッ トは先 の建物2SBO4-1建 物 と共 通す る。 ピッ トの直径 は1

5～60cmを はか り、南北 の延長 は3.Om、 東西の延長 は2.4m以 上、柱 の

間隔 は1.1～1.4mを はか る。海岸線の砂地 の上 に構築されており、2SB4-

01建 物 と同様居住用 の建物で はない と考 え られる。

c、 溝

SD250溝

調査区域 の西側部分 に展 開す る東西方 向の溝 である。溝 はA1、A2、B1、

B2、B3区 に位置 し、その延長 は6.4m、 幅2.Omを はかる素堀 の溝であ る。

B2区 には大 きな礎石状の石 が2個 見 られ るが とくに関係す る遺構 は見当た ら苓

い。 わずか に蛇行す るが、 ほぼ直線 と見て良 いだ ろう。

SD315溝

調査 区域 の東側部分 に東西方向に伸 びる溝で ある。先 のSD250溝 の東へ の

延伸 と見 られな くもないが、 とぎれていることか ら別 の遺構 とした。C3、D3、

D4、E4、E5、F5区 に位置す る。 その検出 した延長 は21.Om、 最 大幅

2.7mを はか る素堀 の溝であ る。東側 に行 くほど先細 りとな りF5区 で消 滅 す

る。 人為 的に構築 された流水路の可能性 が濃 いと見 られ る。

SD313溝
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井戸

SE347

SE172

L=1.2m

図382SB4-01建 物実測図

調査区域 の中央 に近 い東側、南北 に伸 び る溝 である。南端 を下水用溝 によ って

切 られ さ らにSD315溝 で も切 られている。SD315溝 に取 り付 くように作

られていたのか もしれない。検 出 された延長 は4.3m、 幅95～120cmを

はか る素堀 の溝で、 ほぼ直線 に設 置 されている。

SD340溝

調査 区域 の東南端か ら検出 された南北 に走 る溝であ る。北側 は攪乱 によ って切

られてお り、検出 された延長 は3.3m、 幅 は1.6～2.2mを はか る素堀 の

溝 で、 ほぼ直線 に設置 されてい る。

e、 井戸

SE347井 戸

C3区 に位置す る井戸 であ る。 コンク リー トによ って構築 されているSE17

2井 戸 の北部 に接 して位 置す るもので あ り、時期 的には先行 す ると見 られるが、

SD315溝 との関係 は微妙 である。すなわ ちSD315溝 よ りはSE347井

戸 の方 が新 しいとい うことになろ う。直径 は1.1mを はか り、SE172井 戸

と規模的 に も大 きな差異 はない。

SE172井 戸

C3区 に位置す るコンク リー トによって構築 され た井戸 である。すで に上層 部

分か ら確認 済であ る。
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土坑

SX33

SX307

図392SB4-02建 物実測図

f,土 坑

SX339土 坑

D2、E2、D3区 に位置す る土坑 である。隣接す るSX307土 坑 の下層 に

該当す る ものであ る。 内部か らは陶 ・磁器 な どが出土 した。 南北2.8m、 東 西

2.8mを はか る不整形 な素堀 の土坑であ る。

SX307土 坑

D2区 に位置す る土坑 である。先のSX339土 坑 の上層 に該当す るが、遺物

の出土 は見 られない。南北2.1m、 東西1.4mを はか る不整形 な素掘 の土坑で
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SX301

SX302

SX299

SX321

第5面

概観

あ る。

SX301土 坑

C4、D4区 に位置す る東西 に長 い土坑であ る。本来 は南 に位 置す るSX30

2土 坑 と一体 の ものであ ったのか もしれない。 内部 か らは陶 ・磁器 、漁具 な どが

出土 してい る。延長 は6。2m、 幅1.4～2.1mを はかる。

SX302土 坑

C4、D4区 に位置す る土坑であ る。北側 に位 置す るSX301土 坑 と一体 の

ものか もしれない。長 さ2.4m、 幅1.2～2.6mを はか る。内部か らは陶 。

磁 器な どが出土 して いる。

SX299土 坑

B4、C4、C3区 に位置す る不整形 な土坑であ る。SX301、302土 坑

の西側に長 くのびる。延 長 は4.2m、 幅1.8mを はかる内部か らは陶 ・磁器が

多数が出土 している。

SX321土 坑

E3区 に位置す る円形 の土坑であ る。直径0.6mを はか る。 内部 に は瓦 が充

満 していたが、特 に大 きな破片 は認 め られなか った。

SX327土 坑

F3、F4区 に位置す る楕 円形 の土坑で ある。 円筒 は0.8m、 幅0.4mを は

か る。

(5)第5面

A.概 観

今回の調査 では最終調 査面 に該 当す る。 また当該範 囲での人的な造作 が加 え ら

れて いる遺構、遺物の確認 され る最深面 となる。基本 的にはすべての地 山層 は砂

層 で あり、いず れ も海砂 と呼ばれ る種類 の ものである。

調査範 囲の西側部分、 と くにA1、2、3区 に はピッ トが複数散在 する。 それ

らの ピッ トはお互 いに関連を持ち構築物 を形成 す るもの と考え られ る。SP37

6、376、359の 各 ピッ トか ら構成 される1×2間 の掘立柱建物2SB5-

01建 物 があ る。 この建物 と重複 す るよ うに、A1区 、B2区 にか けて所在す る

2SB5-02建 物が あ り、それ らはいず れ も掘立柱建物で、礎石 は伴 っていな

い0

2SB5-03建 物 はSP357、373、370、355ピ ッ トで構成 され

る1×1間 の掘立柱建物で ある。 また2SB5-04建 物 は、SP360、37

1、369ピ ットか ら形成 され る1×1間 の堀立柱建物 で、 これ ら3棟 は同時 に

は存在 しな い。 しか し状況か らみて短時間 に建て替 え られたとみて よいだろ う。

また2SB5-01建 物 と主軸を同 じくす る建物 としては、調査区域の南側端 の

A2,3地 区にSP394、393ピ ットで形成 され る2SB5-02建 物 が位

置す る。 またさきの2SB5-04建 物を主軸を同 じくする ものと して は、A2

区 の西 に所在す る2SB5-06建 物があ る。 またA3区 の2SB5-05建 物

も同様で ある。 さ らに重複関係 にな いことか ら2SB5-01、03建 物 は、時

期的 に並行 して存在 した可能性が ある。なお2SB5-02、05建 物 は重複 し
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遺構各説

柵(杭)列

2SA5-403

2SA5-403

てお り、同時には存在 しない。

いずれにしても北側の建物と南側の建物はいかなる集団あるいは個人に使用 さ

れていたのかは明らかではない。 しか し状況か ら何れも短期間の使用であること

がわかり、かっ海岸線に位置することか ら、 これらは漁師小屋ないしは短期間め

海草等を乾燥させる作業場の可能性が濃い。

調査区域の中央部か ら東側部分には、中央を東西にSD422溝 が走 り、それ

に直角に交差するように、南北に2SA354土 塁、2SA403土 塁が築かれ

ている。2SA354土 塁 は残存度合いが不良で、わずかに基底部および下層の

溝が検出されたにすぎない。なお南のD4、5区 にみられる2SA403土 塁の

端部はSX402土 坑によって撹乱されていた。 しか し基底部か らたちあが り部

分の残存部はD5区 の南に トレンチを拡張 した結果、2SA403土 塁のほぼ完

全な形状が確認された。なお当該土塁の詳細な説明は後に記述する。

SD422溝 はD3、4区 、およびF5区 まで続 くが、E4区 までは幅狭 く一

定の間隔を保 っているが、D4区 になると撹乱のため、大 きく広がってお り両端

の確認 は不可能である。なおSD422溝 は先にのべた2SA354、403土

塁を東西に切 る溝であり、切 り通 しとしての役割を果たしたとみ られる。 またS

D422溝 と北側部分SA354土 塁との交点より北部分は、側壁に花崗岩が石

垣状に配置されている。なお南側部分では石列等は、まったく確認されていない。

調査区の東側ではSD422溝 の延長部でSD413溝 があるが、時期が異なる。

東側 は撹乱が著 しく構築物を形成するピットは認あられない。

なおSZ165、164、353、417、418、419攪 乱などが比較的

集中して位置 してお り、 これらの撹乱 は上部から認められるものとそうでないも

のがあるとは考え られるが土質的に砂層のため撹乱が著 しく、確認できないのが

実状である。

B、 遺構各説

a、 柵(杭)列

2SA5-403土 塁(塀)

D5、D4区 に位置する南北方向にのびる土塁(塀)で ある。その始まりは明

らかではないが、南に拡張 したD5区 でも確認されており、さらに南に続いてい

くものと考えられる。調査域内では、土塁というような痕跡は確認されず、わず

かにタタキの痕跡が上下に連続 して広が っているのが確認されたのみである。 し

たがって当該遺構の上面での明確な確認はない。検出されたのは、土塁の基礎 と

なるべき部分の掘 り込まれた痕跡の溝部分である。南北の延長3.8m、 幅1.7

mを はかる。側壁には石などによる強化対策はとられていない。

なお当該土塁の南への延長部分が比較的良好に保存されている可能性が濃いこ

とが断面によって確認されたことか ら、南側に拡張 した。拡張部分での断面観察

および遺構の観察は以下の拡張部での観察に委ねる。

2SA5-403土 塁(塀)拡 張部

拡張部の延長は3.9m、 幅4.1mを はかる。 ここでSA403土 塁の延長が
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2SA5-354

2SA5-404

4.1m、 台部(基 礎)幅2.6m、 台部(頂 部幅)0 .8mを はか る台形状の土

塁が確認された。状況から見て、これと同 じ形状のものが北側に続いていたもの

と考えられる。なお当該土塁を中心 とする南北両側の層位 は、図に示す如 くであ

る。 これによると東側の堆積状況と西側のそれとは微妙に異なっている。すなわ

ち西側では堆積層が厚 く粗であるのに対 し、東側ではその層が薄 く、密な構成と

なっている。また堆積状況は東側の方が、美 しいともいえよう。これは海岸線に

近い波内側の西側の状況と、内側の東側の状況の差である。すなわちこの状況か

ら見て、当該SA403土 塁が、防砂堤の役割を果た していたものと考えられる。

なおこの土塁の高さは現状高と土の程度の差があったのかは明らかに出来ないが、

少な くとも少 しは上層に堆積があったものと考え られる。なお頂上部分か ら江戸

時代後半の陶器小瓶が出土 している。すなわち当該遺構の存続期間が当該時期ま

であったということになろう。 しか し存在はしていたとして も、それが本来の用

途を果たしていたかどうかは明らかではない。

土塁そのものの断面から、その形成状況を見ると以下の如 くである。土塁の上

部は、瓦の破片が認められる。 これは意識的に敷かれたという状況が観察される。

瓦の下層には10YR4/4細 砂粒を含む褐色粘質土 と、その左右 には10YR4/2灰

黄褐色粘質土および10YR5/4に ぶい黄褐色粘土をブロック状 に含む灰ま じり土

層、さらに10YR4/2灰 黄褐色粘質土に10YR6/6明 黄褐色粘土を ブロック状 に

含む土層などか ら構成されている。 いわば古墳の封土に見 る版築 と近似する構築

方法をとっている。中層か ら下層部分には2.5Y6/8明 褐色、2.5Y7/1灰 白

色、2.5Y6/4に ぶい黄色か らなる粘質土で3～6cmの ブロック状をなす。な

おブロック内部には砂、一部炭を含む。次の層には10Y4/3に ぶい黄褐色粘質土、

微粒砂を含み、 しまりは強 くところどころに炭をまじえ、 ブロック状に黒色粘土

を含む。また内側(東 側)部 分では2.5YR5/3黄 褐色粘質土で しまりは強い、10

YR6/6明 黄褐色粘土を含む層が見 られる。また下層 には砂質土の含有率が少な

くなる傾向をもっ。 しか しこの状況 は基礎部分では異なる。最下層部分の溝内部

には下層から3層 までは、ほぼ一定に堆積 している。下層か ら2.5Y8/4淡 黄色

砂層でしまりは甘 く、基礎として用いられたかどうかは明 らかではない。その上

層は2.5Y7/2灰 黄色砂層で締 まりは弱い。さらに上層 は10YR6/3に ぶい黄橙色

砂層で貝殻や炭を含んでいる。 この下層3層 まではブロック状の構成 は認められ

ず、 これらか ら上層部分にブロック状の堆積が認められる。

2SA5-354土 塁(塀)

E4、E3区 に位置する南北方向の土塁の痕跡である。南側方向へはSA40

3に 続いていく。検出されたのは基礎部分となる溝のみである。検出延長6.4

m、 幅60～110cmを はかる。主軸方向はN-40度 一Eを はかる。北側へ

の延長 は検出部分と同様、上部構造の遺存は確認できない。なお北端はSA40

4柵 列 と連続する。

2SA5-404柵 列

E4、E5、F5区 に位置する柵列である。柵の存在は明らかではないが、礎

石が列を成 しており、そこに柵、ないしは土塀の施設があったとして も不思議は
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図402SB5-04、05建 物 実 測 図

建物

2SB5-01

25B5-02

2SB5-03

2SB5-04

な い。なお延長 は6mを はか る。礎石 は大小5個 確認 されている。 なお当該遺構

の南側 にはSD422溝 が認 め られ る。

b、 建物

2SB5-01建 物

A1、B1、A2、B2に 位置す る1間 ×3間 の掘立柱建物で ある。主 軸方向

はN-50_Wを はか る。北 側柱列 の延長 は6m、 柱 間間隔 は2.Om、 東西 の

延 長 は1.9mを はかる。 ピッ トの直径 は18～24cmを はかる素掘 りで ある。

2SB5-02建 物 と重複 して いる。

2SB5-02建 物

A1、B1、A2、B2に 位置す る1間 ×3間 の掘立柱建物で ある。主 軸方向

はN-60°-Wを はか る。 北側柱列 の延長 は6m、 柱 間間隔 は2.Om、 東西 の

延 長 は1.9mを はか る。 ピッ トの直径 は18～24cmを はかる素掘 りで ある。

SBO2建 物 と重複 して いる。 ピッ トの残存度合 いは当該建物の方が不良である。

いずれ に して も両者 と も砂地 に構築 された掘立柱建物 であ り、簡易的 な建 物で あ

ることは疑 えないだろう。

2SB5-03建 物

Z2、A2、A3区 に位置す る1×2間 以上の掘立 柱建物 である。主軸方 向の

近似 性か ら見 ると2SB5-01建 物 と同 じ時期 とな る可能性が濃 い。北 側 の延

長 は5.6m、 東西 の検出長 は1.22mを はか る。 なお柱列 の並 び は良 好 で は

ない。

2SB5-04建 物
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溝

SD422

SD413

土坑

SX405

SX407

SX402

SX401

SX350

攪乱

SZ165

SZ353

A3区 に北東部隅のみが確認 され た掘立柱建物である。2×1間 以上 の掘立柱

建物 である ことは間違 いな いが、正確 な規模 は明 らかにできなか った。 いずれに

して も海岸線 の砂地上 に構築 された掘立柱建物であ り、居住用 に供 された可能性

はない。漁業 などの作 業 に用 いられた構築物であ ろう。

c、 溝

SD422溝

D3、D4、E4、E5、F5区 に位置す る素掘の溝 である。先 に記述 したS

A404柵 列 の南 に東西 にの びる溝 と、 さ らに西 に大 きく広が って いる溝 を総称

す る。恐 らくD4区 、C4区 、C3区 の南側部分の側壁 は攪乱 のたあ失 われてい

る。 なお検 出された延長 は16.4m、 幅 は0.5～1.6m、 さ らに7.8m以 上

をはか る。

SD413溝

E4、F4、F5、G5、G6区 に位置す る幅の一定 しない素掘の溝 であ る。

検 出 された延長 は14.2mを はか る。 内部か らは陶 ・磁器、 などの遺物 が出土

してい る。

d、 土坑

SX405土 坑'

D5、E5区 の中央部 に位置す る円形 に近 い土坑であ る。直径 は1.2mを は

か る。素掘 の井戸 の可能性 もある。 内部 か らは陶 ・磁器 などが出土 してい る。

SX407土 坑

D5区 に位置す る溝状の土坑であ る。検 出 した延長 は1.05m、 幅0.4mを

はか る素堀 の溝 である。内部か ら遺 物が出土 した。

SX402土 坑

C4、D4区 に位置す る土坑であ る。東西 の延長 は5.4m、 南北1.2mを は

か る不整形 な土坑 である。東端でSA403土 塁を切 っている。内部か ら陶 ・磁

器な どが出土 している。

SX401土 坑

C4区 中央 に位置す る円形 の土坑 であ る。土坑 よ りもピッ トと呼ぶのが適切 で

あるのか も しれない。直径0.5mを はか る。内部か ら陶 ・磁 器 な どが 出土 して

いる。

SX350土 坑

調査区域の西側A1区 に位置す る溝状の土坑で ある。溝 の南北 の延 長 は3.7

m、 幅0.3mを はか り、中央部で直角 に1.6m、 幅0.5mの 溝 とな って のび

て いる。

e、 攪乱

SZ165攪 乱

G5、H5区 に位 置す る不整形な土坑状の攪乱 である。長 辺長3.2m、 短辺

長2.2mを はか る。地 山である砂地 をさ らに掘 り抜 いて形成 されている。

SZ353攪 乱

H5、H6区 に位 置す る不整形な土坑状の攪乱 である。長 辺長3.2m、 短辺
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SZ164

SZ417

小結

簡易の建物

長2.8mを はか る。地山であ る砂地 を、 さ らに掘 り抜 いて形成 されて いる。

SZ164攪 乱

G6、H6、G7、H7区 に位置す る不整形な土坑状攪乱で ある。SD413

溝を切 ってい る攪乱で ある。長辺長4.8m、 短辺長4.Omを はか る。地山で あ

る砂地 を さらに掘 り抜 いて形成 されている。

SZ417攪 乱

H7区 に位 置す る土坑状攪乱 である。調査区域 の東端 の部分 に該当 し、SZ4

18と 南端 で並 んで いる。長辺長3,2m、 短辺長2.5mを はか る。地山であ る

砂地 を さらに掘 り抜 いて いる。

5、 小 結

以上、今回の調査で検出 した遺構にっいて記述 してきた。特 に調査対象地域が

寺内町の西端地域であることから、その調査 に求められていた ものの最大の成果

は、町の西端を境界する、あるいは閉鎖する施設の確認であった。これについて

は幸い2区 の最深面である5遺 構面か ら確認 されたSA403、SA404、S

A354土 塁遺構などがこれである。その詳細にっいては、記述内容を参照され

たいと思 うが、少なくとも当該土塁は、第3遣 構面では存在 した可能性があると

いうことも注目されるだろう。 この面は時代的には近世か ら近代の微妙な時期 と

なっているが、少なくとも、この土塁が有効 に働いていたかどうかはかなり疑問

であるが、存在のみを確認 しようと思えば出来たのではないかと考える。

その土塁の果 した役割 と意義にっいては後 に記述するが、この検出が最大の成

果 と位置付けることができよう。

このほか、海岸線部分ではいくっ もの掘立柱建物が確認されているが、これ ら

はいずれも簡易の建物であり、居住に供されたものではない。用途としては沿岸

漁業に伴 う海草や小魚などを干す場所として設置された棚のような施設の可能性

が濃いと考える。とくにこれらの建物は近代以降の面では確認 されていない。そ

の理由としては海岸線の水際線の後退があろう。 しかしこれ らの期間には大 きな

温度変化が認められず、海岸線の大きな移動 は考えられない。いずれにしても人

工的な埋め立てや港の状況によっては少々の移動 は十分考慮されねばな らない。

一方
、1区 とした東側部分の調査では遺構面も2区 に比較 して2面 少なく、か

っ表土面から浅いということが指摘される。 これは近世以降の生活痕跡が余 り多

くの重複を行 っていなかった、あるいは大きな立て替えなどがなかったと考え ら

れるのではないだろうか。生活痕跡として井戸の存在が証明 しているが、それ ら

も第5(3)面 までさかのぼるものが比較的少ないのも先の推定を肯定するもの

であろう。寺内町としては海岸線に近い、比較的建物などを構築するには不良な

土質であった当該地域に建物が構築されたのは、寺内町がかなり発展拡張された

段階になって進出 してきたのではないだろうか。 この状況は、後に述べる遺物の

観察にあって も江戸時代後半以降に出土遺物が集中することと無関係ではないよ

うに思われる。
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調査面積としては比較的まとまった面積であった調査であったが、先にも記述

した如 く寺内町としては縁辺地域に該当す ることから、成果の内容 もむしろ限定

されるといわざるをえない。今後の当該地域の調査によって新しい事実が加わり、

総合的な考察が展開されるのを期待 したい。(中 村、田之上、井山)
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概観

遺物各説

土器類

第1区

第2面

皿A

土錘、SX53

皿A

土釜

使用痕跡

土錘A

土錘B

第3章 出 土 遺 物

1、 概 観

今回の調査では陶器、磁器を中心に土師器、土釜をはじめとする土器類、軒丸

瓦、軒平瓦、平瓦、丸瓦などの瓦類、さらに地域性を反映 して土錘、塩壷、たこ

壷などの漁具類など多数が出土している。これらの各地区、各面、遺構 ごとの出

土遺物、量などにっいては表2～9*を 参照 されたい。 これ らの表から明らかな

ように、特に特定の遺物などが特定の遺構に集中する現象などは認められない。

さらに調査範囲が限定されていることもあり、一部に遺物の偏 りが見 られたとし

て も、とくに問題 とする程ではないと考える。

またすでに今回の調査で検出 した遺構との関連については、前章で記述 してき

たので、本章では、遺物の個別の観察と検討の結果について考えることにする。

2、 遺物各説

(1)土 器類

こ こで扱われ るのは、 いわ ゆる無釉 の低火度 酸化焔焼成 による焼 き物 であ る。

器種 には焼塩壷、鉢、土釜、皿な どである。調 査の調査 区 ごとに、かっ第何面 に

該 当す るのかを記述 しなが ら、出土遺物 を見てお きたい と思 う。

第1区

第2面

皿m復 元 口径7.3cm、 器高1.9cm前 後を はか る浅 い小皿で ある。底部

は平 で口縁部 は短 くたちあが る。胎土 は緻密で 白系で ある。。(6、7一 包含層)

土錘 一小型の土錘 が1点SX53土 坑 か ら出土 して いる。量的 に少 ない ことか

ら、下層遺物が上層 まで及 んでいた可能性 もある。

第3面

皿A一 直径8.2cm、 器高1.8cm前 後 をはか る手つ くねの小皿で ある。や

やヘ ソ底 で口縁部 はなだ らかに上外方にのび端部 は丸 い。焼成甘 く軟質、胎土 は

緻密 である。 なお自径な どに大小が認め られる。(5-SX543土 坑 出土。)

土釜 一復元 口径22.4cm;残 存高9.6cmを はか る土釜であ る。 口縁部 は

やや外反 し端部 は丸 い。突帯 は幅広 く水平 であ る。底部 は丸 い。 口縁部 の形態 の

異 な るものが出土 して いる。 いずれ も底 部に煤 が付着 してお り、使用痕跡 のあ る

ものであ る。焼成良好 堅緻、胎土 はやや粗であ る。(1-SX514土 坑 出土)

土錘A一 径1.5cm、 長 さ5.2cm、 厚 さ1.8cmを はか る小型 の土 錘 で

あ る。 いずれ も手つ くね によ って製作 された と見 られる。焼成良好 、胎土 はやや

粗 であ る(71-SX564土 坑 出土、72-SX574土 坑出土)。

土錘m径3.8cm、 長 さ5.1cm、 厚 さ5.Ocmを はか る大型 の土 錘 で

あ る。 いずれ も手つ くね によって作 られてお り、焼成良好、胎土 はやや粗 で あ
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表21区2面 出土遺物一覧

土師器 陶 器 磁 器 土 錘 鉄製品 瓦 石 ガ ラス その他 計 備 考

SX53 5 2 1 i 1 1 11
'

SZ59 1 3 2 6

SX62 4 i 12 1 2 20 (埋甕)

SX63 3 2 11 4 20 (〃)

SX64. 1 1 2

SX65 1 3 4

SZ71 2 2

SE76 1 1

sz77 1 1

SX78 12 5 2 4 23

SX79 1 1

丶

..

1 1

SZ89 2 2

SX91 1 1

SX169 2 1 3 (2～5面)

表採及び廃土 44 40 6 6 21 5 42 164

表31区3面 出土遺物一覧

土師器 陶 器 磁 器 土 錘 鉄製品 瓦 石 ガ ラ ス その他 計 備 考

SX511 4 4

SP513 1 1

SX514 13 2 2 1 is

SZ519 1 1 1 3

SE532 5 5

SX533 1 2 3

SX539 1 8 9

SX541 1 4 5

SP542 7 1 2 10

SE544 3 3

SP545 1 1 2

SX546 1 12 12 13 4 2 44

SX547 1 1 2

SX559 4 9 3 19

SX564 12 2 1 15

SX567 1 i

SX574 3 1 1 1 13 8 27

SX575 2 2 11 2 17

SX578 1.
1

1

SX582 14 9 1 5 2 31

SX585 6 2 1 3 12

SX587 1 1

表採及び廃土 16 7 1 11 7 42
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表41区5面 出土遺物一覧

土師器 陶 器 磁 器 土 錘 鉄製品 瓦 石 ガ ラス その他 計 備 考

SE599 2 6 8

SX646 11 3 14

SX652 9 6 2 i 12 30

SZ653 1 1 2 )

SX654 1 7 4 12

SX666 4 5 41 i 51

SX668 124 29 1 2 13 1 2 172

SP669 2 9 11

SX670 19 19

SX671 2 i 1 30 34

SX677 1 1

SX683 1 1

SX686 1 1 2

SX691 9 2 29 2 4 46

SX702 3 5 14 1 23

SP705 1 1

SP706 3
、

3

SZ710 10 2 3 15

SE716 12 3 24 14 53

表採及び廃土 16 16 3 41 2 10 88

表51区 その他出土遺物一覧

整地層

土師器

2

陶 器

50

磁 器

96

土 錘

8

鉄製品

13

瓦

8

石

11

ガ ラス

6

その他

3

計

197

備 考

第5面

土錘A

る。(74-SX564土 坑、75-SX533土 坑、76-SX574土 坑 か

ら出土)

このほかで は包含層 か ら小型 の製品が出土 している。

第5面

該 当する種類 の遺物 は土錘 を中心 にわずかに出土が確認で きるが、量的 に は多

い ものではない。実測 が行 えた器種 には、 このほか壷(鉢)底 部 があ る。

壷底部 一上部 を欠損 した壷、 ない しは鉢 の体部下位 および底部であ る。上位 の

状況 は明 らかに出来な い。底部外面 には回転糸 の切 り痕跡が認め られ る。焼成良

好 、胎土 は粗で ある。 この タイプは、真蛸壷 の可能性 がある。(22-SX66

8土 坑出土)

土錘A一 径1.Ocm、 長 さ6.Ocm、 厚 さ1.7cmを はか る小型 の土錘 で

あ る。 いずれ も手つ くね によって製作 された と見 られる。焼成良好、胎土 はやや

粗 で ある(73-SE599井 戸 出土)

この ほか当該種類 に区分 され るものと して は、第1区 では塩壷 の蓋(16)が

攪 乱か ら出土 している。

第2区
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表62区2面 出土遺物一覧

土師器 陶 器 磁 器 土 錘 鉄製品 瓦 石 ガ ラ ス その他 計 備 考

SD2 32 41 2 5 i 17 98

SX4 1 5 6

SD5 22 17 1 i 1 16 58

SP10 1 1

SD12 18 20 1 16 55

SX13 2 2 1 i 6

SX14 17 21 1 15 54

SX16 1 1

SD20 10 6 1 17

SP22 1 1 2

SP23 2 1

、

3

SX24 1 2 8 11

SP30 4 5 6 2 17

SP31 8 2 6 2

一

18

SP34 8 2 10

SP39 3 3

SX40 i 1

SX41 5 5

SX43 29 9 10 48

SP46 5 i 1 7

SP47 i 5 6 11 1 24

SX48 3 3

SX49 4 4

表採及び廃土 145 222 27 17 2'8 3 9 58 509

壷(鉢)A

壷(鉢)B

焼塩壷A

「泉州麻生」の刻印

第2面

当該面ではわずかにSX24土 坑から出土 した壷(鉢)底 部破片、SD5溝 、

SD20溝 からの土錘などがあげ られるに過ぎない。また図化可能なものは、前

者1例 のみ しかない。

壷(鉢)A一 小型の壷、または鉢の底部の破片である。体部中位以上を欠損の

ため不明である。底部外面には回転糸切 りの痕跡を残す。焼成良好、胎土は粗で

ある。(24一 包含層出土)

壷(鉢)B-一 底径10.8cm、 残存高6.2cmを はかる鉢または壷の底部

の破片である。底部は平で体部は直立する。内外面にロクロ目を残す。底部外面

には回転糸切 りの痕跡を残す。焼成良好、胎土はやや粗である。(23-SX2

4土 坑出土)近 似する形状でやや器壁が薄いものが出土 している。(25一 包含

層)

第3面

焼塩壷A一 口径5.8cm、 器高9.3cmを はかる焼塩壷である。口縁部は蓋

受が作 られている。体部上位に横方向のカキ目調整が見 られる。底部中央に整形

時の穴がある。体部には 「泉州麻生」の刻印が見 られる。焼成良好堅緻、胎土は
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表71区3面 出土遺物一覧

土師器 陶 器 磁 器 土 錘 鉄製品 瓦 石 ガ ラス その他 計 備 考

SD101 1 1

SD102 8 5 1 14

SP103 1 1

SP104 2 1 3

SX105 i 1

SP106 5 7 12

SP108 3 1 3 7

SP109 1 4 5

SP114 1 5 6

SP115 1 5 6

SD116 1 3 4

SP119 2 2

SP120 2 1 2 5

SP121 1 1

SP125 11 12 1 i 23

SP126 i i

SP127 1 1

SX128 2 3 1 6

SP130 3 3

SP131 1 1

SX132 3 1 4

SP133 2 1 5 5 13

SX134 2 1 1 4 8

SP135 1 i

SP136 1 1 2

SP138 4 1 5

SD140 19 22 2 1 1 45

SX141 2 2 4

SP144 3 6 1 10

SD145 1 1 2

SD146 1 1

SP147 1 1

SD156 2 2

SP159 3 2 3 8

SX160 1 1

SZ165 29 33 i 6 12 81

SD166 1 3 4

SP170 2 2

SP178 2 1 3 6

SP195 4 1 5

SX202 2 1 3

SD203 23 29 21 73

表採及び廃土 1 123 130 5 2 61+10箱 1 23 346+10箱
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表82区4面 出土遺物一覧

土師器 陶 器 磁 器 土 錘 鉄製品 瓦 石 ガ ラ ス その他 計 備 考
SD250 12 48 138 4 3 22 227

SX252 1 1 1 3

SX283 i 1 2

SX294 2 102 8 20

SX297 1 2 1 4

SX298 3 5 1 9

SX299 6 24 16 3 49

SX300 1 1

SX301 12 29 1 1 1 1 14 59

SX302 1 16 4 21

SX305
一

27 60 1 2 89

SX307 13 14 1 1+1箱 i 30+1箱

SP308 13 14 1 1+1箱 38+1箱

SD315 2 2

SX316 2 1 2 i 6

SX317 11 30 2 5 9 57

SX337 4 1 5

SX338 2 1 3

SX339 2 i 4 7

SD340 1 1

SX343 3 2 1 6

表採及び廃土 2 22 45 3 24+10箱 8 104+10箱

表92区5面 出土 遺物一覧

土師器 陶 器 磁 器 土 錘 鉄製品 瓦 石 ガ ラ ス その他 計 備 考
SX396 3 9 1 13

SX402 19 4 23

SX403 2 10 2 14

SX4尸05 1 1 2

SX407 3 5 3 6

SD4.13 25 17 52 47

SD414 2 2

SX421 6 io 2 18

SX422 33 21 54

表採及び廃土 1 244 187 2 5 56+6箱 1 3 23 522+6箱
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焼塩壷B

鉢C

土錘A

土錘B

第4面

皿C

鉢D

第5面

焼塩壷C

焼塩壷D

焼塩壷E

土鍋D

やや粗であ る。(18-SD166溝 出土)

焼 塩壷m一 口径5.Ocm、 器高9.cmを はか る焼塩壷で ある。 口縁部 は蓋

受が作 られてい る。体部 に横方 向のカキ目が見 られ る。底部 中央 に整形時の穴 が

ある。刻印の有無 は不明。焼塩 壷Aに 近似す る。焼成良好堅緻、胎土 はやや粗で

ある。(19-SP170出 土)

鉢C一 口径14.6cm、 器高5.2cmを はか る平 な鉢 である。 口縁部 は内側

に彎曲 して のび、端部 は外傾す る平面 をなす。底部 は平 で中央部 を欠損。内外面

には回転 ナデ調整を行 い、焼成良好堅緻、胎土 はやや粗であ る。 内口縁部 に媒付

着 す る。(28-SP203出 土)

土錘A一 径1.3cm、 長 さ6,3cm、 厚 さ1.8cmを はか る小型 の土 錘 で

ある。 いずれ も手つ くねによ って製作 された と見 られ、形状 は微妙 に異 な って い

る。焼成良好、胎土 はやや粗 であ る(53、70-3面 包含層出土)

土錘B一 径4.1cm、 長 さ5.4cm、 厚 さ6.1cmを はか る大型 の土 錘 で

ある。 いずれ も手つ くね によって作 られてお り、焼成良好、胎土 はやや粗 である。

(68、69-3面 包含層 出土、75-SX533土 坑 出土)

第4面

皿C一 口径11.Ocm、 器高1.6cmと 器高 も低 い扁平 な皿 である。底部 中

央 を欠損。 いずれ も回転 ナデ調整、焼成良好堅緻、胎土 はや や粗 で あ る。(8-

SX316土 坑出土。9-SX299土 坑出土)

鉢D一 口径16.8cm、 残存高5.6cmを はかる平 な鉢であ る。 口縁部 は内

側 に彎 曲 してのび、端部 は外傾 す る平面 をなす。底部 は平で中央 部を欠損。底部

端3方 に脚 を貼付す る。形状 と しては鉢Cと 同 じであ る。内外面 には回転ナデ調

整を行 い、焼成良好堅緻、胎土 はやや粗で ある。(13-sP337出 土)

このほか用途不明 の製品(15)がSP337か ら出土 している。 また図化 し

て いないが土錘 もわずか なが ら出土 している ことが確認 されている。

第5面

焼塩壷C一 口径5.Ocm、 器高9.3cmを はか る焼塩壷 であ る。蓋受 の切 り

込 みは見 られる。刻 印を認 め る。体部中位 に斜 め方向 のカキ 目調 整を行 う。焼成

良好堅緻、胎土 はやや粗 であ る。 ほぼ先の焼塩壷Aと 同形で あるが、わずかに大

きさおよび、形状が異な る。(17-SX405土 坑 出土)

焼塩壷D一 口径6.Ocm、 器高9.8cmを はか る焼塩壷で ある。 口縁部 は蓋

受が作 られてい る。体部調 整 は明瞭ではない、恐 らく回転 ナデ調整で あろう。 底

部中央 に整形 時の穴が ある。体部に は 「泉州麻生』 の刻 印が見 られ る。焼成良好

堅緻、胎土 は粗 である。(21-SD413溝 出土)

塩壷E-一 口径5.8cm、 器高8.4cmを はか る焼塩壷 であ る。蓋受上 の切

込 な どは全 く認 あ られない。体部 は回転 ナデ調整、底部 に整形寺穴 があ る。刻 印

は認 め られない。器表面 が荒 れている。(20-SX420土 坑出土)

土鍋D一 口径24.4cm、 残存高4.1cmを はか る平な鉢であ る。 口縁部 は

ほぼ直立 してのび端部 は丸 い。底部 は欠損。焼成良好堅緻、胎土はやや粗である。

底 部 に媒付着す る。(27-SX422土 坑出土)
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陶器類

第1区

第2面

湯飲み茶碗A

皿

飯茶碗A

飯茶碗B

鉢A

蓋B

段皿

第3面

甕

第5面

蓋A

以上の ほか図化 したがあえて説明 して いなか ったのは、2区 焼土層 出土 の皿で

ある。 これ は逆 にして蓋 となる可能性 もあ る。(26)ま た同 じ く焼 土層 出土 遺

物 と して土錘 も多 い。56、57、59～62、66、67に いず れ も小型の製

品であ る。

(2)陶 器類

ここで は陶器全体を扱 う。釉薬 の使用 の有無 に係 わ らず、粘土を材料 と して高

温 で焼成 された もので、焼 き締 め陶、 などを含む。瀬戸や備前、丹波、常滑 など

が この分類 に該 当す るが、生産地別 に分類 して記述す るのは、かなり困難であ り、

ここでは先 に記述 した土器類 の例 に したが って、陶器 のみ についてをとりあげて、

各地区お よび生活面(検 出面)ご とに、 かっ器種別 に既述す ることにする。

第1区

第2面

湯飲み茶碗A一 口径7.8cm、 器高4.1cmを はか る小型 の湯飲 み茶碗 で あ

る。外面 には白い発色 の釉薬を施 して いる。 白磁であ る。瀬 戸系。(114-2

面包含 層出土)

皿 一一 一口径6.2cm、 器高1.5cmを はか る小型 の燈明皿 である。 内面 に

は薄い茶色 の釉薬 を用 いて いる。地元産系(117-SP62出 土)

飯茶碗m一 口縁部を欠損 した飯茶碗 である。両面 に薄 い茶色の釉薬を認める。

底部両端 には低 い高台を認 め る。 口縁部 は大 き く広 が って い くが端部 の状況 は不

明。美濃系(115-sx91土 坑 出土)

飯茶碗B-一 口径11.Ocm、 器高4.8cmを はか る飯茶碗 であ る。 口縁部

は底部か らゆるやかに外反 して端部 に至 り、端部 は丸 い。全体 に白泥 の刷毛 目を

施す。底部 には径の小 さな砂高台 を伴 う。肥後系(134-2面 包含層 出土)

鉢A-一 一口径15.2cm、 器高9cmを はか る、 いわ ゆ るどんぶ り鉢 と い

われ る形状の ものである。内外 には黄緑色の発色が見 られ美 しい。瀬戸系の産地

での陶器 と見 られ る。(122-SX76土 坑)

蓋B一 口径4.Ocm、 残存高1.4cmを はか る小型 の蓋で ある。 湯飲 み茶碗

あるいは小型 の鉢 などに供 された蓋 と考え られる。天井 中央 のっ まみを欠損。地

元産系 陶器。(137一 包含層)

段皿 一 一一一復元 口径13.Ocm、 器高3.9cmを はか る段皿 であ る。 口縁

部 は大 き く段 をな して端部へいた り、丸 く仕上 げる。外面全体 に青 ネズ ミ色 の釉

薬が施 され、腰部へ流れてい る。胎土 目唐津であ る。(186一 包含層 出土)

第3面

甕 一一復元 口径15.6cm、 残存高4.8cmを はか る甓の口縁部 と体部上位

の破片 である。 口縁部 は端部 で肥厚 させ丸 く仕上 げている。体 部上位 には横方向

に細 かな把手 を貼付す る。丹波系 の可能性が ある。(144-SX514土 坑 出

土)

第5面

蓋A-一 急須の落 し蓋 である。 口径8.6cm、 器高3.2cmを はか る。 中央

にッマ ミを貼付す る、黄緑色 に発色す る釉薬 を用 いてい る。地元製品 の可能性 が
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植木鉢

蓋B

皿

蓋C

茶碗

飯茶碗A

燭台

甕

第2区

第2面

土瓶(急 須)A

土瓶(急 須)B

京焼系

鉢(抹 茶茶碗)A

濃 い(154-SX668土 坑出土)

植木鉢 一一復元 口径23.6cm、 残存高11.8cmを はか る花盆 あるいは植

木鉢 である。素焼 きの状態で特 に釉薬 は用 い られて いない。焼成良好堅緻、胎土

はやや粗 である。丹波 系製品 か?(142-SX691土 坑 出土)な お類似例 と

して234(SX608土 坑 出土)が ある。

蓋m口 径4.1cm、 器高1.8cmを はか る小型 の蓋で ある。 湯飲 み茶碗 あ

るい は小型 の鉢 などに供 された蓋 と考 え られ る。天井部 に灰色の釉を施 し、4方

向 に文様 を描 く。地元産系陶器。(155一 包含層)

皿 一復元口径10.1cm、 器高2.6cmを はか る小型 の皿で ある。両 面 には

美 しい緑色の釉薬が施 されて いる。焼成良好堅緻、胎 土 は密 である。16世 紀末～

17世 紀初頭の美濃系陶器。(157-SX710土 坑出土)

蓋C一 復元 口径15.8cm、 器高4.Ocmを はか る比較 的大型 の鉢 に伴 う蓋

であ る。外面 には黄緑 色の釉薬が施 されてお り、 内面 に も及 んでい る。焼成良好

堅緻、胎土 は密で ある。美濃系陶器。(162-SX716土 坑出土)

茶碗 一一飯茶碗 か湯飲み茶碗 か意見 の別れ る大 きさの茶碗で ある。 口縁部 を欠

損 してお り、体部以下高台部分 の遺存で ある。萩焼(171-SP706出 土)

飯茶碗A-一 口径11.9cm、 器高5.8cmを 計 か る飯茶碗で ある。 白色 の

釉薬の刷毛 目を施 す。134と ほぼ同 じで あ るが 当該 遺物 の方 がや や大 きい。

(159-SX668土 坑 出土)

燭台 一燭台 の上 部の台 のみの遺存 であ る。脚部 は基部 が残存す るが、基礎 とな

るべ き部分 は欠損。(170-SX668土 坑 出土)

甕 一一復元 口径16.6cm、 残存 高9.4cmを はか る甕 の口縁部 と体部上位

の破片 である。 口縁部 は端部で肥厚 させ内傾す る平面 に仕上 げてい る。飴釉 を施

す。(175-SX668土 坑 出土)

第2区

第2面

土瓶(急 須)A-一 土瓶(急 須)類 は、把手部分の破片 のみが 出土 して いるの

は比較的多 く見 るが、本体 まで復元可能 な形状での出土 は比較的少 ないといえ る。

蓋を伴 うもの(111、112-2面 拡張 区出土)は 蓋 の中央 に貼付 したつ まみ

に松か さをあ しらってお り、洒落た感覚 を持 つ もので ある。本体 は器壁が薄 く外

面 には布 目が認 め られ る。注 ぎ口は大 き く先細 りとな ってお り、把手 の部分 と同

様器壁 は薄 く作 られてい る。外面 の色調 は灰 器黄褐色 を呈す る。地元 での生産 品

と見 るよ りは京焼系 の産地 か らの供給品 とみ るのが妥 当か もしれ ない。

土瓶(急 須)B-一 把手部分 のみの出土で ある。詳細 に観察す ると水瓶 の形 状

を写 した ように見 られる もので、 そ こに作者 の洒落 っ気 が見 られ る。 これ も地元

での生 産品 と見 るよ りは京焼系の産地 か らの供給品 とみ るのが妥当か もしれない。

(113-3面 包含層 出土)

鉢(抹 茶茶碗)A-一 いわゆる抹茶茶碗 といわれ る形状 の ものであろ う。 あ る

いは鉢 の可能性 も捨て切 れない。内面 中央 には黒色鉄釉が全面 に施 されてい る。

高台部分 および体部の一部 の遺存で ある。体 部に も鉄釉が認め られ る。(120一
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皿A

燭台

小型水瓶

瀬戸系陶器

急須C

地元産陶器

燭台

湯飲み茶碗A

飯茶碗B

蓋

鉢

2区 拡張区)

皿A一 口径10.3cm、 器高1.5cmを はかる小型の皿である。両面には美

しい緑色の釉薬が施されている。底部を欠損。焼成良好堅緻、胎土は密である。

美濃系陶器。(119一 包含層出土)

燭台一小型の皿を細 い支脚が支える形態をなし、上部の皿内部に油 と芯をいれ

て燭台とする。表面には黄色などの釉薬が認められる。本例は上部の皿のみの破

片である。(116一 包含層出土)ほ ぼ全体の残 った例 としては、121(焼 土

層出土)、138(第2区 拡張部出土)が ある。

第3面

小型水瓶一口径2.3cm、 器高10.6cmを はかる小型の水瓶である。口頸

部 は基部細 く外彎 して上外方にのび端部は丸い。体部最大径は中位から下位に求

められる。底部は平で外見上 は高台を伴 うように見えるが、実際には平底である。

外面には青い釉薬が施 されているが、一部は緑色に変色 している。江戸時代後期。

瀬戸系陶器(126、127-SX165土 坑出土)

急須C-一 把手付 き鉢するのが妥当な表現かもしれない。行平の可能性 もある

が、規模的な面から見 ると急須 としてお くのが妥当であろう。本体は外面に暗茶

色の釉が施され、縦方向の刻み目文様を配置 している。なお当該把手は型を合わ

せて作 られた ものである。蓋 は欠損するが、落とし蓋を用いていた可能性がある。

把手には特別な形状の表現は見 られず、退屈な器形である。地元産陶器。(12

5-SX165土 坑出土)

燭台一小型の皿を細い支が支える形態をなし、上部の皿内部に油と芯をいれて

燭台とする。表面には黄緑色などの釉薬が認められる。本例は上部の皿 と脚部の

破片である。形状的には第2面 出土例(121、116)な どと同 じである。

(132-SX165土 坑出土)

湯飲み茶碗A-一 口径10.Ocm、 器高6.3cmを はかる中型の湯飲み茶碗

である。口縁部は底部か ら内彎 してさらに上方にのび端部 は丸 く仕上げている。

内外面にはびわ色の釉が施されている。底部には低い高台を削り出す。(128-

SD126溝 出土)

飯茶碗m一 底部および体部下位の破片である。高台は低 く狭い。口縁部は外

方に伸びるが、その方向は明確ではないが、前者の椀Aよ りは口縁部が開 く。16

世紀末～17世紀初頭の唐津である。内面には薄い黄緑色の釉が残る。(129一

包含層出土)

蓋一一蓋 としたが逆に盤 となる可能性 も十分考え られねばならない。高台は大

きく開き高い。底部か ら口縁部は大 きく開 く。黄緑色の釉が認められ、天井部に

めぐる沈線の量は異なるが、近似例 としては162が ある。(130-SP12

0、131-SP134出 土)

鉢 一一口径12.2cm、 器高3.6cmを はかるやや大型の鉢である。形状は

飯茶碗Aに 近似するが、同じ用途に用いられたとは考え難い。外面体部下位に縦

方向に刻みを入れて独特の文様とする。文様の上位には黄緑色の釉が認め荒れる。

なお125と 文様が共通する。地元産。(146-SP125出 土)
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第4面

嬉野内ノ山窯銅緑

釉皿、白磁系

変わり茶碗

第5面

聞香炉

瀬戸 ・美濃系陶器

抹茶茶碗

燈明

皿A

飯茶碗B

刷毛目文様

盃

皿 一

鉢底部

茶碗B

杯C

ぐい飲み

第4面

嬉野内 ノ山窯銅緑釉皿 一一一口径12.9cm、 器高3.6cmを はか る比較的

扁平 な茶碗で ある。高 台は径大 き く、低 く幅 は厚 い。 びわ色 を呈 し、 白磁系の器

種 に多 く見 られ るような器種で ある。(148-SX305土 坑 出土)。147

(SX317土 坑出土)も 近似 する。

変わ り茶碗 一残存高5.3cmを はか る凹凸の著 しい変わ り茶 碗 であ る。 用途

的に は湯 飲み茶碗 と考え るのが妥 当で あろう。(145-SD250溝 出土)

第5面

聞香炉 一 一口径4.Ocm、 器高5.9cmを はか る比較的小型の香炉 であ る。

底部 は平 で体部 は垂直 に立 ちあが り、香 りを こも らせ る 「か え り」 があ る。底部

には3方 向 に短 い脚が貼付 されてい る。全体淡 い灰色 が施 されて いる。瀬戸 ・美

濃系陶器?。(151-SX407土 坑 出土)

抹茶茶碗 一口径12.90cm、 器高7.1cmを はか る抹茶茶碗で ある。 口縁

体部 はほぼ真直にたちあが り、底部 は中央が低 く丸みを持っ。底部 には低 い幅 の

広 い高台を貼付す る。(152-SD417溝 出土)近 似例 と して は153(S

X402土 坑出土)が あ る。

燈 明一一口径7.8cm、 器高1.8cmを はか る小皿であ る。 陶器。内面 に黄

緑色 の釉 が見 られ る。焼成良好堅緻、胎土 はやや粗で ある。(156-SX40

2土 坑出土)

皿A-一 残存高2.6cmを はかる飯茶碗であ る。体部 中位 以上 を欠損 。 底部

には砂高台を認 める。唐津系(158-SD413溝 出土)

飯茶碗B-一 残存高3.8cmを はか る飯茶 碗であ る。体部中位 以上 を欠損。

底部 には砂高台を認 める。体部 には暗い肌色 に白色の刷毛 目の釉薬を施 している。

いわゆる刷毛 目文様 であ る。肥前系(161-SX405土 坑 出土)

盃 一一一口径6.7cm、 器高2.8cmを はか る盃で ある。糸切 り底部 は平で

何 ら造作 を行 って いない単純 な器形で あ る。16世 紀 末 ～17世 紀 初頭 の唐津 系。

(163-SD413溝 出土)

皿 一一一残存高1.6cmを はか る皿であ る。赤褐色 の釉を施 す。(164-S

X421土 坑 出土)

鉢 底部 一一残存高3.Ocmを はか る比較 的大 きな鉢高台部 分、 およ び体 部 の

破片であ る。 内面 には濃 い黄緑色 の釉が見 られ る。焼成段階 の目痕が4ケ 所残 っ

て いる。瀬戸 ・美濃系陶器(165一 第2区 拡張部分)な お172(SX422

土坑出土)は 青磁 である。

茶碗m一 口径9.2cm、 器高5,0cmを はか る茶 碗である。内外面 には灰

緑色 の釉を施すが特 に文様 は伴 っていない。(166一 包含 層)な お同 じ器形 と

して167(SX422土 坑 出土)が あ るが、 これ は波佐見窯系草花文染付碗 で

あ る。

杯C-一 口径7.Ocm、 器高3.6cmを はかる小型の杯 で ぐい飲 みである。

内外面 には釉薬を施すが特 に文様 は伴 っていない。(169-SX402土 坑 出

土)
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皿

小型水瓶

青緑色の釉薬

蓋C

摺鉢類

第1区

第5面

摺鉢D

摺目

摺 り鉢J

摺鉢K一

擂 り鉢C

第2区

第2面

擂 り鉢A

皿 一一残存高2.6cmを はか る皿 の底部 および高台部分 の破片 で あ る。 両面

に白い釉 を施す。164は 、現川窯系皿 である。(168-SX422土 坑 出土)

小型水瓶 一一口径2.4cm、 器高10cmを はかる小型 の水瓶 で あ る。 口頸

部 は基部細 く外彎 して上 外方 にのび端部 は丸 い。体部最大径 は中位 か ら下位 に求

め られる。底部 は平で外見上 は高台 を伴 うよ うに見 える。外 面 には青緑色 の釉薬

が施 されて いるが、一 部 は変色 して いる。江戸 時代後期。瀬 戸系 陶器(173一

第2区 包含層)

蓋C-一 土瓶 な い しは小型 の鉢の蓋 と見 られ るもので ある。残存高2cmを は

か る。文 様の特 徴か ら146鉢 と生 産地 は同 じと考えて よいだ ろ う。(174一

包含層)

(3)摺 鉢類

本来 は陶器 の一部 として記述す るべ きであろうが、今回の調査では相当まとまっ

て出土 してお り、 あえて ここに別に項 目を立 てて記述す ること とした。

第1区

第5面

摺鉢D-一 一復元 口径27.2cm、 残存高7.8cmを はか る摺 り鉢 の体部 お

よび口縁部 の破片で ある。 口縁端部 は重 ね焼 きによる欠損。端部付 近で大 きく肥

厚 させてお り、外端面 には太 い沈線2条 をめ ぐらせ る。 内面 は端 部か らかな り無

文帯 をあけて1単 位9条 前後 の摺 目を刻んで いる。備前摺鉢 。17世 紀中葉～後半。

(81-SE599井 戸出土)

摺 り鉢J-一 一復元 口径24.9cm、 残存高7.4cmを はか る摺 り鉢 の体部

および口縁部 の破片で ある。 口縁部付近で大 き く肥厚 させ、外端面 には浅 い沈線

2条 を巡 らせて いる。 口縁端部 は丸 く、内面 に稜を認 める。 内面 に は端部 か らわ

ず かな無文帯を残 して いかに10条1単 位 の摺 目を刻 む。体部下位以下 を欠損。

堺摺鉢。(99厂SX668土 坑 出土)

摺鉢K-一 一復元口径25.Ocm、 残存高9.6cmを はか る摺 り鉢 の体部お

よび口縁部の破 片であ る。 口縁部付近で大 き く肥厚 させ、外端面 には浅 い沈線2

条 を巡 らせて いる。 口縁端部 は内傾す る凹面 をなす。内面 に段 を認 める。内面 に

は端部か ら、やや間隔をあけて無文 帯を残 して、以下 に8条1単 位の条痕を刻む。

16世 紀末～17世 紀初頭 の備前 である。(103一 焼土層出土)な お体 部 にお け る

摺 目の状況 は変 わ らない。(104-SX691土 坑出土)

擂 り鉢C-一 一復元 口径23.Ocm、 残存高4.9cmを はかる擂 り鉢で ある。

体部 は平 らで体部 は外反 して上外方 にのび端部付近で肥厚 させ、内傾す る凹面 を

なす。 さらに内面 には稜 を認 める。 外端 面には2条 の沈線 をめ ぐらす。 内面 に は

端部か らわずかの無文帯 を残 してす ぐに1単 位9条 前後の摺 目が刻 まれて いる。

焼成良好堅緻 であ る。堺摺鉢。(106、108-SX668土 坑 出土)

第2区

第2面

擂 り鉢A-一 復元 口径28.8cm、 残存高5.4cmを はか る擂 り鉢 の 口縁部

の破片 であ る。 口縁端部 は大 き く肥厚 させ、内外 に大 きく段 を構成 してい る。 内
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縦方向

擂り鉢B

第3面

擂 り鉢C

摺鉢E

摺鉢底部

茶褐釉摺鉢底部

摺鉢底部

第4面

茶褐釉摺鉢F

摺鉢G

擂り鉢A

擂 り鉢C

面 の摺 目は縦方 向にか な り粗 に配 置されてお り、その単位 は6条 前後 を数 え る。

(77-SDO5溝 出土)な お体部、 および底 部 は79(SDO5溝 出土)が 近

いと思われ る。堺摺鉢。

擂 り鉢B-一 一復元 口径20.8cm、 器高9.6cmを はか る小型 の擂 り鉢 で

あ る。 口縁端部 はわずか に肥厚 させ、 内外 に段を形成 している。内面の条痕 は縦

め方向 にかな り密配置 されてお り、 その単位 は10条 前後 を数 え る。 堺 摺鉢 。

(78-SDO5溝 出土)

第3面

擂 り鉢C-一 一復元 口径27.Ocm、 器高9.8cmを はかる擂 り鉢 であ る。

体 部 は平 らで体部 は外反 して上外方 にのび端部付近 で肥厚 させ、内傾す る凹面 を

なす。外 端面 に は2条 の沈線をめ ぐらす。内面 には端部 か らわずかの無文帯 を残

してす ぐに9条 前後 の条痕が刻まれている。焼成良好堅緻 であ る。 堺摺鉢 。(8

0-SP128出 土)

摺鉢E-一 一復元 口径22.9cm、 残存高4.6cmを はかる擂 り鉢 であ る。

口縁 部 は端部付近 で大 き く外方に曲げ られ端部へ といた る。端部内面 には稜 を巡

らせ る。 内面 に は端部か ら若干無文帯 を認 め、以下 に細 かな間隔で条痕が刻 まれ

て いる。(82-SX202土 坑 出土)

摺鉢底 部 一一底部 のみの破片であ る。高台状の ものを巡 らせ、高台内面 は、高

台 と同 じ高 さであ る。条痕の間隔 は近似す る ものが多 く、 どの器種 に対応す るの

か明 らかで はないが、摺 り鉢Cに 対応 する可能性が濃 い。見込 みに堺摺鉢 ノの特

長で ある焼台痕 がある。(83-SP134出 土)

茶褐釉摺鉢底 部一一底部 のみの破片 である。堺摺鉢 で摺 目は摩滅 して いる。 ど

の器種 に対応す るのか明 らかで はないが、摺鉢Cに 対応 す る可能性 が濃 いと考 え

られ る。(84一 包含層 出土)

摺鉢底部 一一底部 のみの破片であ る。高台 を巡 らせてい る。条痕 は8～9条 で

ある。見込み と畳付 と高台内 に6ケ 所 の目痕が ある。(96一 包含層 出土)

第4面

茶褐釉摺鉢F-一 一口径19.Ocm、 器高9.9cmを はか る擂 り鉢で あ る。

口縁部で肥厚 させ丸 く仕上 げている。体部 は丸 みを持 ち、高 台内 は平 らで削 り出

し高台で ある。底部 か ら体部下位 に回転 ヘ ラ削 り調整 を行 う。条痕 がみ られない

ことか ら片 口か もしれない。(85-SX317土 坑出土)

摺 り鉢G-一 一復元 口径20.9cm、 器高5.6cmを はか る擂 り鉢 であ る。

口縁部 の状況 はCと 同 じである。条痕 は1単 位8条 で間隔をやや開 けてい る。 や

や小型 の堺摺鉢であ る。(86-SX305土 坑 出土)

擂 り鉢A-一 復元口径24.6cm、 残存高5.8cmを はか る擂 り鉢 の口縁部

の破片 であ る。 口縁端 部 は大 きく肥厚 させ、 内外 に大 き く段 を構成 してい る。 内

面 の条痕 は縦方向 にかな り粗 に配置 されてお り、 その単位 は10条 前後を数 え る。

備前摺鉢。(87-SX305土 坑 出土)

擂 り鉢C-一 一復元 口径26.3cm前 後、残存高4.7cm前 後を はか る擂 り

鉢 である。体部 は平 らで体部 は外反 して上外方 にのび端部付近で肥厚 させ、内傾
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摺鉢H

片口

摺鉢底部

摺鉢1

摺鉢底部

擂 り鉢C

摺鉢J

擂り鉢底部

擂り鉢底部

擂 り鉢L

す る凹面を なす。外端面 には2条 の沈線をめ ぐらす。内面 には端部か らわずかの

無文帯 を残 してす ぐに9条 前後 の条痕 が刻 まれて い る。 焼成良 好堅緻 で あ る。

(88-SX298土 坑 出土)な お89(包 含層出土)、90(SX305土 坑出

土)も 同例で堺摺鉢 であろ う。

摺鉢H-一 一復元 口径20.Ocm前 後、器高6.9cm前 後 をはか る備 前擂 り

鉢で ある。底 部 は平 らで体部 は外反 して上外方 にのび端部で肥厚 させて いる。 内

面 には8条1単 位 の粗 な条痕 を刻んで いる。一方 に片 口を設置 している。(91-

SX305土 坑 出土)

摺鉢底部 一一一平 らな底部で高台を伴わない。条痕 は比較 的粗である。(92-

SX305土 坑 出土)近 似例 として93(SX305土 坑出土)で 堺摺鉢である。

摺 鉢1-一 一復元 口径20.5cm前 後、残存高5.8cm前 後 をはか るやや小

型 の擂 り鉢 でであ る。 口縁部 はなだ らかに外反 して上外方 にのび短部で内側 に曲

げ られてい る。 このため 内側 に稜を認め る。 口縁端部 か らわず かな無文帯 を残 し

て条 痕が刻 まれている。(94-SX305土 坑出土)な おわずか に復 元 口径 が

異な るが、95(包 含層 出土)も 同 じ丹波 の ものであ る。

摺 鉢底部 一一一平 らな底部で堺摺 鉢の底部破片であ る。条痕 も密 に施 されてい

る。(97一 包含層)98(SD250溝 出土)も わずか に規模 は異 な るが形 状

は同 じであ る。

擂 り鉢C-一 一復元 口径31.2cm前 後、残存高7.8cm前 後を はかる擂 り

鉢 であ る。体部 は平 らで体部 は外反 して上外方 にのび端部付近で肥厚 させ、 内傾

す る凹面 をなす。外端面 には2条 の沈線 をめ ぐらす。 内面 には端部か らわず かの

無文帯 を残 してす ぐに9条 前後の条 痕が刻 まれ てい る。 焼成 良好 堅緻 であ る。

(100-SX402土 坑出土)ほ か に107(SX422土 坑 出土)、110

(SX422土 坑 出土)な どが同 じ堺 摺鉢で ある。

摺 鉢J-一 一復元 口径28.Ocrn、 器高4.4cmを はかる摺 り鉢の体部 およ

び口縁部 の破片で ある。 口縁部付近 で大 きく肥厚 させ、外端面 には浅い沈線2条

を巡 らせてい る。 口縁端部 は丸 く、 内面 に稜 を認 め る。 内面 には端部か らわずか

な無 文帯 を残 していかに10条1単 位の条痕 を刻 む。備前摺鉢 。(109-SX

421土 坑 出土)

擂 り鉢底部 一一底部径6.4cm、 残存高4.6cmを はか る擂 り鉢底部 の破片

であ る。条痕 は使用 によ り摩滅 してい るが、堺摺鉢。。擂 り鉢Cに 伴 う可能性が濃

い。(101-SX403土 坑出土)

擂 り鉢底部 一一底部復元径16.2cm、 残存高5.4cmを はか る擂 り鉢底部

の破 片であ る。条痕 は比 較的浅 く粗 である。全体 に焼成 が良好で堅緻に締 ま って

いる。胎土 はやや粗であ る。(102-SD413溝 出土)。 丹波摺鉢。

擂 り鉢L-一 一復元口径20.3cm、 器高5.8cmを はか る、やや小型 の摺

り鉢 の体部 および口縁部 の破片であ る。 口縁部のみ黒褐釉 を掛 けで大 きく肥厚 さ

せ、 丸 く玉縁状 に仕上 げ られて いる。口縁端部か らかな りの幅 の無文帯 を残 し、

条痕 を刻 んでいる。焼成 良好堅緻、胎土 は密であ る。(105-SX422土 坑

出土)丹 波摺鉢。
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磁器

第1区

第2面

飯茶碗A

飯茶碗B

杯A、 染付

段重

皿B

波佐見系

第3面

皿C

蓋

今回 の調査で出土 した擂 り鉢 の代表的な ものにっ いて記述 して きた。 ここに示

したほか に も破片 は多 く採集 されて いるが、 それ らはいずれ も図化 に はな じまな

い もので ある。なお産地 にっ いて は堺系、備前系、丹波系 な どが考 え られる。

以上 のほか に も多数 の陶器が出土 してい るが、 いずれ も図化 す るに は破片が不

足 してお り、器形 の復元 が困難 なものであ る。 いずれ に して も今 回の調査で 出土

した遺物 の うちの大半 を陶器、磁器で 占めてい ることは疑 えない事実 である。以

下 に、そ の一 方を 占め る遺物で ある磁器 にっ いて記述 してい くことにする。

(4)磁 器

ここで は今回の調査 で出土 した磁器 にっいて のみを記述 してい くことにす る。

なお陶器 との関係 でいず れに分類 す るのか疑問 な ものにっいては、 いず れ も陶器

の項で記述 しておいた。 また産地 につ いて も、明 らかに区分可能 な ものにつ いて

は、伊 万里(肥 前)系 、波佐見系、瀬戸系、 ほかの産地 としたが、多 くにっ いて

はその区分 が困難 であ った。

第1区

第2面

飯茶碗A-一 口径10.8cm、 器高5.8cmを はかる飯茶碗で ある。外面 に

は梅枝 および花 の文様が呉須で描 かれ藍色 に発色 している。高台部分 に も条線 文

を1条 巡 らせ ている。高台内部 には何 ら文字 は伴わない。(176-SX220

土坑 出土)波 佐見系。180も 同 タイプで ある。

飯茶碗B-一 口径11.6cm、 器高6.9cmを はかる染付 の飯茶碗であ る。

呉須 で描 かれた文様 は、花枝文 で体部 の高台内面の文字が余 りに くずれてお り明

確で はないが 「大明年製」 と したか った もの と考え られる。波 佐見 系染 付。(1

77一 包含層 出土)

杯A-一 一口径7.3cm、 器高3.7cmを はか る染付 の杯で ある。呉須で描

かれた文様 は花枝文 と松を表現 している もの と見 られ る。高台内面 には何 も書 か

れていない。(181一 包含層 出土)波 佐見系。

段重 一一一口径7.5cm、 器高3.5cmを はか る染錦 の小皿 で ある。化粧 具

の紅 を入 れて いた ことか ら紅皿 と呼 ばれ る ものであ る。描かれた図柄 は巻物や扇、

松 な ど吉祥文 である。(185-SX76土 坑 出土)波 佐見系。

皿B-一 一口径10.9cm、 器高2.8cmを はか る染付 の小皿で ある。 あ る

い は飯茶碗 の蓋 と も考え られ る。外面 には葵 の葉 が描 かれ、内面 には四方襷文 様

が周囲 をめ ぐり、中央 にはカ メが描かれて いる。波佐見系染付 。(183一 表 土

層 出土)

第3面

皿C-一 一口径13.2cm、 器高2.7cmを はかる染付 の小皿で ある。型 紙

によ るプ リン ト文様であ る。全体 に花菱繋 ぎ文様 を配置 し、三方 に扇形 の窓を配

し風景 を添えて いる。外面 には何 も文様を施 していない。明治の生産 と考え られ

る。(188-SX575土 坑 出土)

蓋 一一一一口径9.4cm、 器高3.Ocmを はかる染付 の蓋で ある。 おそ らく

は小型 の鉢 ない しは椀 の蓋 と考え られ る。外 面には源氏香 と花卉 をあ しらった文
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飯茶碗B

第5面

飯茶碗C

飯茶碗D

湯飲み茶碗A

鉢蓋

飯茶碗

椀(皿)

第2区

第2面

鉢

第3面

飯茶碗E

飯茶碗E

様で、内面に は中央 に井桁文様、周囲に もくづ し算木文様 が配置 されて いる。 い

ずれ もうすめの呉須 で描か れて いる。(190一 包含層出土)波 佐見系。

飯茶碗B一 口径9.8cm、 器高4.9cmを はか る染付 の飯茶碗で ある。やや

小型の茶碗で、外面 には筆 に呉須をた っぷ り含 ませて描かれた井桁文様が三 方 に

配置 されてい る。 口縁 ・高台際 には回線 をめ ぐらされてい る。波佐見系磁器(2

05一 包含層 出土)

第5面

飯茶碗C-一 口径11.3cm、 器高5.1cmを はか る染付 の飯茶碗であ る。

呉須 で描 かれた文様 は、花枝文 で体部 の高台 内面 は文字 が認 め られな い。高 台際

に1条 圏線文 が巡 らされて いる。(236-SX668土 坑 出土)波 佐 見系。

飯茶碗D-一 口径9.6cm、 器高4.2cmを はか る染付 の小型 の飯茶碗 であ

る。濃 い呉須 で牡丹文様 が描 かれている。高台中央外面 には角福が見 られ る。 内

面 口縁部 に も呉須が施 されてい る。(237-SX668土 坑出土)瀬 戸系。

湯飲 み茶碗A一 口径8.1cm、 器高4.2cmを はかる染付の小型 の湯飲 み茶

碗 であ る。外面 には 「寿」 くずれ字文 を2個1対 と3個1対 ものが濃 い呉須 で描

かれてい る。内面中央の見込 み部分 に も文様があ るが断片 のため不明。(248-

SX668土 坑出土)瀬 戸系。

鉢蓋 一一一口径9.7cm、 器高2.Ocmを はか る染付 の蓋であ る。 内面 には

かえ りを伴 ってお り、当該器種 に伴 う本体の鉢が存在 した もの と考 え られる。外

面 の文様 は花卉を描いてお り、 さ らに中央 には雲 を濃 い呉須 で描 いてい る。(2

29-SX668土 坑 出土)焼 継 ぎが み られ伊万里系 である。

飯茶碗 一一一口径11.4cm、 器高4.3cmを はか る染付 の小型 の飯茶碗で

あ る。外面 には花卉文 であ る、刻印 などはまった く認 め られない。濃 い呉須で描

かれて いる。(230-SX688土 坑 出土)な お濃 い呉須 の タ ッチ は237な

どと近似 して いる。瀬戸系。

椀(皿)一 残存高3.1cmを はかる椀の底部 と考 え られ る。 底 部内面 に は草

花文様が施 されてい る、(231-SX652土 坑 出土)波 佐見系。

第2区

第2面

鉢 一一一一一残存高5.2cmを はか る鉢 、いわゆるどんぶ り鉢で あ る。 いわ

ゆ る白磁 で見込み部分 に濃 い呉須で 「川綿」 とあ り、高台内部 には同 じく 「繭3

07」 とある。 これ らか ら当該地域 に所在 した紡績会社の名前 と考 え られ る。 し

たが って当該遺物 の年代 は明治 中期 ころと見 てよいだろ う。(123-SX24

土坑 出土)瀬 戸系。

第3面

飯茶碗E-一 復元 口径10.Ocm、 器高5.8cmを はか る染付 の飯茶碗で あ

る。呉須で描かれた文様 は、花枝文で体部の高 台内面 は文字 は大 きく簡素化 され

てお り、文字 とい うよ り文様で しか ない。高 台の外周 に2条 圏線文が巡 らされて

いる。波佐見系染付(178-SP28出 土)

飯茶碗E-一 復元 口径10.3cm、 器高6.1cmを はか る染付の小型の飯茶
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飯茶碗E

蓋 一

花枝文

碗蓋B

寿福、福寿

第3面

皿A

皿B

湯飲み茶碗

飯茶碗F

波佐見系染付

飯茶碗G

飯茶碗H

飯茶碗1

碗 である。呉須 で描 かれた文様 は、花枝文 で高台際 には1条 の圏文が巡 らされて

いる。 ほか は底 部中央 を欠損。高台の外周 に2条 圏線 文が巡 らされて いる。波佐

見系染付(179一 包含層出土)

飯茶碗E-一 復元 口径10.5cm、 器高5.3cmを はか る染付 の小型 の飯茶

碗で ある。呉須 で描か れた文様 は、花枝文 と見 られ るが、大半 を欠損す る。高台

際 には1条 の圏文 が巡 らされて いる。高台内 には渦巻福文様 を描 く。高台の外周

に2条 圏線文 が巡 らされて いる。波佐見系染付(182一 包含層出土)

蓋 一一一口径8.9cm、 器高1.9cmを はか る染付 の飯茶碗の蓋であ ろう。

濃 い青色 の呉須 で松枝 あるい は花枝文を外面 に描 き、 内面 には松 と梅 を描 いた円

形 文があ り、外周 には松葉文様 を巡 らせて いる。色調 などか ら明治の製 品 と見 ら

れ る。(184一 包含層出土)瀬 戸系。

碗蓋B-一 残存高2.1cmを 図 る蓋の可能性 の濃 い破片 であ る。 内面見込 み

部分 には 「寿福、福 寿」 と濃 い呉須で描 かれてい る。 また外面 中央 に は 「寿」 が

認 め られる。(187一 包含層 出土)

第3面

皿m-一 一復元 口径12.8cm、 器高3.4cmを はか る染付皿 であ る。

外面 には呉須 で描 かれた草花文が周囲をめ ぐっている。中央 に も草花文 が配置 さ

れる。高台外 面 には2条 の直線文を描 く。(189-SD203溝 出土)見 込 み

に五弁花文を配す る。波佐見系。

皿B-一 一一復元 口径10.6cm、 器高2.5cmを はかるやや小型 の染付

皿で ある。外面 には呉須で描かれた草花文が周囲をめ ぐっている。 中央 に五弁花

文が配置 され る。高台 内面 には角福文 を描 く。内面の文様 は(194)と 近似す

る。(191一 包含層 出土)

湯飲み茶碗 一一一残存高3.2cmを はか る湯飲み茶碗 の破片 で あ る。 内外 面

と もに花枝文様 を呉須で描 いてい る。(192-SX165土 坑 出土)畳 付 け を

釉切 りした瀬戸系。

飯茶 ・;復 元 口径10.2cm、 器高6.Ocmを はかる染付の飯茶碗で あ

る。呉須 で描 かれた文様 は、花枝文で ある。 ほか は底部 中央 は無文。高台の外 周

に2条 圏線文 が巡 らされて いる。波佐見系染 付(199一 包含層)203、20

4(包 含層 出土)212(SX140土 坑出土)と 同 じ。

飯茶碗G-一 復元 口径9.5cm、 器高5.4cmを はか る染付の飯茶碗 である。

呉須 で描 かれ た文様 は、竹文 と鳥で底あ る。 ほかは底部中央 は 「大明年製」 を省

略 した文様が見 られ る。高 台の外周 に1条 圏線文 が巡 らされてい る。波佐見系 染

付(200一 包含層),

飯茶碗H-一 復元 口径10.8cm、 器高4.9cmを はか る染付 の飯茶碗 で あ

る。呉須で描 かれた文様 は、笹文で高台際には1条 の圏文が巡 らされてい る。 ほ

かは底部中央 は欠損不 明。高台 の外周 に2条 の圏線文が巡 らされてい る。波佐 見

系染付(201一 包含層)

飯茶碗1-一 復元 口径10.2cm、 器高4.9cmを はか る染付 の飯茶碗 であ

る。呉須で描 かれた文様 は、一重網 目文 で高台際 には1条 の圏文 が巡 らされてい

..



波佐見系染付

飯茶碗J

飯茶碗K

菊花文、桐葉文

飯茶碗L

蓋

飯茶碗M

皿

楼閣山水

第4面

皿A

飯茶碗N

飯茶碗O

飯茶碗P

飯茶碗K

る。 ほかは底部中央 は無文。高 台の外周 に2条 の圏線文が巡 らされている。波佐

見系染付(202一 包含層)

飯茶碗J-一 残存高4.9cmを はか る飯茶碗 の破片で ある。 呉 須で描 か れ た

文様 は草花文であ る。高 台の外周 に圏文1条 が巡 らされて る。(203-SX1

40土 坑出土)波 佐見系。

飯茶碗K-一 復元 口径9.8cm、 器高5.5cmを はか る飯茶碗の破片である。

呉須で描かれた文様 は菊花文 と桐葉文 の印判 である。高台の外周 に圏文2条 が巡

らされて いる。高 台内面 にはデフ ォルメされた文字が認 め られ る。(206一 包

含層出土)

飯茶碗L-一 残存高4.3cmを はか る飯茶碗 の破片であ る。 見込 み と高台 の

外周 に圏文2条 が巡 らされている。蛇 ノ目釉切 りの見込 み部分に五弁花文がある。

(210一 包含層 出土)波 佐見系。

蓋 一復元 口径9.6cm、 器高2.8cmを はか る皿、 あ るいは飯茶碗の蓋 であ

る。高台内面 に 「大明年製」 のデフ ヨル メした文字を配 置す る。(211一 包含

層出土)花 と蝶文 を内面 に配 した波佐見系青磁染付であ る。

飯茶碗M-一 復元 口径11.7cm、 器高6.Ocmを はかる飯茶碗の破片 であ

る。呉須で描 かれた文様 は山水船文 であ る。高台の外周 に圏文2条 が巡 らされて

いる。(207-SD203溝 出土)波 佐見系。

皿 一残存高2.4cmを はか る大皿 の破片 である。濃 い呉須 で描 かれた文様 は

楼閣山水 の風景画で ある。蛇 ノ目高 台が砥部で ある。(213-SX165土 坑

出土)

同 じ風景画 の山水船文 に224(SP39出f>が あるが、裏面 の処理 は異 な

る。 波佐見系。

第4面

皿A-一 一一復元 口径13.8cm、 器高3.6cmを はか る染付皿 である。内

面 に は呉須 で描かれた牡 丹唐草 花文 が周囲を め ぐっている。中央 に五弁花文が配

置 され る。高台外面 には2条 の直線文 を描 く。高台内面には 「大明年製 亅をデフォ

ル メ した文字 が認 め られ る。なお当該皿 は、196(3面 一SX305土 坑 出土)

と接 合す る。(194-4面 包 含層 出土)波 佐見系。

飯茶碗N-一 復元 口径10.8cm、 器高5.9cmを はか る染付 の飯茶碗で あ

る。 呉須 で描 かれ た文様 は、花枝文 で底部 の高台内 は無文。(214-SD25

0溝 出土)波 佐見系。

飯 茶碗o-一 復元 口径9.5cm、 器高5.6cmを はか る染付の飯茶碗である。

呉須 で描 かれた文様 は、花枝文。高 台外面 は2条 の直線文を描 く。高台内面 には

「大明年製」 をデ フォルメ した文字 が認 め られる。(215-SD250溝 出土)

飯 茶碗P-一 復元 口径12.9cm、 器高5.4cmを はか る染付 の飯茶碗で あ

る。 呉須 で描 かれ た文様 は、円形文 と点 の連続の文様で ある。 底 部 は欠 損。(2

16一 包含層 出土)両 者 と も波佐見系。

飯 茶碗K-一 復元 口径9.5cm、 器高5.6cmを はか る飯茶碗の破片である。

呉須 で描 かれた文様 は菊花 文 と桐葉文 である。高 台の外周 に圏文1条 が巡 らされ
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飯茶碗Q

飯茶碗R

鉢蓋

飯茶碗

第5面

湯飲み茶碗(ぐ い

飲み)

皿

皿C

皿D

飯茶碗R

飯茶碗S

湯飲み茶碗

て いる。高台内面 に はデフォル メされた文字 が認め られ る。(217-4面 包 含

層出土)206(3面 包含層出土)、 と同趣で ある。

飯茶碗Q-一 復元 口径11.9cm、 器高6.9cmを はか るやや大型 の染付 の

飯茶碗であ る。呉須 で描かれた文様 は、花枝文で底 部の高台 内は無文。(219-

SD250溝 出土)波 佐見系。

飯茶 碗R-一 残存高1.7cmを はか るやや小型の染付 の飯茶碗 で ある。 呉 須

で描かれた文様 は、牡丹唐草文 で底部 の高台 内は無文。高台 には 「大明成化年製」

銘をか く。(222-4面 包含層 出土)伊 万里系。

鉢蓋 一一一一復元 口径9.9cm、 器高2.5cmを はかる染付の鉢の蓋である。

内面 には短 いかえ りを伴 う。天井外面 には花卉文様 を施す。中央 に把手 を貼付す

る。(223-SX422土 坑 出土)伊 万里系、段重 の蓋 の可能性が ある。

飯茶 碗 一一一残存高1.8cmを はか る染付腰折 れの碗 であ る。 内面 に は山水

風景 の図柄 を配置す る。(225-SX422土 坑出土)高 台 に は 「大 明成化 年

製」 を書 く。波佐見系。

鉢 一一一復元 口径19.7cm、 器高8.1cmを はかるやや大型 の鉢で ある。

内外面 ともにやや青 みがか った釉 が認 め られ る。(226-SD250溝 出土)

波佐見系。

第5面

湯飲 み茶碗(ぐ い飲み)一 一口径4.7cm、 器高6.7cmを はか る染付の小

型 の湯飲 み茶碗 あるいは ぐい飲 みである。外面 には手書 きの矢羽根文様が密に施

されてい る。(227-2区5面 拡張区 出土)伊 万里系。

皿 一一一復元 口径12.8cm、 器高3.6cmを はかる染付皿で ある。内面 に

は簡素化 され た風景 の図柄が描 かれて いる。外面には釉だまりがみ られ文様を伴 っ

ていない。波佐見系染付(228-5面 包含層 出土)

皿C-一 一口径12.8cm、 器高2.7cmを はか る染付 皿であ る。 内面 に

は小紋 と梅花文が配置 されている。型 紙 によ るプ リン ト文様。(232-5面 包

含層 出土)口 紅の瀬戸系皿。

皿D-一 一口径13.Ocm、 器高3.4cmを はかる染付皿 で ある。内面 に は

三 巴文 を中心 に巴の剣 が周 囲に散 らされた独特 の文様で、外面 に も剣 が5個 配 置

されて いる。型紙 に よるプ リン ト文様 の可能性 はない。(233-5面 拡張 区 出

土)蛇 ノ目高台の瀬戸系 である。

飯茶碗R-一 復 元 口径9,9cm、 器高6.Ocmを はか る染付の飯茶碗 である。

呉須で描かれ た文 様 は、花枝文。高台外面 は2条 の直線文を描 く。高 台内面 に は

「大明年製」をデ フォルメ した文字が認め られ る。波佐見系染付(235-SX

401土 坑出土)

飯茶碗S-一 復元 口径11.2cm、 器高5.1cmを はか る染付 の飯茶碗 で あ

る。呉須で描かれた文様 は、花枝文。高 台外面 は2条 の直線文 を描 く。高台内面

は無文で ある。波佐見系染付(238-5面 包含層 出土)

湯飲 み茶碗 一復元 口径10,0cm、 器高6.2cmを はか る染付の湯飲み茶 碗

である。体部 には雨降 り文 と草花文が描 かれている。(239-5面 拡 張区出土)
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鉢蓋

飯茶碗H

伊万里系染付

稜花

飯茶碗T

皿

大鉢

瓦類

口紅 を施 した伊万里系。

鉢蓋 一一一一残存高3.5cmを はか る染付 の鉢蓋であ る。 中央 につ まみ を付

す る。外面 には繋 ぎ唐草文蓮弁文、 内面 も唐草文が描 かれて いる。(240-S

X421土 坑 出土)波 佐見系。

飯茶碗H-一 復元 口径11.Ocm、 器高5.5cmを はかる染付 の飯茶碗で あ

る。呉須で描 かれた文様 は花枝文 で底部 の高台 内面端 には1条 の圏文が巡 らされ

て いる。 ほかは底部中央 は無文。高 台の外周 に2条 の圏線文 が巡 らされて いる。

波佐見系染付(241-SX298土 坑 出土)242(SX405土 坑出土)も

近似す る。 なお底部 のみで波佐見系 染付 と見 られる ものに245(SX405土

坑 出土)247(SD413溝 出土)な どがある。共 に黒色鉱物粒多 い。

稜花 一一一復元 口径12.6cm、 器高3.2cmを はか る染付の端反皿である。

内側面 には菊花文、外面 は不明であ る。呉須 でいずれ も描 かれて いる。波佐見系

染付(243-SX422土 坑出土)

飯茶碗T-一 復元 口径10.3cm、 器高6.2cmを はか る染付 の飯茶碗で あ

る。文様 はモダンな静養 の林 を表現 してお り、 かな り新 しい時期 の ものと考え ら

れる。おそ らく混入品 であろ う。(244-5面 包含層出土)瀬 戸系。

飯茶碗H-一 復元 口径10.2cm、 器高5.5cmを はか る染付 の飯茶碗で あ

る。呉須で描 かれた文様 は飛鳥 および花枝文 で底部 の高台内面端 には1条 の圏文

が巡 らされてい る。 ほかは底部中央 は無文。高台 の外周に2条 の圏線文が巡 らさ

れている。波佐 見系染付(246-SD413溝 出土)見 込 みは、蛇 ノ目釉切 り

す る。

皿 一一一復元 口径11.Ocm、 器高3.2cmを はか る染付 の皿 である。周囲

には単純 な草花文 を認 め る。外側面 は無文である。呉須でいずれ も描かれている。

見込 み部分 に蛇 ノ目釉切 れである。波佐 見系染付(249-SX421土 坑出土)

大鉢 一一一残存高4.2cmを はか る比較 的大型 の鉢である。 周 囲 に草花 文、

見込 みに五弁花 文を配 置する。かな り厚手 である。(251-5面 拡張区出土)

以上 のほか多数 の磁器 が出土 して いるが、 それ らのうちで図化可能 な ものは多

くはない。 ここに記述 した ものがそ の大半を 占めている。 また攪乱 の内部か ら出

土 した ものや、出土層 を特定 困難 な もの も、可能 な限 り図化 して きたつ もりで あ

る。 なお底部の文字 にっいて は 「大 明年製」 「大 明成化年製」 な どの デ フ ォル メ

した状態 の ものが見 られ る。 これ らにっ いて は、巻頭 のカラー写真 を参照 され た

い。 また一部 にっ いて陶器 か磁器か の区分が困難 な状況 のもの も見 られ る。 しか

しそれ らにつ いて は、 いわゆ る常識 の範囲で処理 した。 この点、ご理解頂 きたい。

(5)瓦 類

今回の調査で は、瓦 に関 して は軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平 瓦、桟瓦、鳥衾 など

が出土 している。 また同 じく瓦ではあ るが、屋根 に用 い られたので はな く井戸枠

と して用 い られた瓦製品 もあ る。全体 として は、瓦の出土 は面積 に対 して多 い量

とは言えない。 これは当該地 域の建物 のすべてが瓦葺 きで あった可能性が薄 い こ

とや、その範囲 が寺内町 の西端 に該 当 し、かっ西側部分 が海岸線 であったことも、

その背景 にあると考え られ る。以下 、瓦類 にっ いて記述す ることにす る。
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第1区

第2面

丸瓦A、 三巴文

珠文、外区

軒丸瓦B

巴の剣の尾

軒丸瓦C

第3面

軒丸瓦D一 左回 り

軒丸瓦E

第5面

軒丸瓦F

軒丸瓦G

軒丸瓦H

平瓦

平瓦A

縄 目文様、凹面、

第1区

第2面

軒丸瓦A一 右 回 り三 巴文を内区に、珠文を外 区 に配 置 した軒丸瓦であ る。 巴の

剣 の尾 は短 く、次 の巴の頭部で、 それに接す ることな く消 えて い る。 直径14.

1cm、 瓦当の厚 さは2.4cmを はか り、丸 瓦 は接合部分 で剥離 してい る。(5

02-SP62出 土)504、506(2区2面 包含層 出土)も 近似す る。

軒丸瓦B一 右回 り三 巴文を内区に、珠文を外 区に配 置 したやや小型の軒丸 瓦で

あ る。 巴の剣 の尾 は短 く、次の巴の頭部先端で、それに接す ることな く消えて い

る。直径10.2cm、 瓦当の厚 さ は1.8cmを はか り、丸瓦 は接合か らわずか

に残 してい る。(505-SD53溝 出土)

軒丸瓦C一 左回 り三巴文 を内区に、珠文を外 区に配置 した軒丸瓦であ る。 巴の

剣 の尾 は比較的長 く、次 の巴の頭部先端部で、 それに接す ることな く消えている。

直径14.Ocm、 瓦当の厚 さは1.9cmを はか り、丸瓦 は接合部分 で剥離 して

い る。(508-1区 排 出土 出土)

第3面

軒丸瓦D一 左回 り三 巴文 を内区 に、珠文 を外 区に配置 した軒丸 瓦であ る。 巴の

剣 の尾 は比較的長 く、次 の巴の剣部基部 で、 それに接す ることな く消 えてい る。

直径14.2cm、 瓦 当の厚 さは1.7cmを はか り、丸瓦 は接合以下 の部分 で剥

離 している。(509-SX547土 坑 出土)

軒丸瓦E一 右回 り三 巴文 を内区 に、珠文 を外 区に配置 した軒丸瓦 である。 巴の

剣 の尾 は長 く、次 の巴の尾部中位で、それに接す ることな く消 えている。直径1

5.5cm、 瓦当の厚 さは1.7cmを はか り、丸瓦 は接合か らわずかに残 して い

る。(510一 攪乱 出土)、(511一 側溝 出土)も 同 じであ る。

第5面

軒丸瓦F一 右 回 り三 巴文 を内区 に、珠文 を外区 に配置 したやや小型 の軒丸瓦 で

ある。 巴の剣 の尾 は長 く、次の巴の尾部中位で、それ に接 す ることな く消えて い

る。残存径5.8cm、 瓦当 の厚 さは1.6cmを はか り、丸瓦 は接合部か らわ ず

か に残 してい る。(535、537-5面 包含層出土)、511(一 側溝出土)も

同 じであ る。

軒丸瓦G一 右回 り三 巴文 を内区に、珠文13個 を外区に配置 した軒丸瓦である。

巴 の剣の尾 は比較的長 く、次の巴の剣部基部で、それ に接 する ことな く消えて い

る。直径14.Ocm、 瓦当の厚 さは2.1cmを はか り、丸瓦 は接合部か らわ ず

か に残 している。(538-SX668土 坑出土)

軒 丸瓦H一 右回 り三 巴文を内区に、珠文11個 を外 区に配置 した軒丸瓦である。

巴の剣 の尾 は長 く、次の巴 の尾部 中位で、それ に接 す ることな く消えて いる。 直

径15.Ocm、 瓦当の厚 さは2.7cmを はか り、丸瓦 は接合か ら若干残 して い

る。(541-SX691土 坑 出土)

平 瓦

平 瓦A一 残存長17.Ocm、 残存幅16.1cm、 厚 さ2.4cmを はか る平

瓦の破片である。凸面 には縄 目文様、凹面 には布 目が認 め られる。端 はヘラ削 り
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布目

凸面

平瓦B

第2区

第1面

軒丸瓦A

第2面

軒丸瓦G、 周縁

剣部基部

軒丸瓦H

丸瓦A

面取り

丸瓦B

丸瓦C

丸瓦D

第3面

軒丸瓦E

によって調整 されている。鎌倉時代頃の時期が想定 され る。(553-1区 排 出

土 出土)な お凸面 の文様がわずか に異 なる例 もある。 いず れ も当初か らの遺構 に

伴 っていた とは考 え られ ない。(555-SX546土 坑 出土)

平瓦B一 残存長18.Ocm、 残存 幅11.8cm、 厚 さ1 .9cmを はか る平

瓦 の破片 である。凸面 にはカキ 目文様、凹面 にはナデ調整が認あ られ る。端 はヘ

ラ削 りによ って調整 されてい る。江戸時代後半以降 の時期が想 定 され る。(55

4-SX544土 坑出土)

第2区

第1面

軒丸 瓦A-一 中央 に文様 を伴わ ない周縁 のみの軒丸瓦であ る。1面 調査時に採

集 されてお り、現代 の建物 に用 い られていた ものと考 え られ る。(501-2区

1面 採集)

第2面

軒丸瓦G一 右回 り三 巴文を内区 に、珠文13個 を外区 に配置 した軒丸瓦である。

巴の剣 の尾 は比較的長 く、次の巴の剣部基部で、それに接す ることな く消 えて い

る。直径10.Ocm、 瓦 当の厚 さ は1.9cmを はか り、丸 瓦 は接合部 か らわず

かに残 して いる。(503-SP31出 土)

軒丸瓦H一 右回 り三 巴文 を内区 に、珠文15個 を外区に配置 した軒丸瓦である。

巴の剣の尾 は比較 的長 く、次 の巴の剣部基部 で、それに接 する ことな く消えて い

る。直径14.Ocm、 瓦 当の厚 さは1.8cmを はか り、丸瓦 は接合部か らわず

か に残 してい る。(504、506-2区2面 包含層 出土)、507(SXO1土

坑出土)も 同 じ種類 と見 られ る。

丸瓦m幅12.7cm、 全長23.3cmを はか る丸瓦であ る。一部 を欠損。

一方 に短 い玉縁 を伴 う
。 丸瓦の先端部 内面を面取 り調整を行 う。(549-SP

46出 土)

丸瓦B一 幅12.1cm、 全長23.2cmを はかる丸 瓦であ る。一部 を欠損。

一方 に短 い玉縁 を伴 う
。 丸瓦 の先端部内面 を面取 り調整 を行 う。549よ り若干

大 きい。(550-SP78出 土)

丸瓦C一 幅11.1cm、 全長18.4cmを はか る丸瓦 である。一部を欠損。

一方 に短 い玉縁 を伴 う
。丸瓦凸面縦方 向のヘ ラ削 り調整 を行 う。丸瓦 の先端部 内

面を面取 り調整 を行 う。549よ り若干小 さい。(551-2区 拡張区出土)

丸 瓦D一 幅12.7cm、 全長23.2cmを はか る丸瓦で ある。一 部を欠損。

一方 に短 い玉縁
、片方 に覆 い部を伴 う。550に 比較 してやや短 く、 幅などは同

じであ る。(552-2区 攪乱 出土)

第3面

軒丸瓦E一 右回 り三 巴文を内区に、細かな珠文 を外区 に配置 した軒丸瓦である。

巴の剣 の尾 は短 く、次 の 巴の頭部で、 それに接 する ことな く消 えてい る。残存 径

6.7cm、 瓦当の厚 さは1.5cmを はか り、丸瓦 はかな り残存す る。(51i

側溝 出土)510(攪 乱 出土)512(3面 包含層出土)513(SP120出

土)516(SX165土 坑 出土)な どがが近似す る。
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桟瓦、唐草文軒瓦

軒丸瓦G

軒丸瓦G

圏文

軒丸瓦1

軒丸瓦J

第4面

軒丸瓦K

軒丸瓦H

軒丸瓦L

桟瓦B

段顎

軒平瓦A

花頭形の中心飾り

軒平瓦B

均整唐草文

桟瓦 一一一小型 の三 巴文瓦 と唐草文軒瓦を接合 した ものであ る。平瓦部分 は接

合部 か らわずか に残存す る。(514一 難波川周辺 出土)

軒丸瓦G一 右回 り三巴文を内区 に、珠文13個 を外区 に配置 した軒丸瓦であ る。

巴の剣 の尾 は比較的長 く、次 の巴の剣部基部で、 それに接す ることな く消えて い

る。 直径14.2cm、 瓦当の厚 さは1.9cmを はか り、丸瓦 は接合部か らわず

かに残 してい る。(526-SD250溝 出土)528(SP140出 土)

軒 丸瓦G一 右回 り三 巴文を内区に、珠文12個 を外 区に配置 した軒丸瓦であ る。

巴の剣の尾 は長 く、圏文 を形成 してい る。直径14.5cm、 瓦当 の厚 さは1.6

cmを はか り、丸瓦 は接合部か らわずかに残 して いる。(531-SD250溝

出土)532(SX165土 坑出土)は 同例 である。

軒 丸瓦1一 右 回 り三 巴文 を内区に、珠文11個 前後を外 区に配置 した軒丸瓦 で

ある。 巴の剣の尾 は比較 的長 く、巴の中位 で消 えている。 圏文 は形成 しない。残

存径6.5cm、 瓦当の厚 さは1.9cmを はか り、丸瓦 は接合部 か らわずか に残

して いる。(530-SX165土 坑出土)

軒丸瓦J一 左回 り三 巴文 を内区 に、珠文15個 前後を外区に配 置 した軒丸瓦 で

ある。 巴の剣 の尾 は比較 的長 く、 巴の中位 で消えている。圏文 は形成 しない。残

存径7.8cm、 瓦当の厚 さは2.1cmを はか り、丸瓦 は接 合部 か らわず かに残

して いる。(533-SP120出 土)

第4面

軒丸瓦K一 右回 り三巴文を内区 に、珠文12個 を外区 に配置 した軒丸瓦である。

巴の剣 の尾 は長 く、 巴の中位 で消 えて いる。圏文 を外周 に形成 す る。 直径13.

8cm、 瓦 当の厚 さは2.4cmを はか り、丸瓦 は接合部 か らわず か に残 して い

る。(525-SX317土 坑 出土)531が 近似 す る。

軒 丸瓦H一 右回 り三 巴文を内区に、珠文15個 前後 を外区 に配置 した軒 丸瓦で

あ る。 巴の剣 の尾 は比較的長 く、次 の巴の剣部基 部で、 それに接す ることな く消

えてい る。残存径7.1cm、 瓦当の厚 さは2.1cmを はか る。(517-SX

298土 坑 出土)

軒 丸瓦L一 右 回 り三 巴文を内区に、珠文20個 前後を外 区に配置 した軒丸瓦で

ある。 巴の剣の尾 は比較的長 く、次 の巴の中位で、それに接 する ことな く消 えて

いる。残存 径7.5cm、 瓦当の厚 さは1.9cmを はか る。(518-SX31

7土 坑 出土)

桟瓦C存 幅17.5cmを はか る桟瓦 の平瓦部分 の破片 で あ る。 花 頭形

の中心飾 りの左右に簡素化 され た唐草 文を配 置す る。顎 は段顎 で比較 的薄 く、平

瓦 は接合部か ら9.5cm残 存す る。(519-2区 拡張区出土)

軒平瓦m一 残存幅20.4cm、 瓦当厚 さ1,5cmを はか る軒平 瓦の破片 で

ある。 内区 にはかな り退化 した花頭形 の中心 飾 りを配置 し、その左右 に均整唐草

文 を配 す る。顎 は段顎で比較的薄 く、平瓦 は接合部 か ら16.cm残 存 す る。(5

20、521一 包含層出土)

軒平瓦B-一 残存幅13.Ocm、 瓦当厚 さ2.2cmを はか る軒平瓦 の破片で

あ る。 内区に はかな り退化 した花頭形 の中心飾 りを配置 し、 その左右 に均整唐草
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平瓦C

和泉瓦O株 式会社

刻印

平瓦D

平瓦E

第5面

軒丸瓦M

右回 りの三巴文、

珠文

軒丸瓦N

軒丸瓦0

刀子状鉄器

刀子

煙管吸い口A

文 を配す る。顎 は段顎 で比較的薄 く、平瓦 は接合部 か ら8.Ocm残 存 す る。 桟

瓦 の可能性 もあるが、丸瓦 を伴わ ない形状の もの と見 られ る。(522一 包 含層

出土)

平瓦C一 残存長15.Ocm、 残存幅21.Ocm、 厚 さ1.9cmを はか る平

瓦の破片であ る。凸面 には縦方向 のケズ リ、 凹面 にはナデ調整 が認 め られる。端

はヘ ラ削 りによ って調整 されてい る。 また木 口部分 には 「和泉瓦O株 式会社」 と

いう刻 印が認 め られ る。(556-2区 側溝出土)

平 瓦D一 長25.Ocm、 幅24.5cm、 厚 さ2.2cmを はか る平 瓦 の破 片

であ る。 凸面 には縦方向の カキ 目、 凹面 にはナデ調整 が認 め られ る。 端 はヘ ラ削

りによ って調整 されてい る。(557-2区 焼土層 出土)

平瓦E一 残存長24.4cm、 残存幅21.5cm、 厚 さ1.9cmを はか る平

瓦 の破片で ある。 凸面 に は縦方 向のカキ目、凹面 に はナデ調整が認め られる。5

58-2区 第4面 包含層 出土)

第5面

軒丸瓦M-一 残存径6.6cm、 残存長12.Ocmを はか る。 やや小型 の軒丸

瓦で ある。内区に右 回 りの三 巴文、周囲 に珠文 を配置す る。(527-SX40

5土 坑出土)537(5面 包含層 出土)

軒丸瓦N一 右回 り三 巴文 を内区 に、珠文16前 後個を外区に配置 した軒丸瓦で

ある。 巴の剣の尾 は長 く、次 の巴の尾 部先端 まで のび圏文をなす。 直径14.O

cm、 瓦当の厚 さは2 .2cmを はか り、丸瓦 は接合か ら欠損。(534-5面 包

含層 出土)

軒 丸瓦0一 右回 り三巴文を内区に、珠文12個 を外 区に配置 した軒丸瓦である。

巴の剣の尾 は長 く、 巴の中位で消えている。圏文 を外周 に形成 す る。 直径4.2

cm、 瓦 当の厚 さは2.Ocmを はか り、丸瓦 は接合部 か らわずかに残 してい る。

(536-SD413溝 出土)540(2区 拡張 区5面 出土)

(6)そ の他 の遺 物

金属器類

刀子状鉄器 一一一残存長18.1cm、 幅0.9cm、 重量35.49を はか る

刀子状鉄器で ある。刀身部分 は長 さ14.2cmを はか り、刃 に該 当す る部分 は

錆 のため欠損部分 が 目立 っ。茎部 は刀身部分 に比較 して細 く、 幅0.4cmを は

か る。 なお出土部分 か ら見 て刀子 とな らない可能性 もあ る。 その場合 は単な る鉄

片 とい うことになろ う。(306一 第1区 表面採集)

刀子 一一一残存長8.1cm、 幅1.7cm、 重量15.29を はか る刀 子で あ

る。刀身の残存長 は3.Ocm、 幅1.3cmを はか る茎 部 は刀身部分 に比 較 して

細 く、幅0.9cmを はか る。刃 に該当する部分 は錆のため欠 損部 分 が 目立 っ。

(305一 第1区 第2面 、SX59土 坑出土)

煙 管吸い 口A一 全長5.5cm、 直径1.0～0.5cm、 重量6,29を はか る

煙管 の吸い口部分で ある。材質 は銅 を含 む金属であ る。形状か らごく普通 の大 き

さの煙管 に伴 うものと考え られ る。 吸い口部の逆部分 には竹の痕跡 がわず かに残

されてい る。(304一 第2区 、第4面SD250溝 出土)
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煙管吸い口B

煙管吸い口C

煙管雁首部分破片

銭貨類

寛永通宝A

寛永通宝A

寛永通宝A

寛永通宝A

寛永通宝A

寛永通宝A

その他の銭貨

半銭

五銭

1/2銭

外国銭貨

紹定通宝

煙管 吸い口B一 全長5.8cm、 直径0.8～0.3cm、 重量5.29を はか る

煙 管の吸い口部分で ある。材質 は銅 を含む金 属であ る。形状か らごく普通 の大 き

さの煙 管に伴 うものと考え られ る。 なおAと ほとん ど形状 は同 じで ある。(30

3一 第2区 、第5面 包含層出土)

煙 管吸い口C一 全長4.9cm、 直径0.8～0.4cm、 重量5.89を はか る

煙管の吸い口部分 である。材質 は銅 を含む金属であ る。形状か らやや小型の煙 管

に伴 うもの と考 え られる。 なおAと ほとん ど形状 は同 じであ る。(301一 第2

区、第5面 拡張 区出土)

煙管雁首部分破片 一残存長7.Ocm、 直径1.1～0.8cm、 重量15.49

をはか る煙管 の先端部分 の破片であ る。煙草 を入れ る雁首部分が欠損す るが形状

か らか な り長 い煙管 である ことが推定 される。既述 のA、Bの いず れと も組み合

わせ にな らな いものである。(302一 第2区 第3面 一SX301土 坑 出土)

銭貨類

寛永通宝A-一 直径2.8cm、 重量4.69を はか る寛永通宝 である。背面 に

は波形紋様が見 られ る。文政4年 初鋳、江戸浅草橋場町(310-一 第2区 排 出

土)

寛永通宝A-一 直径2.4cm、 重量2.89を はかる寛永通宝 である。背面 は

無地 である。(311-一 第2区2面 出土)

寛永通宝A-一 直径2.4cm、 重量2.49を はかる寛永通宝 である。背面 は

無地 である。元文2年 初鋳、江戸深川 亀戸(312-一 第2区3面 一SX252

土坑 出土)

寛永通宝A-一 直径2.4cm、 重量3.29を はかる寛永通宝 であ る。背面 は

無地 である。(323-一 排 出土)

寛永通宝A-一 直径2.3cm、 重量2.49を はかる寛永通宝 であ る。背面 は

無地 である。(324-一 第2区 第3面 拡張 区出土)

寛永通宝m一 直径2.3cm、 重量3.29を はかる寛永通宝 であ る。背面 は

無地 であ る。元文2年 初鋳 、江戸本所小梅(325-一 第2区 第2面 包含層出土)

この ほか28枚 の寛永通宝 と考 え られ る銭貨 が出土 している。 これ らの表面文字

は解読不可能 な ものが多いが、 その形状大 きさか らほぼ寛永通宝 とかんがえて大

過 ないだろ う。

その他 の銭貨

半銭 一一一直径2.2cm、 重量3.49を はか る銅貨で ある。明治13年 発行。

(326-一 第2区SX1土 坑出土)

五銭 一 一一直径2.Ocm、 重量4.69を はか る銅貨 である。明治31年 発 行

(327-一 第2区 包含層出土)

1/2銭 一直径2.2cm、 重量3.49を はか る銅貨 であ る。明治16年 発行。

(328-一 第2区 包含層出土)

外国銭 貨

紹定 通宝 一直径2,4cm、 重量3.29を はか る銅貨 であ る。背面 には 「文」

の文字 が見 られ る。(32g-一 第2区 排 出土出土)
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開元通宝

土人形

陶器人形

磁器人形

泥 メ ンコ

図41出 土銭貨拓影

開元通宝 一直径2.4cm、 重量3.29を はか る銅貨 である。中国唐時代 に初

鋳 された ものであ る。(330-SX59土 坑 出土)

玩具 ほか

土人形 一 一一残存長7.2cm、 重量33.29を はか る土人形で ある。童子 を

表現 してお り、顔 の部分が欠損。地元泉州地域 の産 と見 られ る。(193一 第2

区第4面 出土)

陶器人形 一一残存長4.6cm、 重量16.09を はか る陶器の人形であ る。翁

の顔が表現 されてお り、顔面 には茶色 の釉 が見 られ る。詳細 は不詳。(136一

第1区 、包含層 出土)

磁器人形 一一残存長10.6cm、 重量47.49を はかる磁器製 の女性 の裸体

人形であ る。全体 に白 く、特 に彩色 は認 め られない。女性 の全身を表現 した もの

であ るが、首か ら上位 を欠損。用途 にっいては不明であ る。(124一 第1区 、

第2面 包含層 出土)

泥 メ ンコー一直径4.3cm、 厚 さ1.9cmを はか る円形 の泥 メ ンコであ る。

(150-SX140土 坑出土)

不明土製 品一直径3.1cm、 厚 さ1.8cm、 重量7.49を はか る土 製 品で あ

る。(200一 第2区SP77出 土)

(6)小 結

今回出土 した遺物 にっ いて、土器類、陶器類、磁器類、瓦類、金属器類、 その

ほか に区分 して各 々記述 して きた。 それ らの遺物 はいずれ も、調査 の各段階 に出
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土 したことは間違いないが、攪乱 もしくは土坑 とした遺構か らの遺物 は、必ず し

も当初の考え通 りの層、あるいは生活面か らのものであるとは断定できなかった

もの も若干認められる。これ らの遺物は、あるいは同時期の遣物相を原則 とす る

生活面の理解にとって、やや問題になる遺物である可能性 も十分にある。 しか し

それ らを現状では排除するための適当な理由づけは困難であると言わざるを得な

いo

今後当該時代の資料の増加をまって再び、 これらの資料を検討 したいと思 う。

なお、本章の陶磁器の記述にっいては、堺市教育委員会森村健一氏の参加協力

をえた。(中 村、寺嶋、田之上、中池)
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第4章 貝塚寺 内町に関す る調査記録

一既往の発掘調査の概要 一

は じめ に

各年度の発掘調査

1984年 度

1.は じめ に

貝塚寺内町にっいては、古文書や建築学の分野が比較的早い段階か ら研究に着

手 していた。地下の遺構、遺物の研究を中心とする考古学の分野では、その対象

とする時代が新 しいこともあり、近年まで大きな関心を集めていなかったといっ

て も過言ではない。 しか し近時の急速な開発の進展 は、考古学の対象を大 きく広

げることにもなった。 とりわけ、その時代の範囲が、若い時代、すなわち中世、

近世 はもちろんのこと、近代、現代 に至る時代までも範疇に入れた発掘調査が行

われるようになってきている。貝塚寺内町にっいても主 として関心は、町並みの

保存 に集中していたきらいはあったが、その町並み地域の再開発が頻繁に行われ

るに至って状況は変化 しっっある。即ち埋蔵文化財に対する関心が増加 し、従来

の文書中心の研究か ら、考古学資料をも含んだ総合的な研究へと発展 しつっある。

今回の調査にっいても、当初か ら古文書をはじめとする分野の研究者の参加協力

を得ながら進めてきたっもりである。調査成果としては、既に記述 した内容があ

るが、 ここであらためて研究の原点 に立っ必要もあり、既往の調査の成果の概要

を集成 した。各調査の担当者の報告書により作成 したが、あくまですべてを収録

していないこともあり、充分報告書の意図をくみ取 っていない箇所もあるかもし

れない。 この点、お許 し願いたいと思 う。

2.各 年度 の発掘調査

一1984年 度 一

調査期 間一昭和59年 度

対象地 一一 幅1.5m、 長 さ5.Omの トレンチおよび グ リッ ド2ケ 所

層序 一一人工攪乱盛土層(0.3-0.6m)、 淡黄色土層(1.1-0.15m)の2層

検 出遺構

N-33-Wに 主軸方 向を求 め る一 直線 の石列、石 は径25-50c皿 ほどの砂岩系 自

然石、北東面 は一様 に配石 に面 を もっ。状況か ら数段 の重 な りが あった もの と見

られ る。配石遺構 の丁 寧な造 り方 お よび西南側の地 山面 の高 ま りな どか ら、石垣

状遺構 の可能性 を持っ。

出土遺物

大量 の陶器類、瓦類を検 出。染付 、備前、土師器などがある。その ほとん どが

人工攪乱層 か らである。配石遺構 に伴 う遺物 はまった く見 られなか った。

ま とめ

現地表面、即 ち再建本堂 にかか る基礎部分か ら遺 構基 底部 まで の深 さが0.9-

1.Omと かな り深 く、 また配石遺構 の軸線 が現在 の本 堂 に くらべ方位 を異 に して
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1992年 度

北町

1994年 度

南町

いることか ら、現本堂再建時よりも古い時期の施設と考えられる。さらに絵図に

石垣などの記載のないことから、それ以前施設と見 られる。少なくとも江戸時代

初期から信長焼 き討ち(1577年)に よって焼失 した施設の遺構の可能性が考えら

れている。

文献

「貝塚市遺跡群発掘調査概要V皿」、貝塚市埋蔵文化財調査報告9、1985、 貝塚市

教育委員会

一1992年 度 一

調査期間一平成4年9月16日 一平成5年9月17日

対象地一貝塚市北町38-5

規模一東西方向幅2m、 長さ5.5m、 東側に幅1.5m、 長 さ1,2mの2ケ 所の調査区

を設定。

層序一人工攪乱層(0.2-0.5m)、 暗灰褐色土層(0.2-0.3m)の2層 と地山層

(黄色粘土層)

検出遺構

1区 一溝2、 石垣、2区 一遺構は検出されず。

出土遺物

攪乱か らの出土 したものとその下の暗灰褐色土か らの出土がほとんどである。

攪乱からは陶器、磁器、瓦片が出土 している。また、暗灰褐色土からは磁器、瓦

片を出土 している。瓦片は火を受けていると考えられるものが出土 している。器

種は碗が最 も多 く、甕、皿、徳利といったものも出土 している。

まとめ

遺構の性格にっいては出土遺物もな く時期にっいても決定が難 しいが溝につい

ては寺内町成立以前の遺構の可能性がある。

文献

「貝塚市遺跡群発掘調査概要15」、貝塚市埋蔵文化財調査報告29、1993、 貝塚

市教育委員会

一1994年 度 一

調査期間一平成5年7月8日 一平成5年7月9日

対象地一貝塚市南町1123他

規模一 「口」の字型をなす約66㎡

層序一暗灰混粘質土(第2層 、0.2m)、 黒褐色粘質土(第3層 、0.15m)、 灰黄

色、灰色混粘質土(第4層 、0.3m)、 暗灰色粗混粘土質(第5層 、0.2m)

検出遺構

土層の状況からす ると、第1層 は今回の開発にかかる盛土であり、第4層 は土

間状にっき固められており、開発地の既設建物にかかわるものと思われる。第2

層、第3層 の順 に盛 り土 したような状況を呈 し、現代盛土 とはかかわりのないこ

とは考え られるが、層の意味にっいては判断が難 しい。既設の建物 は、江戸時代

であったとの話であるが、確認はとれていない。

出土遺物
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1995年 度

中

近木

第2層 か ら 「伊賀 ・信楽 系」 といわれる陶器、匣鉢、 タナ板等 窯道具が多量 に

出土 した。一部、染付等 も出土 した。

文献

「貝塚市遺跡群発掘調査 概要16」、貝塚市埋蔵文化財調査報 告32、1994、 貝塚

市教育委員会

一1995年 度 一

調査期間 一平成6年3月10日 一平成4年3月11日

対象地 一貝塚市 中1543(慶 安元年絵 図照合で は寺内町南東東端の堀部分 と推定)

規模 一幅1.5m、 長 さ7mの トレンチ

層序 一暗茶色砂質土(第1層 、0.3m)、 明黄灰色土(第2層 、0.07-0.15m)、 灰

色砂礫(第3層 、0,2-0.3m)と 地 山(黄 色礫土層)。

検 出遺構

第2層 と第3層 で は接合 関係 を持 っ遺物が あり、黄色礫上 にやや低 くな ってい

た荒地 を第3層 によって盛土 し、そ の後 に第2層 を入 れて整地 し、宅地化。

出土遺物

近世未前後の陶磁 器、瓦等 が多数 出土 した。 大部分 は第2層 、第3層 よ り出土、

各 々の層で は接合関係があ る。時期 的にはやや古 い もの も含 まれ る。肥前系染付

に対 し瀬戸系染付が多 く、19世 紀中 頃か ら後半 頃の時期が与え られ る。

文献

「貝塚市遺 跡群発 掘調査概要17」、貝塚市埋 蔵文化財調査 報告35、1995、 貝塚

市教育委員会

調査期間 一平 成6年4月20日 一平成6年4月22日

対象地 一貝塚市 近木926-1(寺 内を巡 る堀内側 の土塁部分にあたると推定 され る)

規模 一幅1.5m、 長 さ10mの 並行す る2ケ 所の トレンチ

層序 一現代土、黒色土(第2層 、0.08-0.2m)、 暗灰黄色土(SX101)、 オ リー

ブ黒色土(第3層 、0.1-0.15m)、 暗 オ リーブ色土(第4層 、0.15-0.2m)、 地 山

(灰黄色礫)

検 出遺構

各調査区 と もに地 山面上 にて検出 した。現代 に削¥1さ れた部分以外 は、 ほぼ全

面 か ら遺構が検出 され、 時期 は19世 紀後半頃 と思 われる。主 な遺構 としてSX1

01遺 構、SX201溝 、SX202土 坑、SX203溝 な どがあ る。

出土遺物

各遺構か ら陶磁器、瓦片等 が多数 出土 した。 トレンチ調 査によ る部分発掘で あ

るため、遺物の一括 性 とい う点で は弱 いが、一応 の内容 はもってい る。

以上が、既 に発掘調査 が行 われ、且っ報告 されている部分の概要 である。 この

ほかに も開発申請 に伴 って、立 ち会 い調査、試堀調査 を実施 した箇所 は多 いが、

何 れ も当該開発行為が、遺構面 や遺物包含層 に達 しなかった場合 や、 なん ら遺構

遺物 を確認 しなか った ものな どがあ り、 これ らは概要報告に は加 えていない。

(前川、 中村)
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図421984年 度調査 位置図 遺構実測図
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図431984年 度調査 出土遺物実測図
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図441992年 度、1994年 度調査 位置図遺構実 測図
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図451992年 度調査 出土遺物 実測図
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図461994年 度調査 出土遺物実測図
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図471995年 度調査位置図 遺構実測図
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図481995年 度調査地(1)第3層 出土 遺物実測図
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図491995年 度調査地(1)第3層 出土遺物実測図
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図501995年 度調査地(1)第2層 出土遺物実測図
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図511995年 度調査 地(1)第2層 出土遺物実測図
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、

図521995年 度調査地(n)SX101出 土遺物実測図

90一



図531995年 度調 査地(II)SX101出 土遺物 実測図
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図541995年 度調 査地(∬)SX201出 土遺物実測 図
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第5章 結 語

貝塚寺内町の西端 について

一今 回 の調査 か ら一

大谷女子大学 中村 浩

1。 は じめ に

貝塚寺内町は、近世の町屋の町並みが、現代にあってもよく保存され地域とし

て、あるいは寺内町の代表的な例として注目されている。 これら寺内町は、浄土

真宗の願泉寺御坊を中心 として、周囲に土塁や濠を巡 らせ、独立 した都市として

の機能を有 している。

貝塚寺内町は、貝塚市の西北海岸部に位置する南北約800メ ー トル、東西約

550メ ー トルの範囲に広がる。願泉寺を中心とする都市遺跡である。寺の草創

は、天文14年(1515)根 来寺僧右京坊(卜 半斎了珍)を 迎えて住持 とし、

天文19年(1550)一 向宗道場を再興 したにはじまる。天文24年(155

5)に は石山本願寺下、貝塚寺内として取 り立てられ、天正4年(1576)織

田信長の石山本願寺攻撃の際、紀州雑賀、根来勢力や泉南諸村の門徒勢力の拠点

となった。 このため翌5年(1577)信 長に攻められ、ことごとく焼土と化 し

た。やがて石山本願寺の明け渡 しとともに、再建され、後の慶長12年(160

7)に は准如か ら、願泉寺の寺号が与え られた。

寺内運営の主導権は門徒住民であったが、次第に御坊住職に権限が移 り二代了

閑代には貝塚寺内地領 としての、 卜半氏の封建領主制が確立された。以後、その

支配は幕末まで及ぶ。 とくに江戸初期の絵図によると、寺内町は海岸部を除き、

東、南、北の各境界には濠を巡 らせていたとされている。なお当該寺内町の発展、

および歴史にっいては、文献資料のうち代表的なものについて別途掲載 している

ので、それ らを参照 されたい。

2.発 掘調査 の実施

筆者 らは民間マンション建設に伴 い、貝塚市西町に位置する貝塚寺内町遺跡の

うち約1500平 方メー トル(延 約5000平 方メー トル)を 対象として平成7

年8月21日 ～10月1日 の期間、発掘調査に参加 してきた。すでに本書によっ

て、当該調査の成果にっいては記述 してきた。とくにこの調査によって、従来明

らかにされていなか った海岸線部分 にっいて精査を行い、寺内町を区画する閉鎖

施設の存在が確認されるに至 ったのが、当該調査での重要な成果の一っである。

以下、その後の調査で明らかになった絵図の存在 とともに若干記述 し結論にか

えたいと思 う。
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発掘調査で貝塚寺内町の西側を区画 していたと思われる土塁が検出された。調

査では、一連の遺構番号か ら、SA403土 塁およびSA403土 塁拡張部 と命

名呼称 しているものである。

この土塁は断面台形を成 し、底部の長さは1.9メ ー トル、上部の幅0.9メ ー

トル、高さ0.8～0.64メ ー トルをはかる。東西の延長は明 らかではないが、

今回検出 した延長は15.8メ ー トルである。土塁は、地山の砂を30～40戦

地前後掘 り下げてから上部まで、約20～35セ ンチ前後の炭を混 じた粘土質土

のブロックを、順次堆積させて固める版築という方法によって構築されているる

また今回検出部分の、ほぼ中央に石垣を築き、幅0.9～1.0メ ー トル前後を

はかる一部通路状の切 り通 しを設置 している。これは堤の一部を出入 り口として

限定 し、土塁が一定の防御機能を持たせたということを想起させる。なお当該土

塁は大阪湾から襲 う大量の砂の害を未然に防止する目的で設置された砂防堤の可

能性 も十分ある。いずれにしても土塁か ら海側には、3面 か ら下層の各面 ごとに

は簡易の建物(短 期使用 しか考えていない)が 見 られるが、土塁の内側すなわち

海の逆側部分には見 られない。

さらに土塁が、町並の区切 りに沿 って南北に続いており、当該土塁 は寺内町の

町並区画と無関係に設置されたものでないことが明らかである。 なお一般建物に

伴 う土塀 という見方 もあるが、そうであるなら、その内側に礎石などを伴 う本格

的建物の痕跡が近接 して確認されるはずであるが、それがない。 また生活痕跡地

域とする部分からは少な くとも数十メー トルの距離があり、ほかの建物周辺で は

確認 されていないし、あえて南北に走 らせる意味がない。

なお当時の海岸線との關係から考えると、当該土塁は波打ち際か らは、やや陸

地側に設定 され、防波堤の役割は持 っていない。出土遺物は陶 ・磁器 ・瓦が大半

である。陶 ・磁器については、地元産のものや九州、東海などか ら運ばれたもの

もある。 このほか土錘や塩壷などがあり、海浜集落に近い状況 も見 られる。

以上が考古学上の所見であるが、 これ らとの寺内町の關係古文書との対比で は

いかなることが推定されるのであろうか?

3.古 文書 との対比

従来、西側は海岸であり、何 ら区画する構築物はなか ったと考え られ、慶安元

年(1648)年 の寺内町絵図には記載がない。以後の絵図のいずれにも記載が

見 られないと考えられていた。

『卜半記録』によると元禄9年(1696)8月14日 、貝塚寺内書上を大坂

奉行所へ提出した記録がある。さらにそれ らの記録に添え られていた 『町並み絵

図』がこのほど発見された。そこには、明 らかに西側の海岸線部分に 「海岸通 り、

六町半」 という文字が認あられ、さらに海岸線に沿 って街路の痕跡が黒々と記 さ

れている。

その記載文書 とは 「摂河泉文庫」(代 表南川孝司)が 保管する 『元禄九年八月

十四日付けの寺内町絵図』である。先の 『卜半記録』元禄九年八月十四日、貝塚

・,



寺内書上にも同様の記述があり、 これらか ら 「海際通 り」という街路が存在 した

ことが分かる。

なお今回の調査では撹乱のため、明瞭な街路 は明らかにしえなかったが、その

街路 に沿 って先の土塁が位置していたと見るのが、状況からもっとも妥当と考え

られる。 ここに貝塚寺内町の西側を区画する施設の存在が、文献、考古学の両者

から確認されたということになろう。

4.結 語 にかえて

以上、今回の発掘調査 にっいて簡単に成果の一端を紹介 した。調査面積に対 し

て遺構、遺物の検出量が少ない。 しかし立地条件が海岸地域であったということ

を考慮に加えると納得できよう。今後鋭意関連資料の検討作業が進めば、当該地

域および貝塚寺内遺跡の解明、研究が大きく進んでいくであろう。その際の資料

の一つになり、かっ研究の進展に寄与することがあれば幸いである。

最後になったが、このような機会を与えて頂いた関係機関の方々に対 し、深 く

感謝するものである。
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付論1 貝塚寺内町遺跡の花粉化石

1.概 要

花粉化石の検討は、大阪府貝塚市に位置する貝塚寺内町遺跡の中 ・近世の堆積

層から採取された6試 料である。以下に各分析試料の特徴を示す。

1.SE532(灰 褐色砂層)灰 褐色粗粒砂～細礫

2.SE544灰 褐色粗～極粗粒砂

3.SE559(灰 褐色砂層)灰 褐色粗～極粗粒砂

4.SE716灰 色粗～極粗粒砂

5.土 塁下層部分 黒褐色粘土質 シル ト

6.土 塁直下の床面 浅黄色シル ト質粗～中粒砂

処理 は、試料約3g～60gを10%KOH(湯 煎約15分)一 傾斜 法 に よ り砂 を除

去 一48%HF(約30分)一 重液分離(比 重2.1)一 アセ トリシス処理の順に行 った。

プ レパ ラー ト作成 は、残渣 を蒸留水 で適量 に希釈 し、 タッチ ミキサ ーで十分撹 拌

後 マイクロピペ ッ トで取 りグ リセ リンで封入 した。

同定 はプ レパ ラー トの全面を計数 した。 この間に出現 した花粉化石の リス トと

主要花粉分布 図を示す(表1、 図1)。 出現率 は、樹木 は樹木花 粉数,草 本,胞

子 は総花粉胞子数 を基数 と して百分率で算出 した。 なお、図表中で複数 の分類群

をハ イフ ンで結 んだ ものは、分類群間 の区別 が明確 でない ものであ る。 また、樹

木 と草本があ るマメ科の各分類群 は区別が出来ないため暫定的に草本花粉 に含 め

て ある。

2.花 粉化石群集の記載と若干の考察

花粉化石 の出現傾向 は4っ の タイプに区分 され る。す なわ ち、樹木花粉 が比較

的高率 に出現す るNa2、 イネ科 が比較的多 く出現 す るNa1、 アブラナ科 が特徴 的

に出現 す るNa3・4及 び花粉 が出現 しないNa5・6で ある。

この うち、花粉が出現 しないNa5・6は コロイ ド状 の粒子を多量 に含 み炭片 を

伴 う。 また、堆積物が粗粒 で土塁 ない し床面 の堆積層で あることか ら、基本的 に

花粉量 が少 ない上 に、 さ らに酸化条件 の環境下 にあ ったため分解 ・消失 した可能

性 が高 い。

次 に、Na3・4で はアブラナ科が特徴 的に出現す るが、全般 に花粉量が少ない。

こうした花粉量が少ない要 因は、粗粒 な堆積物が卓越す る堆積環境 に起因す るの

であろ う。一方、中 ・近世 には大阪周辺 では多 くの地点で アブラナ科花粉 の多産

が見 られ(パ リノ ・サー ヴェイ(株),1992な ど)、 これ らは慶長(1596・1615年)、

元和(1615-1624年)の 頃に盛 んに行 われていたアブ ラナ栽培(深 津,1975)に

よ ると考 え られ る。 こうした ことか らNa3・4の アブラナ科 の特徴 的な出現 はア
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表10貝 塚寺内町遺跡から出現した花粉化石の組成表

和 名 学 名

1 z 3 4 5 s

樹木
マキ属

マッ属 複維管 束亜属

マツ属(不 明)

コウ.ヤマキ属

スギ

イチ イ科 〒イヌ ガヤ科 一ヒノキ科
ヤマ モモ属

ハシバ ミ属

ハ ンノキ属

コナ ラ属コナ ラ亜属

コナ ラ属 アカ ガシ亜属

ク リ属

ニ レ属 一ケヤ キ属

エ ノキ属 一ム クノキ属

ウル シ属

カエ デ属

ウコギ科

Podocarpus

Pingssubgen.Diploxylon

Pinus(Unknown)

Sciadopゴ 亡ys

Cryptomeriajaponica(L.fil.)D.Don

T.-C.

Myrica

Corylus

Alnus

Quercussubgen.Lepidobalanus

Quercussubgen.Cyclobalanopsis

σas施 ηea

Ulmus-Zelkova

Oe1亡 ゴs吻hananthe

丑加s

Acer

Araliaceae

5

3

i

1

3

50

7

z

21

3

2

2

5

s

2

1

1

i

z

1

1

i

2

1

1

草本

イネ科

ギシギ シ属

アカザ科 一 ヒユ科

アブラ ナ科

マ メ科

ヨモ ギ属

他の キ ク亜科

タ ンポ ポ亜科

Gramineae

Rumex

Chenopodiaceae-A皿aran七haceae

Cruciferae

Leguminosae

Artemisia

otherTubuliflorae

Liguliflorae

58

1

3

1

2

16

33

2

1

1

43

2

2

1

97

i

シダ植物

イ ノモ トソウ属

単条 型胞 子
三条 型胞 子

Pteris

Monoletespore

Triletespore
3

3

1

2

1

樹 木花.粉

草 本花粉
シダ植 物 胞子

花粉 ・胞 子総数

不明花粉

Arborealpollen

Nonarborealpollen

Spores

TotalPollen&Spores

Unknownpollen

10

65

0

75

0

109

53

s

168

3

1

45

3

49

0

5

101

1

107

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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樹 木 花 粉 草本花粉 ・シダ植物胞子

シ
ダ

樹 草 植
木 本 物
花 花 胞
粉 粉 子

一

マ

ツ

属

複
維
管

マ 束

キ 亜

属 属

マ

ツ コ
属 ウ
^ヤ

不 マ

明 キ ス
v属 ギ

イ
チ
イ

科
i
イ

ヌ

ガ
ヤ

科

コ
コ ナ

ナ ラ
ラ 属

属 ア
レヤ ハ ハ コ カ
ヒ マ シ ン ナ ガ

ノ モ バ ノ ラ シ ク ヤ ノ ル コ イ

キ モ ミ キ 亜 亜 リ キ キ シ ギ ネ

科 属 属 属 属 属 属 属 属 属 科 科

エ

ノ

ニ キ

レ 属

属l

lム

ケ ク ウ ウ

他 タ
ア の ン 単 三
7ヨ キ ポ 条 条
フ モ ク ポ 型 型

ナ ギ 亜 亜 胞 胞

科 属 科 科 子 子

1

2

3

4

5

s

(・:1%以 下)0

図55貝 塚寺 内町遺跡の花粉分布図

100%

ブラナ栽培 と関係する可能性が高い。

Na1で はイネ科花粉が多 く出現 し、このイネ科花粉の大半はイネ属型からなる。

こうしたことから周囲で稲作が行われていた可能性がある。 また、Na1で は花粉

の保存 は比較的良いが、おびただしい植物遺体を含むため、相対的に花粉が少な

く評価 されているものと考えられるが、いつれにしろ堆積速度は速いようである。

Na2で は比較的多 くの花粉化石が得 られた。樹木花粉ではマッ属複維管束亜属

が46%と 高率に出現 し、針葉樹のスギや落葉広葉樹のコナラ亜属、ハンノキ属及

び常緑広葉樹のカシ類などを伴 う。草本ではイネ科やアブナラ科が比較的高率に

出現するが、単調な組成を示す。 このように、 この時期には針葉樹のマッやスギ

を主 とし、落葉広葉樹のナラ類や照葉樹林のアカガシ亜属などを混 じえた植生が

形成 されていたようである。また、周辺ではアブラナ栽培 も行われていたようで

ある。

3.引 用 文 献

深津 正(1975)ア ブラナ.週 間朝 日百科世界 の植物,61:1419.

パ リノ ・サーヴェイ株式会社(1992)小 阪遺跡 にお ける珪藻 ・花粉 ・植物珪酸体

か らみた古環境.大 阪府教育委員会 ・(財)大 阪文化財 セ ンター編 「小阪遺跡」:

561-582.
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図56貝 塚 寺 内 町 遺 跡 か ら出 現 した 花粉 化 石

1・2マ キ属 、Na23・4マ ッ属 複維 管 束亜 属 、No2

5-8ア ブ ラナ科 、Na49・10イ ネ科 、Nal(ス ケー ル は10μm)
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図57貝 塚 寺 内 町遺 跡 の花 粉 プ レパ ラ ー トの状 況

1:Na1.2:Na2.3:Na3.4:Na4.5:Na5.6:Na6.

(ス ケー ル は10μm)
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土塁下層部分の黒褐色 と灰白色部分に関するコメント

黒褐色部分 と灰白色部分 の元素分析を蛍光X線 分析を行 った ところ、元素 組成

的には有為 な差が認 め られなか った。 さ らに、両試料の灼熱減量(750度,3

時間)を 行 ったところ、黒 い部分 で10.3%、 白 い部分 で3.4%の 値 が得 られ た。

つま り、黒 い部分 は有機物量 が相対的 に多いことを示す。また、花粉のプレパ ラー

トでは コロイ ド粒子が卓越 し炭片 が特 に多 いわけで はな いことか ら、 この黒い部

分 は主 に腐植質が集積 した もの と考 え られ る。
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付論2 貝塚寺内町遺跡における考古地磁気

㈱ 夏 原 技 研

貝塚寺内町遺跡で発掘調査された遺構の焼土から、考古地磁気年代推定用の試

料を採取 した。その熱残留磁気測定結果について報告致 します。

1.考 古地磁気年代推定の基礎

磁石は北を指す。地球には地磁気が存在するためである。地磁気はベク トル量

であ り、ある地点における地磁気を記述するために、方向(偏 角 と伏角)と 大き

さ(全 磁力)が 必要である。一般に、磁気コンパスの磁針が指す北(磁 北)は 、

真北(地 図の経線方向)か らずれている。 この磁北 と真北の問の角度が偏角であ

る。磁針をその重心で支え、磁南北 と平行な鉛直面内で自由に回転できるように

すると、北半球では磁針のN極 が水平面の下になるように傾 く。 この傾斜角が伏

角である。貝塚市の現在の偏角は約6.7°Wで 、伏角 は約48° である。 また、

全磁力は、約0.45エ ルステッドである。 これら地磁気 の三要素(偏 角 ・伏角 ・

全磁力)は 観測する地点によって異なる値になる。全世界の地磁気三要素の観測

データの解析から、現在の地磁気分布は、地球の中心に棒磁石を置いたときにで

きる磁場の分布に近似される。 この棒磁石の軸方向は、 自転軸か ら約11.5度

傾いている。 この磁軸と地表との交点が地磁気北(南)極 である。

地磁気は絶えず変動 し、時代 と共にその地磁気北極の位置を変える。従って、

ある地点で観測 される偏角 ・伏角の値 も時代 と共 に変化する。方向だけではな く、

大きさ(全 磁力)も 変化する。 この変動を地磁気永年変化 と呼んでいる。

歴史時代の地磁気永年変化は,岩 石や焼土の残留磁化の測定を基礎 とする考古

地磁気測定 によって明らかにすることができる。どんな物質で も、ある(強)磁

場中に置かれると磁化を帯び、そ して磁場が取 り除かれると、普通の物質か らは

磁化が消える。 しかし、強磁性物質(磁 石になれる物質)で は、外部磁場が消え

て も磁化が残る。 これが残留磁化である。残留磁化の強 さや安定性は、磁化を獲

得する時の条件によって異なる。残留磁化はその獲得方法の違いによっていろい

ろな名前で呼ばれる。考古地磁気学で地磁気の化石として最 もよく利用するのが

熱残留磁化である。岩石には小量の強磁性粒子(赤 鉄鉱や磁鉄鉱などの鉄の酸化

物)が 含まれている。火成岩では、高温のマグマの状態か ら冷えて岩石になる過

程で、強磁性粒子がその時の地磁気によって磁化を帯び、冷えてか らはその残留

磁化を保持 し続ける。 これが熱残留磁化である。土 も焼かれると、冷却の過程で

同様の熱残留磁化を獲得する。熱残留磁化の性質を簡単にまとめると、次のよう

になる。岩石の誕生時または土が焼かれた時の地磁気方向を記録 していて、その
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大 きさは地磁気 の大 きさに比例 し、何億年 もの長 い期間で も変質 しない。 これ ら

の性質 によって、地磁気 の化石 と して利用が可能 なのである。Hirooka(1971)に

よ り遺跡 の焼土 の熱残留磁化測定か ら求 め られ た過去2,000年 間 の西南 日本 に

お ける偏 角一伏角 の変化 を図1に 示す。偏角 は20°Wか ら15°E、 伏角 は35

°か ら60° の間で変化 して いる
。 図1の よ うな地磁気永 年変化 の標準 曲線 が

得 られ ると、逆 に、年代 の確かでない遺跡 の焼土の残留磁化 を測定 し、永年変化

曲線 と比 較す る ことで、その年代 の推定 を行 うことがで きる。 これが考古地磁気

による年代推定で ある。 この方法 は、14C法 や フ ィッシ ョン ・トラ ック法 のよ う

な放射(絶 対)年 代 測定法 とは異 な り、 それだ けで独立 して年代 を決定できない。

普 通、偏 角 と伏角の組合せで永年 変化曲線か ら2つ か3つ の候 補年代 が出て く

る。その うちの何れを採用す るか は、考古学的推定 に頼 ることにな る。

2.試 料 の採取 と測定

2m試 料採取方法

遺構の焼土か ら次の様な手1順で試料を採取する。

1焼 土面に先の尖ったハ ンマーで、1辺 が数Cln程 度 の立方体試料 を取 り出す

ための溝を、試料が床面か ら外れないように、手で押さえながら丁寧に掘る。

2溝 を掘 り終わった後、掘り込み作業中に試料表面についた砂や石を刷毛で丹念

に取 り除 く。

3薄 く溶いた石膏を ビニール袋に入れ、試料全体にかけて表面を補強する。

4乾 燥後、やや固めの石膏を試料上面にかけ、1辺5cmの 正方形のアル ミ板 をす

ばやく押 しつける。石膏が固まるのを待 ち、アル ミ板を外す。

5.アル ミ板を用いて作 った平面の最大傾斜の方位と傾斜角を、考古地磁気用磁気

コンパ ス(Hirooka,1971)で 測定 し、平面上に方位測定位置を示すマ ーク

(平面を定義する3っ の点)と 試料番号を記入する。

6.ハンマーで試料を掘 り起 こし、試料の底面を石膏で補強し、新聞紙等に包み持

ち帰る。

2-B試 料整形方法

遺構で採取 した試料 はそのままで は測定で きないので、試料整形を以下 のよ う

に行 う。

1.試料 を1辺3.5c皿 の立方体 に切断す るたあに、 プ ラスチ ックの型板(34×34

mmの 正方形)を 利用 し枠取 りの線 を引 く。 この時、型板 のマークと試料表面 の方

位測定位置を示 すマー ク(3点)を 合わせる。

2試 料温度が上 がるのを防 ぐために冷却水 をか けなが ら、ダイヤモ ンド・カ ッター

で1面 ずつ切 断する。切断面が崩 れないよ うに石膏 で補強 し、次 の面 の切断 を行

う前 に試料を充分乾燥 させ る。 この作業 を5回 繰 り返 す と立方体 試料 が得 られ

る。

3試 料表面にっいた余分 な石膏 をカ ッターで削 り落 とす。
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2-C残 留磁化測定

残留磁化 は、当社製 の リング ・コア型 ス ピナー磁力計 で測定 した。 この磁力計

は宇宙空間の磁場計測用 に開発 された リング ・コア型 フラックスゲー トセ ンサー

を利用 して製作 しています。

1～10-6emuの 残留磁化 が測定で きます。

立方体試料を専用ホル ダーに装着 して各面 ごとに磁化 を測定 して、合計6回 の測

定 を行 い北向 きの成分,東 向 きの成分,鉛 直 の成分 を求め る。

2mデ ータ整理

測定結果として得 られるデータは、試料に設定 した座標に対するものなので、

試料を遺構のもとの位置に戻 した時の真北を基準方向とする座標に対するものに

変換 しなければならない。そのためには、試料が残留磁気 を獲得 した時の位置

(地理的緯度,経 度)、 および方位(試 料の一つの基準面の走向,傾 斜)が 必要で

ある。位置については、2万5千 分の1程度の縮尺の地形図から、その遺構の緯度,

経度を読み取ればいい。方位は、試料採取の作業で磁気 コンパスを使 って測定 し

ている。磁気 コンパスの方位は、磁北に対するものなので、真北に対する方位に

直すために、試料採取地点の現在の偏角分を補正する必要がある。現在の地磁気

偏角は、国土地理院の偏角分布の実験式か ら求めることができる。

測定にはいろいろな要因での誤差がっきものであるため、一っの遺構か ら8～

10個 程度の試料を採取 している。 これ らの試料の個々の測定で得 られた偏角

(Di),伏 角(li)か ら平均値(Dm,Im)を 求める。 ここで用いる統計学的方法

はFisherに よって確立されたものである。各試料の測定値を、方向(Di,Ii)

の単位ベク トルとして取 り扱 う。

まず、n組 の(Di,Ii)よ り

NeΣcosli・cosDi(北 向 き の 成 分)

EeΣcosli・sinDi(東 向 き の 成 分)

Z=Esinli(鉛 直 の 成 分)を 求 め る と 、 合 ベ ク トル の 大 き さR,

お よ びDm,Imは,

R=(Z2十N2十E2)1/2

Dm=tan-`E/N

Im=sin-1Z/Rで 与 え られ る。

こ の と き、 信 頼 度 係 数kは 、

k=(n-1)/(n-R)と な る 。kが 大 き い ほ ど、 方 向 の 集 中 は よ い 。 よ

く焼 け た 窯 跡 で は 数 百 の 値 に な る。

誤 差 角 αg5は 、 危 険 率5%と し て

αg5=cos-1[1-(n-R){(20)1/(n-1)-1}/R]で 与 え られ る。 α,,が 小 さ

い ほ ど 、 方 向 の 集 中 は よ い 。 よ く焼 け た 窯 跡 で は数 度 以 内 に な る 。

これ よ りDm,Imの そ れ ぞ れ の 誤 差 の 幅 と して 、

δD=αg5/COSIm(偏 角 誤 差)
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δ1=α ・・(伏 角誤 差)

が求 め られ る。

以上のよ うに して得 られた計算結果を、一 っの遺構を代 表す る考古地磁気 デー

タと してい る。 ㌔

なお、考古地磁気年代推定 の原理 や測定方法 について は、中島 ・夏原(1981)

に詳 しく解説 されている。

3.残 留磁化測定結果

発掘調査された貝塚寺内町遺跡の焼土より

38個 の考古地磁気用の定方位試料を採取 した。その熱残留磁気を測定 した。熱

残留磁気測定結果を表一1,図2に まとめた。現在の地磁気偏角の補正 は、国土

地理院の1990年 の磁気偏角図から読取 った6.7°Wを 使用 した。

図2か らあきらかなように磁化方向は大きくばらついた結果となった。 この測

定結果での年代推定を行うことは不可能である。

北を向いた試料や南を向いた試料が混在 しており大きな撹乱を受けたと思われる。

磁化強度は約10-3emuで あり、焼土 としては通常の試料と比べて非常に高温の

火を受けたことを示す。

今回の測定結果の解釈の際や今後の測定試料の採集する際に参考となる点をあ

げます。 丶

考古地磁気による年代推定の最 も基本的な原理は、測定により土が焼かれた時の

時代の地磁気の北の方向を復元 して、すでに明かになっている過去の地磁気の方

位と比較す ることである。従って、焼土が冷却後に動いていないことが非常に重

要である。 これは、移動 していないのみならず同 じ位置でも回転を してはな らな

い。回転に対 しては考古地磁気測定 は大変弱 く、数度の回転が致命的な影響を与

える。窯跡などでは大きな回転等を受けることは少な く、炉跡などのあまり高温

になっていない焼土は機械的強度も弱 く、移動,回 転が大 きな問題となる。特 に

炉などからかき出した場合の焼土の測定の場合には無意味な測定 しかできないこ

とになる。そのような場合には焼土と炭が混在 したり、炭化物の上に焼土が重なっ

ていることが多いので試料採集時に注意が必要である。

今回の場合 も炭 と焼土塊が混ざってお り前述の通 り高温で焼かれた跡に撹乱を受

けた焼土を採集 したことになる。
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焼土一A

表一11熱 残留磁気測定結果

焼土一B

試料 偏 角 伏 角 強 度

番号 (°E) C° 〉 X70-3

K-1 4.1 28.3 7.62

K-2 15 41.6 4.33

K-3 一11 .5 22.3 6.73

K-4 一1 .1 43.2 2.22

K-5 62.4 70.0 1.35

K-6 8.2 10.0 2.29

K-7 .104.8 60.4 1.52

K-8 26.3 55.7 1.94

K-10 6.3 61.4 4.72

焼土 一C

試料 偏 角 伏 角 強 度

番号 (°E) (°) ×10-3

K-21 一44 .0

'59
.2 0.92

K-22 一67 .0 17:5 0.76

K-23 9.1 31.9 0.58

K-24 11.8 48.2 0.83

K-25 一96 .7 18.2 4.73

K-26 一114 .7 55.9 0.36

K-27 31.2 16.2 0.24

K-28 一41 .0 63.7 0.59

K-29 一127 .4 30.0 2.02

K-30 53.8 51.3 a.is

試料 偏 角 伏 角 強 度

番号 (°E) (° 〉 x10-'

K-11 110.8 一20 .9 1.91

K-12 55.9 64.5 0.57

K-13 134.1 22.5 0.84

K-14 一45 .3 一32 .3 1.37

K-15 126.3 37.5 19.2

K-16 一8 .7 2.5 7.45

K-17 一128 .9 一23 .9 12.6

K-18 一24 .3 30.3 9.75

焼土 一D

試料 偏 角 伏 角 強 度

番号 (°E) 〈° 〉 X10-3

K-31 34.9 16.6 4.64

K-32 一55 .5 一36.5 3.11

K-33 129.5 12.5 1.80

K-34 一80 .0 21.7 3.65

K-35 一80 .5 40.4 6.76

K-36 15.8 54.1 1.50

K-37 19.9 一20 .9 2.94

K-38 一25 .9 66.3 6.26

K-39 一74 .4 10.1 5.42
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図58広 岡(1977)に よ り西南 日本 の考古遺跡 焼土の測定から求 められた過去2000年 間の地磁気永年変化 曲線。
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図59各 試料の残留磁化方向の等面積投影図。
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〈参 考資料A>慶 安元年(1648)絵 図照合図(r貝 塚寺内町一町並調査報告書』、貝塚市教育委員会、1987年)

〈参 考資料B>享 保17年(1732)絵 図照合図'(同 書)
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〈参 考資料C>寛 政2年(1790)絵 図照合 図(同 書)

〈参考 資料D>明 治4年(1871)絵 図照合図(同 書)
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野
殿

醍
醐
殿

梅
小
路
殿

冨
小
路
殿

清
水
谷
殿

萩
原
殿

森
対

馬
守
殿

池
田
信
濃
守
殿

西
本
願
寺

興
正
寺

廻
縁
之
方

東
本
願
寺

因
州
侯

備
前
侯

荒
尾
但
馬

(

中

略

)

一
、
貝
塚
浦
問
屋
之
事

当
浦
安
永
比
迄
、
穀
物

・
干
鰯
等
近
国
之
小
船
而
巳
入
船

二
而
、
遠
国
之
大
船

ハ
入
着
無
御
座
、
入
用
米

ハ
兵
庫

・
大
坂

へ
少
々
宛
小
船

二
而
買
取
、
地
方
仲

買
江
売
渡
、
漸
塩
問
屋
と
申
名
目

ヲ
立
商
内
致
居
候
処
、
地
頭
β
右
塩
問
屋
之

者
江
助
成
致
遣

シ
、
問
屋
之
者
も
銘
々
二
相
励
ミ
、
遠
国
迄
客
廻
リ
船
差
出
、

五
拾
里

・
七
拾
里
も
引
船
為
差
出
候
右
、
追
々
諸
国
之
米

・
干
鰯

・
〆
粕
等
入

船

二
相
成
候
、
仍
天
保
年
中
塩
問
屋
之
名

ヲ
諸
色
問
屋
と
改
メ
申
候
、

其
比
問
屋
之
者
名
前

中
西
永
太
郎

嘉
中
惣
太
郎

岸
喜
右
衛
門

松
屋
安
太
郎

当
時
、
広
海
惣
太
郎

木
屋

て
い

大
岡
屋
佐
七
良

市
場
屋
藤
七

一
、
魚
問
屋
之
事

地
頭
支
配

二
而
相
応
之
者
見
立
支
配
為
致
候
事
、
前
々
β
何
等
御
届
不
申
上
候
、

一
、
青
物
問
屋
之
事

当
時
唐
津
屋

一
軒

二
而
御
座
候
、

一
、
大
工
職
之
事

境
内
之
大
工
職
之
者

ハ
、
前
々
β
中
井
家
之
支
配
受
不
申
、
仍
而
境
内
限
リ
相

働
、
他
所
江
稼

二
出
不
申
候
、

一
、
旅
籠
屋
之
事

当
所
宿
場

ハ
、

い
つ
比
6
之
初

メ
候
哉
不
知
、
本
陣

一
軒
旅
籠
屋
御
座
候
、
人

馬
継
立

ハ
隣
領
岸
和
田
β
相
勤
申
候
、

附
、
当
地

ハ
宿
拜
船
着
故
、
天
保
十
三
年
6
旅
籠
屋
之
外

二
泊
茶
屋
と
申
も

の
御
免

二
而
十
二
軒
と
定
、
食
焼
女
壱
軒

二
弍
人
宛
差
置
申
候
、

一
、
町
年
寄
之
事

地
頭
右
身
元
宜
敷
人
躰
見
立
申
付
候
、
尤
御
役
所
江
御
届
不
申
上
、
人
数

ハ
其

時
々
多
少
御
座
候
、

一
、
境
内
家
出
等
之
事

家
出
仕
候
者
有
之
節

ハ
、
町
年
寄
共
6
申
出
候
、

一
、
酒

造

之

事

境
内
酒
造
見
分
等
之
儀

ハ
、
文
政
十
三
寅
年
迄

ハ
無
之
処
、
同
年
β
歩
造
被
仰

出
候
、
後
御
見
分

二
相
成
、
昨
卯
年
大
坂
奉
行
所
御
支
配
二
相
成
候
節
、
手
狭

之
土
地
故
、
御
見
分
御
座
候
而
ハ
融
通
等
も
相
成
兼
候
次
第

二
付
、
前

々
通

リ

地
頭
手
限
リ
取
締
仕
度
願
出
候
処
、
以
来
見
分
等

ハ
不
差
出
、
地
頭

二
而
手
落

無
之
様
精
々
入
念
取
調
、
兼
而
御
触
面
通
リ
被
相
心
得
可
申
被
申
渡
候
事
、
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浄

土

宗
燥
洲
帥
粧
村
慶
長
十
八
年
万
立
開
基

上

善

寺

日

蓮

宗
鯨
本
国
寺

慶
長

三

年
法
泉
院
日
喜
開
基

妙

泉

寺

右
住
持
入
退
拜
堂
舎
修
覆
之
節
、
真
教
院
役
人
之
奥
書

ヲ
以
御
届
申
上
候
、

一
、
氏
神
感
田
瓦
大
明
神

一
社

祭
神

左

稲

荷

明

神

末
社

淡

嶋

大

明

神

中

天

照

太

神

宮

八

品

明

神

右

天

満

宮

恵

比

須

太

神

宮

勅
祭
之
神
事

・
勅
額
無
御
座
候
、

一
、
当
社

ハ
往
古
之
勧
請
不
相
分
、
慶
安
元
年
再
興
之
節
吉
田
家
右
幣
帛
等

頂
戴
、
慶
安
巳
前

ハ
境
内
年
寄
共
神
殿
と
唱

へ
年
番

二
神
役
相
勤
居
候
処
、

再
興
之
節
社
僧

ヲ
取
建
神
役
相
勤
さ
せ
来
候
処
、
此
度
社
僧
御
廃
止
二
付
、

社
僧
退
身
、
往
古
通
年
寄
年
番

二
神
勤
仕
候
、

(五
誤
)

一
、
大
明
神
之
号

ハ
、
明
和
元
年

三
月
吉
田
家
6
免
許

二
御
座
候
、

一
、
年
中
神
事
旭
朋
旭
㎜

+
依
朋
什
駟
田

(

中

略

)

一
、
境
内
他
宗
門
之
事

当
所

ハ
天
正
以
来
寺
内

二
仍
而
、
他
宗
門
之
者
住
居
不
為
致
処
、

元
祿
年
中
町

年
寄
共
6
、
雖
為
他
宗
門
、
住
居
輩

ハ
願
泉
寺
門
徒
同
様
、
御
堂
江
為
運
報
謝

之
志
候
之
間
、
住
居
差
免
度
旨
願
出
、
夫
β
自
他
宗
住
居

二
差
免
候
、

一
、
寺

格

之

事

往
古
β
東
西
本
願
寺
無
差
別
之
寺
跡

二
御
座
候
、
東
西
両
門
共
兼
帯

二
致
崇
敬

候
、
寛
文
五
年
、
旧
幕
β
正
敷
本
寺
之
御
取
扱

二
被
成
下
候
義

ハ
、
同
年
三
月

(四
代
将
軍
家
綱
)

厳
有
院
殿
之
朱
印
御
改
之
節
、
寺
領
無
之
、
境
内
斗
之
御
朱
印
雖
有
之
、
於

一

宗
之
本
寺
者
継
目
御
朱
印
可
被
下
之
旨
之
御
触
御
座
候
処
、
ト
半

ハ
境
内
斗
之

御
朱
印

二
御
座
候

へ
共
、
御
代
々
継
目
御
朱
印
被
下
、
猶
亦
厳
有
院
殿
御
他
界

之
節
、
納
之
義
五
十
石
以
下
前
高
無
之
分

ハ
、
本
寺
之
外
納
経
不
相
成
候

へ
共
、

其
節
も
ト
半
納
経
本
寺
同
様
被
仰
付
、
以
来
諸
事
本
寺
御
取
扱
被
成
下
候
、

一
、
輪
門
様
御
由
緒
之
事

日
光
御
元
祖
久
遠
寿
院
准
后
公
海
様
御
祖
母
教
寿
院
尼

ハ
、
卜
半
了
閑
之
姪

二

て
教
如
上
人
之
側
室
、
御
子
二
方
出
生
、
嫡
女

ハ
花
山
院
定
熈
公
之
嫡
孫
忠
長

朝
臣
室
二
而
公
海
准
后
誕
生
也
、
此
御
由
緒

二
依
リ
ト
半
了
周
東
叡
山

二
而
得
度
、

其
以
来
御
支
配
被
成
下
候
事
、

一
、
東
叡
山
御
支
配
之
事

次
上
之
御
由
緒
二
よ
り
、
寛
永
十
三
年
於
東
叡
山
ト
半
了
周
得
度
、
真
教
院
之

(公
寛
親
王
)

号
拜
金
涼
山
之
号
被
成
下
、
大
明
院
宮
様
6
元
碌
年
中
真
教
院
之
室

ヲ
以
、
永

代
常
院
室
二
被
仰
付
、
爾
来
代
々
正
院
家
被
成
下
、
貝
塚

一
円
宮
様
御
支
配
ト

相
成
候
事
、

一
、
ト
半
継
目
之
事

代
々
住
職
子
孫
譲
り

二
而
、
旧
幕
府

・
東
叡
山
等
β
住
職
不
被
仰
付
候
、
代
替

く

二
真
教
院
之
室
御
預
ケ
之
上
、
将
軍
家
江
継
目
御
礼
申
上
候
事
、

(

中

略

)

一
、
堺
元
奉
行
所
御
取
扱
之
事

天
明
六
年
八
月
、
日
光
様
6
被
仰
入

二
付
真
教
院
参
上
之
節
、
玄
関
6
給
人
案

内
二
而
直

二
書
院
江
通
り
奉
行
衆
対
話
相
済
、
退
出
之
節

ハ
公
用
人

・
給
人
両

送
リ
ニ
而
式
台
迄
、
都
而
御
用
向

二
而
懸
合
等
之
節

ハ
、
与
力
衆
右
家
老
又

ハ

役
僧
中
江
宛

二
御
座
候
、
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和
泉
国
貝
塚
卜
半
寺
内
之
儀
、
今
度
諸
役
御
免
許
之

御
墨
印
被
成
下

候
、
然
者
先
年
高
麗
御
陣
以
来
舟
役
之
儀
、
従
大
坂
被
仰
付
候
得
共
、

右
之
趣
申
上
候
者
、
自
今
以
後
被
成
御
赦
免
旨
被

仰
出
候
条
、
向
後

誰
々
何
角
申
候
共
、
以
此
墨
附
理
可
被
申
候
、
為
其
如
此
候
、
以
上
、

慶
長
拾
五
八
月
八
日

片

桐

東

市

正

貝

塚

寺

内

(且
元名
)
判

ト

半

老

一
、
境
内
坪
数
之
事

惣

坪

数

此
内

田

畑

除

地

免

地

当

時

明

地

一
、
境
内
五
ケ
町
之
内
、
仮
名
附
之
事

北
之
町

二
而

二
軒
屋

浜
松

荒
子

新
町

金
屋
町

本
町

枝
町

雑
賀
町

堀
之
町

西
之
町

二
而

本
町

吉
川
町

紺
屋
町

清
水

南
之
町

二
而

本
町

旅
籠
町

吉
原

寺
町

黒
土
町

中
之
町

二
而

谷
町

千
手
院
町

宮
崎
町

近
木
之
町

裏
側
新
地

一
、
地
子
之
事

天
正
以
来
ト
半
江
、
境
内
之
地
子
、
其
外
相
応
之
諸
役
等
、
卜
半
江
相
勤
来
候
、

尤
天
正
年
中
本
願
寺
両
上
人
御
逗
留
中
も
、
地
子

ハ
ト
半
進
退
致
候
様
、
日
記

二
相
見

へ
申
候
、

一
、
仏
供
田
之
事

当
時
凡
廿
石
斗

一
、
海
陸
御
高
札
之
事

寛
文
御
条
目
巳
来
、
ト
半
右
差
出
候
、
海
陸
共
卜
半
と
名

ヲ
記
シ
、
私
領
同
様

二
建
来
候
事
、

一
、
御
勅
使
等
御
通
行
之
事

御
勅
使
宮
様
方

徳
川
家
上
使

・
巡
見
使
等
、
境
内
御
通
行
亦

ハ
御
止
宿
等
之

節
、
道
橋
修
理

・
警
固
御
役
人

・
御
使
者
等

二
至
迄
、
堺
御
役
所
β
直
支
配
無

御
座
、
万
端
ト
半
β
旧
例

ヲ
以
差
配
申
付
、
御
馳
走
仕
候
事

一
、
願
泉
寺
役
寺
之
事

役
寺
五
ケ
寺
者
、
真
教
院
家
来

二
御
座
候
、
同
院
戒
師

二
而
得
度
仕
、
住
職
進

退
真
教
院
β
申
付
、
其
節
々
同
院
β
御
支
配
御
役
所
江
御
届
申
上
候
、

一
、
境
内
寺
院
四
ケ
寺
社

一
ケ
所

浄
土
真
宗
飆
正
寺

天
正
十
六
年
正
玄
開
基

尊

光

寺

天

台

宗
諌
黴
勵
末
慶
安

元

年
恵
覚
開
基

宗

福

寺
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に
基
づ
い
た
貝
塚
寺
内
の
由
緒
概
要
や
地
頭
卜
半
家
の
支
配
施
政

・
行
政
慣
行

な
ど
の
様
々
な
仕
き
た
り
を
記
し
た
報
告
書
を
堺
県
へ
提
出
し
た
。

(表
紙
)

「
ト
半
従
来
仕
来
之
覚

堺
県
江
御
届
ノ
控
」

慶
応
四
戊
辰
八
月

覚

一
、
貝
塚
土
地
之
事

平
地
西

ハ
海
、
東
南
北
之
三
方

ハ
岸
和
田
領
之
地
面

二
而
外
β
入
交
無
御
座
候
、

当
時
南
北
之
林

ハ
、
往
古

ハ
無
之
処
、
大
坂
籠
城
前
家
康
公
6
林

ヲ
拵

へ
駿
州

之
松
苗
を
植
幅
二
十
間
之
堀

ヲ
ホ
リ
候
様
、
卜
半
江
被
仰
付
候

へ
と
も
、
卜
半

分
際
ニ
テ
ハ
難
出
来
、
漸
幅

四
五
問
斗

二
堀
申
候
、
于
今
林
之
内

二
残

リ
御
座

候
、
夫
故
林
外
之
地
面
も
全
貝
塚
之
寺
内

二
御
座
候
、

一
、
田

畑

之

事

林
外
之
田
畑

ハ
仏
供
田
ト
唱

へ
申
候
、
当
今

二
而
ハ
岸
領
之
地

ノ
内

ヲ
施
主
人

有
之
、
願
泉
寺
江
寄
附
之
様

二
聞

へ
候
得
共
、
全
左
様

ニ
ハ
非

ス
、
往
古
β
貝

塚
持
伝
之
田
地
之
田
畑

二
御
座
候
処
、
岡
部
領

二
入
交

リ
御
座
候
而
ハ
双
方
不

勝
手

二
付
、
貞
享
年
中
岡
部
家
と
申
談
、
境
内
之
外
側
之
地

へ
地
替
致
候
、
尤

往
古
散
在
御
座
候
節
迚
も
、
貝
塚
所
持
之
田
畑
江
ハ
、
度
々
之
御
検
地
之
節
、

寺
内
同
様
御
免
除

二
御
座
候
趣
、
日
記

二
相
見

へ
申
候
、

一
、
無

高

之

事

往
昔
五
丁
余
之
砂
場
之
松
原

二
而
除
地
之
由
伝
聞
、
仍
而
泉
州
村
高
之
外
二
而
高

付
無
御
座
候
、
享
保
九
年
三
月
大
坂
奉
行
所
右
諸
国
川
さ
ら

ヘ
ニ
付
、
国
役
高

掛
り
被
仰
付
候
節
、
無
高
之
土
地
諸
役
御
免
之
趣
、
御
断
申
上
候
書
附

覚

一
、
泉
州
泉
郡
貝
塚
ト
半
者
、
従
前
々
員
塚
寺
内
諸
役
御
免
之
御
黒
印
頂
戴
、

其
後
御
代
々
様
御
朱
印
被
成
下
候
、

一
、
右
境
内
之
義

ハ
村
高
之
外

二
而
高
付
無
之
、
諸
役
御
免
除
之
所

二
而
堂
塔

建
有
之
候
、
然
共
境
内
広
ク
候

二
付
、
地
ヲ
借

シ
建
家
又

ハ
少
々
作
物
も

有
之
候
、
前
々
京
都

二
而
国
役
高
御
改
之
節
も
、
右
境
内
之
儀

ハ
相
除
候
、

以
上
、

辰
三
月
十
日

卜
半
真
教
院
役
人

木

原

兵
左
衛
門

此
作
物
ト
申
者
畠
地
之
事
歟

(吉

政
)

岸
和
田
城
主
小
出
大
和
守
殿
時
分

二
も
、
不
審
之
上
御
吟
味
有
之
候
所
、
前

々

之
訳
委
細
申
達
候
故
、
被
聞
届
少

シ
も
不
相
更
在
来
之
通

二
罷
成
候
、
大
和
守

殿
家
老
友
松
次
右
衛
門
之
書
状
于
今
所
持
、
右
之
通
二
古
来
右
持
伝
之
田
畠
、

其
上
両
度
之
検
地

二
も
御
免
除
被
成
候
而
、
右
地
面
之
通

ヲ
改
而
慶
長
十
五
年

夏
、
従
家
康
公
御
黒
印
被
下
候
事

一
、
諸

役

之

事

公
役
之
事

二
御
座
候
、

一
、
船

役

之

事

(秀

吉
)

太
閤
様
高
麗
御
陣
之
節
6
海
上
も
ト
半
支
配

二
而
御
座
候
、
片
桐
市
正
殿

β
船
役
御
免
来
書
之
写
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鳥
取
屋
又
兵
衛

・
石
才
屋
八
郎
兵
衛
、
其
外
二
も
干
鰯
商
売
人
御
座
候
而
、
働

キ
人
迄
日
々
渡
世

二
相
成
候
処
、
ロ
バ今

二
而
は
前
書
奉
申
上
候
仕
合

二
而

一
統
難

渋
仕
候
、
併
此
砌
御
領
分

一
円
御
仁
厚
之
御
取
締
り
被
為
成
下
候
御
義

二
而
冥

加
至
極
難
有
仕
合
と
相
悦
候
折
柄
、
当
町
之
義
は
右
奉
申
上
候
成
行

二
而
店

々

働
キ
之
者
迄
日
々
相
歎
キ
居
り
、
困
窮
仕
候
者
共

二
御
座
候
、
何
卒
御
憐
愍
之

御
思
召
之
御
賢
慮
被
為
成
下
、
何
卒
両
人
方

二
而
干
鰯
買
合
御
赦
免
被
為
成

(
は

カ

)

下
候

へ
は
、
自
然
と
町
内

へ
人
入
込
候

へ
共
、

追
日
店

々
働
キ
人
迄
渡
世
之

引
立

二
相
成
、
繁
昌
可
仕
と
奉
存
候
、
併
右
干
鰯
商
人
之
者
共
は
巳
来
町
行
司

之
者
右
日
々
気
を
付
、
心
得
違
無
之
様
吟
味
仕
合
被
為

仰
付
候
通
、
急
度
相

守
ら
せ
可
申
候
、
何
卒
町
内

一
統
御
仁
恵
之
御
蔭
を
以
潤
候
程
、
厚
御
憐
愍
之

(縋
)

御
思
召
之
程
、
・偏

二
御
縋

り
御
歎
キ
奉
願
上
候
、
以
上
、

畠
中
村
新
町

町
惣
代

行

司
お

け

や惣

八

脇
浜
村
新
町

町
惣
代

文
化
十
四
丑
年
七
月

行

司お

け

や
徳

次

郎

加
治
村
新
町

町
惣
代

行

司沢

屋
佐
次
右
衛
門

海

塚

新

町
町
惣
代

行

司沢

屋
又

次

郎

脇

浜

新

町町
惣
代

行

司吉
文
字
屋

半

次

郎

右
之
願
出
候

二
付
、
乍
恐
取
次
奉
差
上
候
、
以
上

丑

畠
中
村
庄
屋

七
月
五
日

源

太

夫

印

ワ
キ
浜
村
庄
屋宗

兵

衛

印

加
治
村
庄
屋

治

右

衛

門

印

御

代

官

中

様

脇
浜
新
町

御
地
方

年

寄

御

奉

行

中

様

作

兵

衛

御

目

附

中

様

海
塚
新
町

右
は
写
差
上
候
事

作

右

衛

門

(
32
)
慶
応
四
年
八
月

卜
半
従
来
仕
来
之
覚

〔
堺
県
届
控
〕

(「願
泉
寺
文
書
」)

慶
応
四
年

(
一
八
六
八
)
八
月
、
ト
半
役
所
、
明
治
維
新
に
際
し
て
伝
来
記
録
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八

品

大

明

神

恵
比
須
大
神
宮

一

棟

淡

嶋

大

明

神

当
邑
ノ
産
生
神
ナ
リ
、
往
古

ハ
神
祠
ナ
ク
寺
内

ノ
人
民
近
邑
ノ
祠
廟

二
詣

ス
ト
イ

ヘ
ト
モ
、
邑
ヲ
離

レ
里
ヲ
踰
ル
故
、
旦
暮

ノ
崇
敬
自

ラ
怠

ル
事

ヲ
歎
キ
、
邑
中

ノ

老
若
、
希

ハ
神
祠
造
立
ノ
コ
ト
ヲ
計

ル
ト
イ

ヘ
ト
モ
、
ソ
ノ
チ
カ
ラ
ナ
ク
、
何
ノ

頃
ニ
ヤ
当
邑
東
郊
二
神
田
ト
零

感
芸

地
一霰
墾

驀

ぢ

爨

黙

霹

痂
消
靴
騙
襭
殿
醐
咐
輔
齢
け
襯
側
訣
・
二
代
目
住
僧
円
海

二
託
シ
テ
境
内

二
祠

ヲ
創
造

ス
ル

事

ヲ
乞
、
円
海
許

ス
、
即
陶
器

ノ
祠
ヲ
造
リ
近
邑
神
祠

ノ
祭
神

ヲ
勧
請

シ
テ
当
邑

ノ
産
生
神
ト
ス
、
コ
レ
感
田
祠
廟
ノ
始

ナ
リ
、
故
感
田
瓦
大
明
神
ト
奉
崇
敬
ト
云
々
、

而
後
慶
安
元
戊
子
稔
六
月
本
社

一
棟
小
社

一
棟
再
営

ス
、
同
三
年
閏
十
月
吉
田
家

二
申
テ
和
泉
国
式
内
六
十
二
座
ノ
列

二
被
加
、
明
和
三
稔
丙
戌
二
月
三
日
大
明
神

ノ
宣
旨
、
吉
田
従
二
位
兼
雄
卿

ヨ
リ
賜

ル
、

明
和
三
年
六
月
吉
祥
日

恵

覚

八
代
目
也

(
30
)
寛
政
十
年
五
月
二
十
五
日

指
出
覚

〔
堺
寺
社
役
所
頭
高
改
二
付
〕
(「ト
半
記
録
」)

寛
政

一
〇
年

(
一
七
九
八
)
五
月
末
、
堺
奉
行
所
の
調
査
に
際
し
て
、
御
坊
寺

僧
正
福
寺
を
使
者
と
し
て
派
遣
し
、
寺
内
総
人
口
を
報
告
し
た
。
同
時
に
、
慣

例
通
り
上
野
寛
永
寺
に
も
水
粉
贈
答
の
使
者
を
通
じ
て
総
人
口
を
報
告
し
た
。

寛
政
十
戊
午
五
月
廿
五
日

一
、
堺
寺
社
役
所
β
頭
高
御
改
之
義
被
仰
付
候
付
、
御
使
僧
正
福
寺
を
以
御
指
出

人
数
男
女
合

五
千
七
百
三
十
五
人

御
家
来
共

当
午
五
月
改

右
上
野
表

へ
も
御
水
粉
御
使
者
之
節
、
例
之
通
御
指
出
有
之
、

(31
)
丑

(文
化
十
四
年
)
七
月
五
日

五
新
町
願
書

(「
要
家
文
書
」
諸
用
留
)

文
化

一
四
年

(
一
八

一
七
)
七
月
、
五
新
町

(畠
中
村

・
脇
浜
村

・
加
治
村

.

海
塚

・
脇
浜
)
各
町
総
代
の
連
名
で
、
新
町
繁
盛
の
た
め
干
鰯
商
二
軒
の
営
業

復
活
を
求
め
る
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
寺
内
周
辺
の
町
場
化
が
さ
ら
に
進
ん
だ

状
況
が
う
か
が
え
る
。

乍
恐
御
歎
キ
奉
願
上
候

五

新

町

一
、
当
新
町

二
も
前
々
年
は
相
応
之
商
人
御
座
候

へ
共
、
近
年
不
繁
昌

二
而
追

々

無
数
相
成
、
衰
微
仕
候
義
は
世
上
見
聞

二
預
り
候
、
難
渋
仕
候
、
殊
更
春
来
β

買
合
之
義
も
、
纔
之
御
他
領

二
相
挟
り
候
而
木
之
嶋
谷

・
麻
生
郷

・
近
木
之
庄

.

熊
取
谷
6
当
町

へ
買
合

二
来
り
候
処
、
是
又
外

々
へ
売
買

二
相
分
り
候

二
付
、

当
町
は
往
来
人
も
次
第

二
薄
ク
相
成
候
処
、
町
内

二
徳

ノ
平
兵
衛

・
佐
野
屋
茂

兵
衛
両
人
干
鰯
商
売
相
始
、
依
之
右
肥
手
調

二
参
候
次
手

二
店
々

二
而
買
物
等

仕
、
追
々
売
買
引
立

二
も
相
成
可
申
と
町
中

一
統
悦
居
候
之
所
、
是
又
不
行
届

之
義
御
座
候
而
右
両
人
方

二
而
干
鰯
買
合
之
義
暫
見
合
被
為

仰
付
候

二
付
、

人
出
入
又
々
無
之
、
日
々
淋
敷
相
成
甚
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
尤
町
内

二
も
前

々
は
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実

名

了

友

仮
名

蓮

乗

院

「
六
十
年

元
祿
一三
辛
未
歳
六
月
廿
八
日

実
名

了

観

戒

師

御
戒
師

毘
沙
門
堂
大
僧
正
公
海

天
台
座
主

一
品
公
寛
親
王

上
包
得
度
日
記

霊
山
院
大
僧
都

享
保
三
年
九
月
廿
二
日

慈
泉
書
判

厂
三
十
三
年

覚
樹
院
大
僧
都

公
英
書
判

新

得

度

之

所

御
戒
師

一
品
公
寛
親
王

上
包
蓮
乗
院

唄
師

願
王
院
僧
正
智
周

一
、
宮
様
御
真
筆
ノ
由
、
実
名

一
通

螯

毓

階
麓

繝
鑛

蘂

講

仞
精

磋

凄

理
髪

融
飜

麓

攤

鯖

钁

ハ
両
方
β
折
紙
ラ
.請
候

注
記

仙
光
院
円
順

剃
髪
ノ
請
手
真
巧
坊

刺
手

広
修
院
諄
憲

享
保
三
年
九
月
廿
二
日

上
包
新
得
度

(

以
下
略

)

(
29
)
明
和
三
年

三
月
三
日

宗
源
宣
旨

〔感
田
瓦
明
神
号
神
宣

〕
(「感
田
神
社
文
書
」
)
.

明
和
三
年
六
月
吉
日

感
田
社
頭
来
歴

(「同
文
書
」
)

明
和
三
年

(
一
七
六
六
)
三
月
三
日
、
貝
塚
寺
内
産
土
神
の
感

田
明
神
社
、
神

祗
管
領
吉
田
兼
雄
か
ら
大
明
神
号
を
受
け
た

(
A
)
。

同
年
六
月
、

社
僧
恵
覚

は
天
正

一
五
年

(
一
五
八
七
)
の
宗
福
寺

(天
台
宗
)
境
内
で
の
神
祠
勧
請
を

起
源
と
す
る
同
社
の
由
緒
書
を
作
成
し
た

(
B
)。

(A
)
明
和

三
年
三
月
三
日

感
田
瓦
明
神
宗
源
宣
旨

右
不

拓
抓

丗
旦

匕
日

感
田
瓦
明
神

和
泉
国
和
泉
郡
貝
塚

右
、
宜
奉
称
大
明
神
者
、
神
宣
之
啓
状
、
如
件
、

明
和
五
年
三
月
三
日

神
部
壱
岐
奉
宿
禰

神
祗
道
管
領
勾
当
長
上
従
二
位

卜
部
朝
臣
兼
雄

(B
)
明
和
三
年
六
月
吉
日

感
田
社
頭
来
歴

感

田

社

頭

来

歴

感
田
瓦
大
明
神

祭

神左

稲

荷

大

明

神

中

天
照
皇
太
神
宮

一
棟
三
扉

右

天
満
自
在
天
神

末

社
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一
、
御
堂
如
来
厨
子
大
工
六
兵
衛

一
、
御
開
山
厨
子
大
工
二
郎
左
衛
門

一
、
鐘
楼

棟
梁
豊
後
守

一
、
門
下
廻
リ
彫
物

和
泉
守
実
子
加
右
衛
門

撞
鐘
之
銘

大
囓
瀬
郡
有
尾
郷
・
大
福
盡

髢

趨

ヨ
蜑

脂

三
耻
一奪

願
主
円
阿
弥
陀
仏

梵
字

廿
三

和
泉
国
南
郡
木
嶋
庄
・
水
間
寺
推
鐘
康
釀

蕪

蹙

撃

取
也
・

願
主

一
阿
弥
陀
仏

「
百
六
十
六
年

水
間
寺

ヨ
リ
海
塚
之
寺
内
、
令
買
得
也
、
願
主
ト
半
斎
、
天
正
十
三
年
配
十

一

月
三
日

貞
応
三
6
寛
延
三
迄
五
百
廿
六
年

(

中

略

)

一・
院
纛

之
初
・
魂

贏

曄
八
月
+
三
日
　髏

謙

絮

浅
織
部
臀

御
意

(
公

海
)

之
書
状
来
、
此
年
輪
門
様
御
上
洛
盧
山
寺

二
御
座
、
山
科
准
后
様
6
御
願
被
成

下
候
、

一
、

一
筆
致
啓
達
候
、
然

ハ
泉
州
貝
塚
ト
半
事
、
前
々
β
御
由
緒
有
之

二
付
、
輪

御
門
主
院
室
之
儀
兼
々
相
願
候
、
尤
其
表
差
障
候
訳
茂
無
之
旨
申
候
得
共
、
念

為
答
申
度
如
此
御
座
候
、
右
之
段
西
家
老
中
候
茂
申
達
候
、
恐
々
謹
言
、

四
月
七
日

願
口
院

住
心
院

円
覚
院

西

粟
津
右
近
殿

七
里
大
弍
殿

八
木
監
物
殿

下
問
大
進
殿

西
池
永
主
税
殿

東
西

へ
別
書

二
認
、

一
、
当
門
跡
末
派
之
事
、
懇
望
各
別
之
子
細
有
之
条
、
令
附
与
真
教
院
之
号
候
也
、

三
月
廿
二
日

真
教
院
御
房

泉

州

願

泉

寺

真

教

院

山

号

慶

安

元

稔

金

涼

山

十
月
廿
三
日

寛
文
八
戊
申
天

毘
沙
門
堂
大
僧
正
公
海

三
月
吉
祥
日

毘
沙
門
堂
公
海

補
任

第
二

比
叡
山
僧
綱
職
之
事

大

徳

了

友

大

徳

了

友

宜
任
権
律
師

宜
叙
法
橋
上
人
位

宝
永
五
年
二
月
十
五
日

右
以
勅
宣
之
旨
令
補
任
之

第
三

処
、
宜
被
承
知
之
状
如
件
、

法
橋
上
人
位
了
友

宝
永
四
年
十

一
月
廿
二
日

宜
叙
法
眼
和
尚
位

目
代

宝
永
五
年
五
月
廿
八
日

山
門
執
行

第
四

権

僧

正

実

観

回

権

律

師

了

友

宜
任
権
少
僧
都

宝
永
五
年
九
月
七
日

第
五

第
六

権
少
僧
都
了
友

法
眼
和
尚
位
了
友

宜
転
任
権
大
僧
都

宜
転
法
印
大
和
尚
位

宝
永
六
年
正
月
十
三
日

宝
永
六
年
五
月
十
九
日

上
包
ニ
ハ
補
任
真
教
院
了
友

箱

ニ
ハ
永
補
任

六
通

新
得
度
者

新
得
度
者
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故
、
右
之
請
取

証
文

一
通
有
、

元
祿

五
年
壬
申
正
月

八
日

岡

部

美

濃

守
様

中

与

左

衛

門
様

御
取
替
銀
之

目
録

久

野

三
郎
兵
衛
様

右

ノ
義

ハ
半
切
書
付

一
枚

是

ハ
上
書

ノ
帳

一
ツ

(

中

略

)

二
百

一
年
二
成

一
、

願
泉
寺
、
天
文
十
九
蕨
年
草
創

板
屋
之
道
場

一
、
右
御
堂
建
立
、
慶
長

三
年

百
五
士

二
年
二
成
、

一
、

同
再
興
、
寛
文

三
喉
年

寺
内
門
徒

.
近
在
門
徒
助
成
、
八
+
八
年

二
成
、

一
、
太
鼓
堂
、
寛
文

四
脚
年

八
+
七
年
二
成
、

一
、
同
再
興
、
享
保

四
妃
年

棟
梁
大
工
六
兵
衛
、
卅
二
年
二
成
・

一
、
茶
所
再
興
、
享
保

四

棟
梁
大
工
六
兵
衛
、
卅
二
年
二
成
・

一
、
鐘
楼
修

理
、
延
宝
八
輳
年

七
+

一
年
二
成
・

本
山
β
免
許

ハ
、
天
正
十

三
年
此
年
建
始

百
六
+
六
年
二
成
、

一
、
門
、
延
宝
七
紀
年

七
+
二
年
二
成
、

(築
)

一
、
筑
地
寛
文
十

一
蘚
年

八
+
年
二
成
、

一
、
経
蔵
、
貞
享
五
年
棟
梁
大
工
六
兵
衛
、
五
+
九
年
二
成
、

一
、
願
泉
寺

ハ
、
天
正
十

一
糢
年
顕
如
上
人
開

基

百
六
+
八
年
二
成
、

一
、
彫
物

和
泉
守

・
豊
後
守

・
但
馬
守

兄
弟

一
、
御
堂
御
拝

ノ
上
天
人

ノ
彩
色
彫
物

ハ
、

古
堂

ノ
時
右
作

者
不
知
、

菊
籠
彫

ハ
和
泉
守
、
外

ノ
彫
物

ハ
、
先
和

泉

ノ
差

図

ニ
テ
其
時
分

ノ
上

手
共

二

彫

セ
候
、
和
泉
細

工
ト
云

テ
モ
不
苦
、

御
堂
再
興
ノ
棟
梁

ハ
和
泉
守
ナ
リ
、
別
帳

二
委
記

ア
リ
、
和
泉

ハ
貝
塚

ノ
産
、

後
江
府

へ
参
、
再
興
ノ
節
呼

二
遣
来
、

「鷺
森
ニ
ハ
天
正
八
年
四
月
十
日
二
御
移
住

一
、
顕
如
上
人
、
紀
州
鷺
森
β
天
正
十

一
七
月
四
日
貝
塚

へ
御
移
住
、

天
正
十
三
閏
八
月
十
三
日
、
天
満
興
正
寺
御
堂
又

ハ
中
嶋
仏
性
寺
共

ア
リ
、
御

移
住
、
其
後
天
正
十
九
年

二
山
城
平
安
城

へ
御
移
住
也
、

牛
頭
天
王

不
知
往
古
勤
請
、

一
、
感
田
瓦
明
神

天
照
大
神

再
興

ハ
慶
安
元
戊
子
年

天
満
天
神

棟
梁

豊
後
守

熊
野
権
現

末
社

弁

財

天

宮
平
地
、
社
僧
千
手
院
下
宗
福
寺
、
但
千
手
院
恵
海
兼
帯
、
其
後
留
主
居

一
・
天
台
宗
本
寺
泉
州
神
馨

千
住
院
住
寺
宙
心海

窶

軈

快
秀
開
拳

寺
平
地

「
百
六
十
三
年

一
、
浄
土
真
宗
本
寺
京
西
本
願
寺
派
興
正
寺
、
尊
光
寺
住
寺
正
誓
、
天
正

十
六
械

年
正
玄
開
基
、
寺
平
地

一、
浄
土
宗
奪

泉
州
中
庄
大
糞

上
善
寺
住
寺
貞
立還

黎

禦

立

開
基
、
寺
平
地

一、
日
蓮
宗
本
寺
京
本
竪

妙
泉
寺
住
寺
真
性
院
日
遷

麹

灘

鬣

日
喜
開
基
、
寺
平
地

(了
珍
)

「
百
五
十
一
年
二
成

一
、
了
入
、
慶
長
五
年
高
野
山

二
住

ス
ル
旧
友
在
之
、
役
君

ノ
風

ヲ
学
、
大
峯

ヲ

四
十
八
回
成
就
〆
、
例

二
任
セ
洞
川
天
之
川

二
於

テ
舞
楽
ヲ
奏

ン
ト
欲

テ
、
請

院
主
五
月
三
日
役
人

ヲ
連
参
勤
之
、

法
乃
師
能
遠
志
恵
能
満
々
等
於
毛
布
身
波
都
美
毛
佐
和
利
毛
伊
賀
爾
安
流

倍
伎
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一
、
廻
船
十

一

渡
海
四
十

一

猟
船
卅
五

〆
八
十
七
艘

一
、
諸
国
船
春
夏
着
船
、
片
浦
故
秋
冬
不
着
、
風
強
節
不
着
、
魚
類
春
夏
沢
山
、

秋冬
風
は
け
し
く
候
時

ハ
曽
而
無
之
、

一
、
北
西
国

へ
米
商

二
参
、
干
鰯

ハ
江
戸

・
浦
賀

二
而
買
調
帰
、

和
泉
毛
綿
当
所

近
在

二
而
織
リ
候
を
上
方

へ
売
参
者
数
多
、

又
近
木
櫛
名
物
、
近
木
与
申
所
五

十
丁
程
南
ノ
方
、
櫛
を
当
所
町
人
買
上
上
方

へ
持
参
、

一
、
米
屋
廿
二
軒

一
、
問
屋
十
六
軒
、
干
鰯
、
木
柴
、
米
、
魚
、
塩
、
青
物
、
綿

一
、
干
鰯
屋
四
拾
三
軒

一
、
材
木
屋
三
軒

一
、
毛
綿
屋
七
十
軒

一
、
質
屋
四
十
五
軒

一
、
薬
屋
九
軒

一
、
小
間
物
屋
十
二
軒

一
、
古
道
具
屋
九
軒

一
、
両
替
屋
五
軒

一
、
旅
籠
屋
十
六
軒

一
、
油
屋
六
軒

一
、
古
手
屋
百
軒

一
、
櫛
中
買
三
軒

一
、
肴
屋
十
軒

一
、
櫛
挽
九
十
軒

一
、
纏
屋
十
七
軒

一
、
鍛
冶
屋
四
十
軒

一
、
侍
共
不
断
召
仕
廿
人
計
、
外

二
宿
持
在
之
、
二
十
人
計
外
家
来

一
、
町
々
出
候
ま
か
な
い
少
々
、
町
年
寄
遣
申
事
、
又
道
橋
門
溝
諸
事
支
配

一
、
屋
敷
地
子
米
壱
坪

二
七
合
八
合
、
所

二
よ
り
九
合
位
も
在
之
、

,

一
、
浦
運
上
無
之
、

一
、
五
さ
い
と
云
事
、
地
頭
6
朝
夕
の
肴
浦
方

へ
申
付
取
事
無
之
、
毎
年
献
上
之

干
鱧
七
月

二
肴
引
、

一
、

一
向
宗
人
数
五
千
三
百
七
十
八
人

一
、
浄
土
宗
千
百
四
拾
人

一
、
日
蓮
宗
二
百
廿
弍
人

一
、

吉
査
一日
白
爪

一
、
禅
宗
壱
人

一
、
天
台
宗
出
家

一
人

〆
六
千
七
百
四
拾
七
人

其
後
御
順
見
衆
臨
黔

左
衛
門
殿

倉
橋
幸
介
殿

加
藤
呈

郎
殿

一
、
享
保
十
九
年

ノ
冬
、
取
次
方

へ
渡
置
候
覚
、
仏
供
田
ノ
書
附
帳

一
冊

但
了
珍
様
御
書
置
与
申
内

二
在
之
候
、
町

一
門
共
先
祖
木
原
理
衛
門
β
出
候
証

文
十
三
四
通
田
地
ノ
コ
ト
也
、

宝
永
元
申
ノ
年
与
左
衛
門

・
三
郎
兵
衛

・
源
五
左
衛
門

・
与
五
兵
衛

・
万
衛
門
、

郡
代
理
左
衛
門

・
五
兵
衛
右
印
形
在
之
、

(岡
部
長
泰
)

証
文

一
通
、
美
濃
守
殿
方

へ
借
用
銀
五
十
〆
目
ヲ
三
年
之
内
二
相
済
返
済

ノ
筈

ト
申
文
言

月
一二

歩
ノ
利

宝
永
元
甲
申
年
四
月
十
九
日

貝

塚

町
年

寄

中

宝
永
二
乙
酉
年
十
二
月
廿

一
日
、
寺
内
年
寄
共
6
理
衛
門

・
二
郎
兵
衛
宛
名

二

し
て
請
取
証
文

一
通
有
、
右

ハ
五
十
〆
目
ノ
内

へ
済
替
銀
と
し
て
廿
〆
目
出
候
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一
、
宗
旨
改
之
事
、
毎
年
三
月

二
相
改
、
寺
々
ノ
判
形
帳
面

二
為
致
、
ト
半

へ
持

参
致
候
、
ト
半
β
堺
御
奉
行
所
迄
以
手
形
改
之
御
断
毎
年
申
遣
候
、
其
内
奉
公

人

・
借
屋
人

・
養
子

・
嫁
取
新
規

二
参
候
時
、
年
寄
迄
相
断
候
、
吟
味
之
上
帳

二
而
記
し
置
申
候
、

※
右
の

「
浄
土
宗
人
数
弐
百
七
拾
二
人
」
は

「浄
土
宗
千
九
十
五
人
、
日
蓮
宗
弐
百

七
拾
二
人
」
の
誤
り
。

(27
)
享
保
十
四
年

万
事
入
用
留

〔抄
出
)
(「要
家
文
書
」)

享
保
十
四
年

(
一
七
二
九
)
六
月
、
岸
和
田
藩
か
ら
脇
浜
村
新
町
に
旅
籠
屋
三

軒
、
商
人
宿
二
軒
の
営
業
が
許
可
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
に
同
新
町
の
起
源
が
正

保
二
年

(
一
六
四
五
)
と
記
さ
れ
て
お
り
、
近
世
初
頭
か
ら
寺
内
周
辺
部
の
町

場
化
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

御

改

役

一
、
新
町
初
リ
正
保
弍
酉
年

宮

内

九
左

衛
門

殿

舟

木

八

兵

衛

殿

右
御
両
人
御
出
事

一
、
脇
浜
村
新
町
旅
籠
屋
並
商
人
宿
願
人茶

や
源
六
事

長

兵

衛

か
う
む
ら
や

長

左

衛

門

熊

取

屋

半

次

郎

右
三
軒
旅
籠
屋
願
人

庄

五

郎

伝

衛

門

右
弍
人
商
人
宿
願
人

(作
)

御
代
官
保
科
権
兵
衛
様

・
今
岡
佐
太
夫
様

・
牧
村
源
八
様

享
保
十
四
年
酉
六
月
五
日
御
免
被
成
、
願
相
叶
候
事
、

(
28
)
(延
享
三
年
)
了
観
師
記
万
記
録

〔
卜
半
了
観
記
〕

(「願
泉
寺
文
書
」)

延
享
三
年

(
一
七
四
六
)、
ト
半
七
代
了
観
、
同
年
四
月
二
日
幕
府
巡
見
使
の

貝
塚
来
訪
に
際
し
て
提
出
し
た
書
類
等
を
も
と
に
、
願
泉
寺
や
ト
半
家
、
貝
塚

寺
内
に
つ
い
て
の
様
々
な
内
容
を
記
し
た
覚
書
的
記
録
を
作
成
し
た
。

(表
紙
)

「了

観

師

記

万

記

録
」

一
、
延
享
三
寅

ノ
年
御
順
見
稲
生
左
門
殿

・
神
保
官
内
殿

・
岩
瀬
吉
左
衛
門
殿
、

四
月
二
日
御
出
之
節
、
御
指
出
候
儀
可
在
之
哉
与
書
付
之
覚

一
、
貝
塚
南
北
之
橋
を
限
、
南
北
長
サ
六
町
斗
、
壱
町
宛

二
都
合

シ
テ
ハ
、
大
形

卅
七
八
町
程

一
、
田
畠
七
八
拾
石

一
、
惣
家
数
千
五
百
軒
余
、
惣
人
数
六
七
千
計

一
、
酒
屋
九
軒
内
休
株
三
軒

一
、
牛

一
疋
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但
シ
、
古
来
は
町
6
か
け
候
得
共
、
馬
屋
出
来
候

二
付
、
寺
内
6

い
た
し

申
候
、

,

一
、
西
之
町
大
道

二
而
近
木
之
町
筋
之
は
し

一
、
内
町
大
道

二
而
な
ん
ば
川
上
之
橋

一
、
内
町
大
道

二
而
中
之
町
筋
之
は
し

一
、
西
北
境
目
大
道
之
は
し

一
、
北
之
町
大
道

二
而
南
右
行
当
り
さ
い
か
丁
筋
ノ
は
し

一
、
北
之
町
二
而
大
道
下
筋
北
行
当
リ
前
ノ
橋

一
、
北
之
町
二
而
堀
之
丁
6
下
候
大
道
右
三
筋
目
ノ
は
し

但
シ
、
内
橋
之
内
南
6
取
付
候
橋

ハ
、
北
之
町
右
か
け
候
、

一
、
北
之
町
二
而
大
道
ノ
上
筋
南
6
行
当
リ
橋

一
、
西
之
町
魚
ノ
棚
大
道
6
弍
筋
目
之
は
し

一
、
西
之
町
大
道
β
二
筋
目
近
木
丁
筋

ノ
は
し

(
マ

マ
)

一
、
西
之
町
山

丁

二
而
な
ん
ば
川
ノ
橋

一
、
西
之
町
紺
屋
ノ
丁

二
而
な
ん
ば
川
上
之
橋

一
、
西
北
境
内
大
道
β
上
筋
之
は
し

一
、
西
之
町
紺
屋
ノ
丁

二
而
近
木

ノ
丁
筋
之

ハ
し

(石
)

但
シ
、
西
β
東

へ
上
候
は
し
、
右
之
橋

二
取
付
有
之
候
、
是

ハ
其
所
β

か

け
候
、

一
、
西
之
丁

・
中
之
丁
境
内
な
ん
は
川
上
ノ
は
し

一
、
中
之
丁
二
而
魚
棚
筋
は
し

一
、
中
之
丁
二
而
右
之
橋
き
は
β
南
行
な
ん
は
川
上
は
し

一
、
御
堂
御
門
前
北
南
両

ノ
橋

(26
)

〔
宝
永
七
年
〕

貝
塚
寺
内
町
人
宗
旨
改
覚
書

(「並
河
記
録
」
)

宝
永
七
年

(
一
七

一
〇
)、
例
年
三
月
に
行
な
わ
れ
た
宗
旨
改
に
基
づ
い
て
、

卜
半
役
所
が
当
時
の
寺
内
居
住
町
人
の
宗
旨
状
況
お
よ
び
総
人
口
の
覚
書
を
作

成
し
た
。
こ
の
記
載
が
、
近
世
の
貝
塚
寺
内
総
人
口
が
最
大
11
頂
点
に
達
し
た

際
の
確
実
な
記
録
で
あ
る
。

一
、
宗
旨
改
寺
内
町
人
宗
旨
諸
宗
御
座
候
、

浄

土

宗

壱

ケ

寺

日

蓮

宗

壱

ケ

寺

天

台

宗

壱

ケ

寺

浄

土

宗

庵

一

本

願

寺

ノ
下

寺

壱

ケ

寺

御

堂

同

宿

五

ケ

寺

御
堂
之
門
徒
人
数

六
千
八
拾
二
人

他
所
之
門
徒
人
数

四

拾

人

浄

土

宗

人

数

弍
百
七
拾
二
人

禅

宗

人

数

九

人

真

言

宗

人

数

十

三

人

天

台

宗

人

数

廿

一

人

惣
人
数
合
七
千
五
百
卅
六
人
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支
配

へ
可
入
分

一
、
毎
日
米
壱
斗
八
升
宛

但
閏
月
も
入
申
候
、

泉

光

寺

直
段

満

泉

寺

肥
後
大
坂
御
蔵
米
五
拾
匁
替
ノ
時

正

福

寺

廿
七
匁
五
分
が

ヘ
ノ
算
用

二
仕
候
、

真

巧

寺

但
五
ツ
半
成

要

眼

寺

右
ノ
わ
け

ハ
古
来

ハ
壱
斗
八
升
宛
ノ
米

立

円

下
米
八
合
三
勺
、
升

二
而
相
渡
シ
候
得
共
、

衛

門

其
後
代
銀

二
而
相
渡

シ
候

二
付
、
直
段
右
之

通
二
勘
定
仕
候
、

己
上
七
人

一
、
米
五
斗
宛
毎
年
極
月

二
右
七
人
江
増
米
、
直
段
右

二
同
断

一
、
弍
拾
目
半
季
分
合
力

衛

門

但
壱
ケ
年
四
拾
匁

是

ハ
古
来
御
堂
門
内

二
居
申
候
所
、
其
後
介
右
衛
門
家

へ
罷
出
候
故
、
宿
賃

ノ

心
当

二
如
此

二
合
力
仕
候
、

一
、
弍
拾
匁
半
季
分
合
力

同

人

但
壱
ケ
年
二
四
拾
匁

是

ハ

衛
門
身
躰
続
キ
兼
候
と
度

々
な
け
き
申
候
故
、
了
簡
仕
、
丁
丑
ノ
年
6

合
力
仕
候
、

一
、
五
匁

か
ミ
こ
代

久

右

衛

門

但
壱
ケ
年

二
壱
度

一
、
五
匁

、

同

人

是

ハ
戊
寅
ノ
十
二
月
右
合
力

二
仕
候
、
但
壱
ケ
年

二
壱
度

一
、
米
弍
斗
宛
半
季
分
合
力

町
代

五

町

五

人

直
段
御
堂
衆
同
断

但
シ
、
古
来

ハ
北
西

ハ
弍
斗

ッ
・
、
南

ハ
壱
斗
五
升
、
近
木
丁

・
中
之
町

ハ
壱

斗

ツ
・
御
座
候

へ
共
、
丙
子
ノ
五
月
β
中
之
町

・
近
木
之
丁
右
訴
訟

二
付
、
寺

内
五
町
当
分

二
合
力
可
仕
由
被
仰
出
、
如
此
候
、

(

中

略

)

支
配

二
可
入
門
橋

一
、
二
軒
や
ノ
門

一
、
堀
之
町
ロ
ノ
門

一
、
中
之
町
ロ
ノ
門

一
、
近
木
丁
之
口
門

一
、
裏
か
わ
ロ
ノ
門

一
、
南
之
町
西
か
わ
す
ミ
や
三
右
衛
門
、
東
か
わ
門
口
善
兵
衛
、
此
所

二
門
有
之

候
得
共
、
い
つ
之
頃
右
た

へ
申
候
、
門
ノ
有
所

一
、
北
入
口
橋

一
、
堀
ノ
町
入
口
堀
村
領
境
橋

一
、
近
木
之
町
入
口
南
貝
塚
村
領
境

ノ
橋

一
、
裏
か
わ
口
β
南

へ
出
候
高
橋

一
、
南
入
ロ
ノ
橋

一
、
ミ
な
ミ
す
ミ
や
三
衛
門
、
門
口
善
兵
衛
前
之
橋

一
、
南
よ
し
わ
ら
馬
屋

へ
入
口
之
橋
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軒

壱
尺
弍
寸
五
分

板
厚
サ

壱
寸
六
分

右

ハ
正
徳
元
辛
卩
年
十

一
月

9

右
ハ
堺
御
番
所
β
申
来
候
、

板
ハ
何
木
共
、
不
申
参
候
、

」

元
祿
拾
三
年
殿
四
月

日

利

斉

孫

左

衛

門

井

筒

屋

次

郎

右

衛

門

星

ノ

新

右

衛

門

油

屋

伝

右

衛

門

片

屋

与

七

郎

櫛

屋

与

三

左

衛

門

平

野

屋

与

次

兵

衛

信

の

や

新

左

衛

門

宮

孫

右

衛

門

墨

屋

三

右

衛

門

釘

屋

九

郎

右

衛

門

櫛

屋

六

郎

右

衛

門

一
、
慶
安
五
年
辰
極
月
三
日
支
配
水
帳
ノ
写

寛
文
九
年
酉
ノ
五
月
十

一
日
支
配
御
吟
味
之
上
覚

一
、
三
石
五
斗
九
升
六
合

西
之
町

内
弍
合
引

ハ
た
屋
吉
兵
衛
家
分

〆
テ
一二
石
五
斗
九
升
四
合

丁
卯
七
月
八
日
二
御
断
申
上
如
此
候
、

又
弍
合
増

ハ
た
屋
庄
作
新
屋
敷
分
ノ
支
配

〆

三
石
五
斗
九
升
六
合

一
、
三
石
四
斗
三
升
壱
合

北
之
町

一
、
九
斗
六
升

南
之
町

乙
丑
十
二
月
四
日

又
弍
升

新
家
出
申
支
配
ノ
増

癸
酉
六
月
β

又
弍
升

新
家
敷
増

丙
子
五
月
右

又
弍
升
九
合
増

四
口
〆
壱
石
弍
升
九
合

一
、
四
斗
七
升
五
合

中
之
町

一
、
弍
斗
三
升
九
合

近
木
ノ
町

内
三
合

九
郎
右
衛
門
分
引

此
弍
口
高
安
三
郎
衛
門
家
成

内
弍
合

九
郎
右
衛
門
分
引

〆
テ
弍
斗
三
升
四
合

五
町
合
八
石
七
斗
六
升
五
合
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末

社

熊

野
才
権

瑚

社
僧
宗
福
寺
看
坊

瑞

全

一
、
家
数
千
五
百
三
十
六
軒

一
、
人
数
七
千
百
十
人

内
三
千
六
百
三
十
九
人

男

内
二
十
六
人
僧

三
千
四
百
七
十
壱
人

女

内

四

人

尼

一
、
西

ハ
海
、
三
方

ハ
岸
和
田
知
行
所

一
、
上
方
口
境
目
之
川
幅
、
壱
間
五
尺
六
寸
五
分

一
、

、紀
州
口
境
目
之
川
幅
、
壱
問
壱
尺
二
寸
五
分

一
、
近
木
之
町
口
β
南
貝
塚
村
江
巳
午

二
当

ル
、
見
渡

シ
壱
町

但
道
法
壱
町
廿
間

一
、
中
之
町
口
6
皮
多
村
江
卯
辰

二
当

ル
、
見
渡
シ
弍
町
、
但
道
法
三
町

一
、
堀
之
町
口
β
堀
村
江
卯

二
当

ル
、
見
渡

シ
弍
町
半
、
但
道
法
三
町
五
十
間

一
、
上
方
口
川
向
ひ
、
堀
村
之
内
新
町

一
、
紀
州
口
川
向
ひ
、
南
貝
塚
村
之
内
新
町

此
書
上
之
控
者

元
祿
九
年
子
八
月
十
四
日

大
坂
御
奉
行
所
江
、
寺
僧
満
泉
寺
持
参
之
、

其
時
御
奉
行
者

(保

田

宗

易
)

保

美

濃

守

殿

(永

見

重

直
)

永

甲

斐

守

殿

(松

平

忠

固
)

松

玄

番

頭

殿

関

根

庄

右

衛

門

地

方

山

本

長

右

衛

門

役

人

三

国

丈

右

衛

門

中

島

藤

助

(25
)
元
禄
十
三
年
四
月
日

古
来
6
覚
帳

(「願
泉
寺
文
書
」)

元
禄
十
三
年

(
一
七
〇
〇
)
四
月
、
貝
塚
寺
内
年
寄
ら
は
、
従
来
か
ら
の
所
管

事
務
の
慣
行
書
類
を
作
成
し
た
。
町
支
配
水
帳
の
抜
粋
や
門

・
橋
の
書
上
部
分

に
、
家
屋
敷
が
増
加
し
、
町

(
ま
ち
)
内
部
に
丁

(
ち
ょ
う
11
両
側
町

・
個
別

町
)
が
形
成
さ
れ
る
様
子
が
窺
え
る
。

(表
紙
)

「
庚

元
祿
拾
三
年

古
来
β
諸
事
覚
帳

辰

四
月

日

」

(追
筆
)

「御
高
札
之
寸
法
覚

長
サ

三
尺
五
寸

山

壱
尺
四
寸
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事
、

右
之
通
、
貝
塚
之
儀

ハ
往
古
よ
り
別
而
由
緒
御
座
候
故
、
天
文
年
中
岸
和
田
之
御

(康
重
)

城
主
兵
衛
太
夫
殿
右
松
平
周
防
迄
、
凡
十
八
代
程
御
入
替
御
座
候
得
共
、
右
之
通

林
外
之
田
畠
と
も
二
少
も
御
差
支
無
御
座
事

に
候
間
、
此
等
之
趣
御
賢
察
之
上
、

(岡
部
長
泰
)

自
今
以
後
も
違
乱
無
之
様

二
、
美
濃
守
様
よ
り
此
度
御
墨
付

に
而
も
被
成
下
候
様

二
、
宜
御
執
成
願
入
存
候
、
以
上
、

(元
禄
九
年
)

子

ノ
七
年

(24
)
元
禄
九
年
八
月
十
四
日

貝
塚
卜
半
寺
内
書
上
控

(「願
泉
寺
文
書
」)

元
禄
九
年

(
一
六
九
六
)
八
月
、
御
坊
寺
僧
の
満
泉
寺
、
寺
内
町
の
概
要
を
大

坂
奉
行
所
に
報
告
し
た
。
寺
内
の
状
況
が
解
る
と
共
に
、
そ
の
外
縁
の
紀
州
街

道
沿
い
岸
和
田
藩
領
に
は
上
方
口
に
堀
村
新
町
、
紀
州
口
に
南
貝
塚
11
海
塚
村

新
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

(表
紙
)

「

元
緑
九
丙
子
年

泉
州
貝
塚
卜
半
寺
内

八
月
十
四
日

」

御
朱
印
所

御
朱
印
ニ
ハ
和
泉
郡

泉
州
貝
塚
ト
半
寺
内

諸
役
御
免
許
境
内
無
高

紀
州
口
β
上
方

口
迄
、
六
町
十
間

卯
6
未
迄
、
四
町
五
十
間

海
際
通
リ
、
六
町
半

未
β
海
迄
、
三
町
半

中
之
町
口
6
海
迄
、
四
町
三
十
八
間

卯
β
海
迄
、
五
町
二
十
間

金

涼

山

願

泉

寺

真

教

院

天
正
十

一
癸
未
年
本
願
寺
十

一
代
顕
如
上
人
開
基
、
本
寺
並
堂
柱
内
十
三
間
半
四

方

右

寺

僧
泉

光

寺

要

眼

寺

満

泉

寺

正

福

寺

真

巧

寺

以
上
五
ケ
寺

ト
半
門
前
之
寺
社
在
家

一
向
宗
京
西
本
願
寺
派
興
正
寺
末
寺

辻

本

尊

光

寺

浄
土
宗
泉
州
日
根
郡
中
ノ
庄
村
大
光
寺
末
寺

上

善

寺

日
蓮
宗
京
本
国
寺
末
寺

妙

泉

寺

牛

頭

天

王

感
田
瓦
明
神
三
社

天

照

太

神

天

満

天

神
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に
数
万
騎
を
指
添

へ
、
討
手

に
被
遣
る
、
貝
塚

に
籠
る
軍
勢
、
夜
中
に
船
に

乗
り
退
散
す
、
乗
り
遅
れ
た
る
者
二
一二
百
人
討
ち
捕
ら
る
、

(了
閑
)

『天
正
十

一
年
二
代
目
の
ト
半
、
関
ケ
原
御
陣
の
時
、
御
奉
公
致
し
候
故
に
御
朱
印
を
頂
戴
と
申
候
、

町
年
寄西

之
町

平
野
屋
伝
左
衛
門

金

屋

喜

兵

衛

加
守
屋
市
右
衛
門

北
之
町

油
屋
伝
右
衛
門

井
筒
屋
惣
左
衛
門

利
斎
孫
左
衛
門

南
之
町

信
濃
屋
新
左
衛
門

櫛
屋
金
右
衛
門

墨
屋
三
右
衛
門

中
之
町

中
屋
忠
右
衛
門

近
木
之
町

櫛
屋
六
郎
右
衛
門

浦
年
寄

武

津

助

次

郎

家
中
太
郎
兵
衛
』

(23
)
子

(元
禄
九
年
)
七
月

覚

〔
仏
供
田
畠

二
付
願
書

〕

(「
願
泉
寺
文
書
」
)

元
禄
九
年

(
一
六
九
六
)
七
月
、
寺
内
仏
供
田
白
田
に
対
す

る
岸
和
田
藩
主
の
公

認
を
求
め
る
願
書
が
貝
塚
方
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
文
中
に
、
文
禄
年
間

に

小
出
秀
政
が
寺
内
の
堀
を
強
引
に
埋
め
た
と
す
る
記
述
が
あ
り
、
元
禄
当
時
に

は
田
畠
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

覚

一
、
先
頃
口
上
書
を
以
御
願
申
上
候
田
畠
之
儀

二
付
、
何

二
而
も
証
拠

ケ
間
敷
儀

有
之
候

ハ
・
、
貝
塚

二
而
も
致
吟
味
候
様
と
被
仰
聞
候
故
、
此
節
逐

一
致
吟
味

候
所
、
貝
塚

ハ
天
正
五
年
二
月
十
七
日
二
従
信
長
公
破
却
被
成
、
四
五
年
退
転

(秀

吉
)

仕
候
所
、
同
十
年

二
従

太
閤
様
、
只
今
之
願
泉
寺
を
御
坊
分

二
御
再
興
被
成

下
候
事
、

(秀

長
)

一
、
天
正
十
三
年

二
岸
和
田
御
城
主
羽
柴
美
濃
守
殿
よ
り
押
而
棹
を
御
入
可
被
成

之
所
、

太
閤
様
依

上
意
早
速
相
止
申
候
事
、

一
、
文
祿
二
年
従

太
閤
様
、
御
検
地
之
節
も
右
御
再
興
之
由
緒
を
以
、
貝
塚
之

儀
者
、
林
外
之
田
白
田
在
々
二
有
之
候
と
も

二
御
免
除
被
成
下
候
事
、

(吉

政
)

(慶
長
九
年
)

一
、
小
出
大
和
守
殿
岸
和
田
江
御
初
入
之
時
、
貝
塚
よ
り
御
年
貢
御
取
可
有
之
様

二
御
座
候
所
、
友
松
次
右
衛
門
殿
を
以
、
従

太
閤
様
御
赦
免
之
趣
申
入
候
故
、

是
又
早
速
相
止
申
候
事
、

(
秀

一
、
ロ
バ今
之
林
よ
り
外
に
新
堀
と
申
候
而
堀
御
座
候
所
、
文
祿
年
中

二
小
出
播
磨

政
)

守
殿
β
理
不
尽
に
御
埋
メ
被
成
、
其
跡

ハ
田
畠
二
罷
成
候
、
則
ロ
バ今

二
字
を
新

堀
又

ハ
野
堀
と
申
由

二
御
座
候
事
、

一
、
従
御
当
家
慶
長
九
年
之
御
検
地

二
も
前
々
之
通
二
御
免
除
被
成
下
、
同
十
五

年
二
諸
役
御
免
許
之

御
黒
印
被
為
成
下
候
事

一
、
右
之
通
、
段
々
由
緒
有
之
候
田
畠
之
義

二
而
御
座
候
故
、
此
等
之
意
趣
を
以

御
了
簡
之
上
、
先
年
近
在

二
有
之
候
田
白
田之
分
、
地
替
被
成
被
下
候
儀
と
存
候
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海

塚

村

庄

屋

長

兵

衛

殿

同

年

寄

初

右

衛

門

殿

同

小

百

姓

中

(
22
)
『泉
州
志
」
抄
出

(『
江
戸
時
代
に
於
け
る
和
泉
地
方
の
農
事
調
査
書
』)

元
禄
元
年

(
一
六
八
八
)
頃
に
成
立
し
た

『
泉
州
志
』
に
、
「
卜
半
寺
内
」
と

し
て
貝
塚
寺
内
の
歴
史
の
概
要
や
、
寺
内
五
町
町
年
寄
と
貝
塚
浦
浦
年
寄
の
名

前
書
上
げ
な
ど
の
記
事
が
見
え
る
。
ま
た
隣
接
す
る
岸
和
田
藩
領
海
塚
村
に
は
、

寺
内
町
に
連
続
す
る

「新
町
」
の
町
場
形
成
が
見
ら
れ
る
。

(長

泰
)

岡
部
美
濃
守
様
御
知
行
所

南
郡
麻
生
郷
海
塚
村

一
、
高
三
百
七
拾
八
石
五
斗
五
升
七
合

『南
海
塚
と
云
う
』

『庄
屋
長
兵
衛
』

内

壱
石
四
升
五
合

山
年
貢

外

高
三
石
六
斗

起
返

・
新
町
屋
鋪

・
畑
共

耕
作
物

・
水
懸
り

・
福
田
村
同
断

・
木
綿
三
分

・
瓜

・
茄
子
少
作
る
、

岡
部
美
濃
守
様
御
知
行
所

南
郡
麻
生
郷

堀

村

一
、
高
四
百
六
拾
三
石
四
斗
五
升
五
合

『庄
屋
久
太
夫

内

弐
石
七
斗

山
年
貢

同

庄
五
郎
』

外

高
弐
拾
壱
石
六
斗
三
升
五
合

新
開
田
畠

耕
作
物

・
南
海
塚
村
同
断

・
水
は
池
懸
り

岡
部
美
濃
守
様
御
知
行
所

南
郡
麻
生
郷
津
田
村

一
、
高
百
七
拾
三
石
四
升

「庄
屋
七
兵
衛
』

内

三
石
五
斗
弐
升
二
合

浦
銀
高

壱
石
壱
斗
九
升
五
合

山
年
貢

外

高
弐
拾
壱
石
六
斗
八
升
壱
合

新
開
田
畠

耕
作
物

・
堀
村
同
断

・
水
は
池
井
懸
り

『津
田
川
歩
渡
り
』

一
、
花
焼
塩

・
同
壺
塩
焼
出
す
、

『
一
、
花
塩
、
焼
塩
也
、
近
年
焼
始
め
夥
し
く
売
出
す
、

今
は
貝
塚
に
あ
り
』

一
、
鱧
崎
松

神
於
寺
の
宝
勝
権
現
海
中
よ
り
鱧

に
乗
り
て
此
所

へ
出
現
す
、
其

よ
り
神
於
寺

へ
飛
び
行
き
給
う
と
言
う
、

卜
半
様
御
知
行
所

南
郡

貝

塚

一
、
願
泉
寺

卜
半
寺
内

『新
川
氏
卜
半
領
地
』
『伝
御

木
原

理

右

衛

門

中
村

六

郎

兵

衛

松
波

市
郎
右
衛
門
』

一
、
貝
塚
寺
内
境
内

の
御
朱
印
は
御
当
家
に
御
代
々
の
も
の
有
り
、

(了
珍
)

(了
匂
)

一
、
元
祖
ト
半
よ
り
当
ト
半
迄
五
代
、

一
向
宗
両
本
願
寺
下
、
東
西
差
別
無
之
、

『当
卜
半
は
院
家
也
」

一
、
本
願
寺
東
西
不
分
以
前
、
顕
如
上
人
、
紀
州
和
歌
山
に
暫
く
居
住
し
、
其
後

貝
塚
に
住
す
、
其
節
寺
を
ト
半
に
贈
る
、

一
、
天
正
五
年
、
紀
伊
国
雑
賀
衆
貝
塚
の
城
に
楯
籠
る
、
干
時
雑
賀
の
三
緘
院
、

(織

田
)

根
来
寺

の
杉
之
坊
、
信
長
の
味
方
に
参
る
、
同
二
月
二
日
秋
田
城
之
介
信
忠
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延
宝
九
酉
年
、
御
巡
見
猪
飼
五
郎
太
夫
殿

・

永
田
弥
左
衛
門
殿

・
久
留
嶋
佐
兵

衛
殿

へ
、
御
尋

二
付
町
年
寄
共
β
可
申
上
覚
書

一
、
寺
内
町
之
広

南
北
ノ
橋
限
、
南
北
長
六
町
斗
、
東
西
広
二
町

・
三

丁

・
四
丁
程

一
、
中
之
町
入
口
境
目

両
方
堀
限
、
其
外

二
御
堂
仏
供
田
此
辺

二
岸
和

田
御

領

ト
入
交
リ
御
座
候
、

一
、
寺
内
惣
屋
敷

大
小
千
三
百
余

一
、
寺
内
惣
入
数

七
千
五
百
人
余

一
、
船

数

大
小
廻
船
猟
船
共
百
五
十
程
、
此
内
猟
船
六
拾
程

一
、
寺
内
知
行
高

御
当
家
御
代
々
様
貝
塚
境
内
之
御
朱
印
被
成
下
、
卜

半
頂
戴
罷
在
、
知
行
高
無
御
座
候
、

地
子
高
御
尋
被
成
候

ハ
丶
、
年
寄
共
支
配
不
仕
義

二
御
座
候
故
、
慥

不
存
候

へ
共
、
五
百
石
斗
御
座
候
様

二
承
及
由
候
、

一
、
田
地
無
之
哉
ト
御
尋
之
時
、

田
畠
九
拾
石
斗
御
座
候

ヲ
、
ト
半
家
来
之
者
共
江
遣
し
置
申
候
、

一
、
ト
半
代
々

(了

珍
)

(了
匂
)

元
祖
卜
半
β
当
ト
半
迄
五
代

二
て
御
座
候
、

一
、
御
堂
寺
号

願
泉
寺

顕
如
上
人
6
御
赦
免

一
、
山
号
院
号

金
涼
山

真
教
院

(公

海
)

毘
沙
門
堂
御
門
跡
β
御
赦
免
被
成
候
、

一
、
御
堂
本
寺
御
尋
之
節

・

東
西
差
別
無
御
座
候
、
両
本
願
寺
不
分
以
前
顕
如
上
人
紀
州
鷺
森
β

(
マ

マ
)

当
地

へ
御
移
、
前
後
五
年
御
安
座
被
成
、
是
β
天
満

へ
御
移

二
而
、

元
祖
卜
半

へ
当
寺
被
下
候
、
其
巳
後
代
々
両
本
願
寺
無
差
別

二
相
勤

申
候
、

(21
)
貞
享
五
年
三
月
十
六
日

地
替
証
文
写

〔
寺
内
と
隣
村
地
替
二
付
〕
(「並
河
記
録
」)

貞
享
五
年

(
一
六
八
八
)
三
月
、
貝
塚
卜
半
役
所
、
周
辺
散
在
の
寺
内
仏
供
田

畠
を
海
塚

・
堀
な
ど
近
隣
村
々
と
交
換
し
、
領
地
整
理
を
行
な

っ
た
。
そ
の
際
、

境
界
地
に
新
溝

・
堀
を
掘
ら
ず
、
高
さ
二
～
三
尺
以
上
の
芝
土
居

(土
塁
)
を

構
え
な
い
こ
と
等
を
誓
約
し
た
。

地
替
証
文
之
事

一
、
此
方
従
往
古
所
持
之
仏
供
田
畠
、
方
々
二
入
組
、
勝
手
悪
敷
候

二
付
、
今
度

地
替
之
儀
申
上
候
所
、
願
之
通
被
為
仰
付
、
依
之
貝
塚
寺
内
近
所
、
堀
村

・
海

塚
村

.
半
田
村

・
福
田
村

・
久
保
村

・
小
瀬
村
、
右
村
々
田
畠
と
地
替
仕
候
、

然
ル
上

ハ
只
今
迄
有
来
候
林
右
外

へ
竹
木
植
出
し
申
問
敷
候
、
勿
論
替
地
境
目

二
新
溝
堀
申
問
敷
候
、
芝
土
居
築
候
共
高
サ
弍
三
尺

二
過
問
敷
候
、
尤
草
木

は

へ
出
候
共
、
畠
之
か
ま
ひ
二
不
相
成
様

二
、
其
年

々
苅
捨
可
申
候
究

二
而
地
替

(候
脱
力
)

仕
候
、
為
其
絵
図
帳
面
並
此
証
文
取
か
わ
し
、
仍
如
件
、

貝

塚

ト

半

内

白

井

清

右

衛

門

貞
享
五
戊
辰
年
三
月
十
六
日

木

原

理

右

衛

門

高

槻

半

右

衛

門
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(小
出
秀
政
)

(縄
)

退
た
る

へ
き
と

の
事

二
て
候

ハ
・
、
先
播
磨
殿

ハ
な
わ

・
竹

.
薪

等

迄
御
合

力

候
、
其
外
当
衆

・
他
衆

に
よ
ら
す
在

々
所

々
庄
屋
肝
煎
、

卜
半

へ
無
等
閑
衆

ハ

何
も
似
合
く

に
勧
進

へ
御
入
候
か
、
左
様
之
衆
之
御
堂

二
も
可
被
成
儀
哉
、

可
被
成
御
分
別
事
、

一
・
百
鼬
他
所
江
羅

候
時
人
足
申
付
・
乗
物
か

・
せ
申
事
迷
惑
之
旨
申
上
候
・

是
も
先
規
よ
り
仕
来
候
間
、
今
更
不
可
驚
儀

二
候
事
、

(羽
柴
秀
長
)

一
、
公
事
舟
召
遣
候
儀
迷
惑
と
書
上
候
、
先
年
美
濃
守
様
泉
惣
浦
中

へ
浦
銭
被
仰

付
、
過
分

二
公
用
到
于
今
出

シ
申
候
、
然
共
貝
塚
之
儀
は
ト
半
御
佗
言
申
上
、

被
成
御
赦
免
候
、
其
恩
賞
を
以
出
し
来
、
め
し
遣
事
、

一
、
弍
拾
人
之
年
寄
先
年
新
家
取
立
候
事
申
候
而
奉
公
仕
旨
候
、
少
も
其
時
之
事
、

我
等
不
存
候
、
仮
令
何
程
之
奉
公
候
共
、
此
方
江
之
奉
公
ニ
ハ
聊
請
不
申
候
問
、

屋
敷
之
地
子
な
し
の
屋
敷
可
遣
儀

二
て
無
之
候
、
但
何
を
ト
半
石
見

二
奉
公
仕

(了
珍
)

候
而
五
十
坪

ツ
・
地
子
用
捨
可
仕
と
申
候
哉
、
卜
半
存
生
之
時
年
寄
衆
寺
内

へ

入
用
取
替
も
仕
ら
れ
候

ハ
・
少
地
子
も
用
捨
可
致
候

へ
共
、
何
之
奉
公
も
無

ニ

ハ
用
捨
不
成
由
申
渡
候
事
、

(選

買
)

一
、
貝
塚
之
浜

へ
着
申
候
売
物
、
我
等
能
物
を
ゑ
り
か
い
二
い
た
し
迷
惑
之
由

二

候
、
諸
商
人
か
い
申
な
ミ
に
聊
之
物
成
共
押
買

ハ
不
仕
候
、
何
も
之
商
人
取

璽

か
い
申
候
間
・
此
上

ハ
誰
々
荷
物
も
石
見
お
し
か
い
仕
た
る
と
有
之
儀
・

可
被
成
御
尋
候
事
、

一
、
町
人
家
打
破
申
候
由
書
付
申
、
毛
頭
無
之
事
、
但
曲
事
人

ハ
如
法
度
之
申
付

候
、
以
来
も
其
分
た
る

へ
く
候
事
、

一
・
飜

靆

御
朱
印
靉

仕
候
へ
共
・
其
礼
銭
も
寺
内
よ
り
は
少
も
出
し
不
申

候
間
、
諸
事

ケ
様
之

儀
候

へ
と
も
御
分
別
可
有
候
事
、
以
上
、

(19
)
慶
長
十
五
年
六
月
二
十
六
日

徳
川
家
康
黒
印
状
写

(「願
泉
寺
文
書
」
)

慶
長

一
五
年

(
一
六

一
〇
)
六
月
末
、
徳
川
家
康
、
寺
内
住
民
と
ト
半
石
見
と

の
間
の
訴
訟
を
裁
定
し
、
ト
半
家
の
領
主
権
を
認
め
て
、

「
本
願
寺
下
」
と
し

て
貝
塚
寺
内
の
諸
役
免
許
を
行
な

っ
た
。
幕
府
は
こ
の
状
を
先
例

に
、
明
治
維

新
に
至

る
ま
で
貝
塚
を
ト
半
支
配
地
と
し
て
追
認
す
る
。

(包
紙
)

泉
州
貝
塚

「
権
現
様
御
黒
印
之
写

卜

半
」

和
泉
国
貝
塚
本
願

寺
下
卜

半
寺
内
諸
役
令
免
許
之
処
、
如
件
、

慶
長
拾
五

年
六
月
廿
六

日

御
黒
印

(20
)
延
宝
九
年

覚
書
写

〔
幕
府
巡
見
使
尋
二
付
上
申
覚

〕

(「並
河
記
録
」
)

延
宝
九

年

(
一
六
八

一
)
、
幕
府
巡
見
使
の
岸
和
田
藩
領
及
び
員
塚
寺
内
周
辺

へ
の
巡
見
に
際
し
て
、
貝
塚

の
町
年
寄
ら
は
寺
内
町
の
概
要
を
略
記
し
た
覚
書

を
作
成
、
提
出
し
た
。

(表
紙
)

「
不
許
他
見

覚

書

正

英
」
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(18
)
(慶
長
十
五
年
四
月
)

卜
半
石
見
返
答
書

(「並
河
記
録
」
)

丶

慶
長

一
五
年

(
一
六

一
〇
)
四
月
頃
、
新
川
石
見

(了
閑
)
方
が
、
寺
内
住
民

等
の
訴
状
に
反
駁
す
る
返
答
書
を
提
出
し
た
。
(
17
)
と
も
併
せ
て
、
慶
長
以

前
に
お
け
る
貝
塚
寺
内
の
具
体
的
様
相
を
も
の
語
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

右
御
返
答
書

(顕

如
)

(行
人
力
)

一
、
御
門
跡
様
紀
州
鷺
森

へ
御
座
候
節
、
法
衆

紀
伊
国
路
次
筋
山
中
辺
、
御
門

跡
様

へ
御
参
詣
之
衆
打
は
き
山
た
ち
を
仕
候
故
、
往
還
不
自
由
之
事
、

一
、
泉
州
佐
野
村

二
新
城
拵
、
根
来
之
坊
被
居
候

て
、
是
も
毎
日
路
次
筋

二
て
山

た
ち
仕
、
御
参
衆
及
迷
惑
申
儀
無
隠
候
、

(秀

吉
)
(天
正
十
一
年
五
月
)

一
、
太
閤
様
近
江
長
浜
御
陣
之
時
、
右
之
訳
連
々
被
及
聞
召
、
鷺
森

へ
の
伝

二
泉

本
願
寺
御
坊
御
取
立
候

へ
と
被
仰

(.

.
)
我
等
糞

二
右
之
才
覚
仕
候
而

寺
取
立
候

へ
と
被
仰
付
候
を
、
追

々
斟
酌
、
御
門
跡
様

へ
之
御
奉
公

二
而
候
間
、

是
非
可
成
程
、
卜
半
馳
走

い
た
し
候

へ
、
左
様
な
く
候

ヘ
ハ
別

二
才
覚
可
仕
も

の
も
な
き
と
達
而
被
仰
付
候
故
、
不
及
是
非
と
申
上
、
貝
塚
を
寺
内

に
取
立
申

候
事
、

一
、
太
閤
様
長
浜

二
て
御
朱
印
頂
戴
仕
節
、
御
朱
印
相
調
申
時
、
御
朱
印
其
外
方
々

江
之
御
礼
物
、
卜
半
老

ハ
寺
内
衆

二
不
相
掛
、
勿
論
出
し
不
申
事
、

(顕

如
)

一
、
其
以
後
、
御
門
主
様
鷺
の
森
6
貝
塚

へ
御
座
を
被
成
御
移
候
時
、
寺
内
の
地

(益

田
)

子
を
御
門
主
様

へ
被
召
上
候

へ
と
申
あ
け
候

ヘ
ハ
、
少
将
殿
為
御
使
被
成
御
意

候

ハ
、
ト
半
造
作
仕
而
取
立
申
御
坊
之
地
子
を
何
と
て
可
被
召
上
候
哉
、
ト
半

進
退
可
仕
旨
御
諚
候
而
三
年
貝
塚

二
御
逗
留
被
成
候

へ
共
、

地
子

一
粒
も
不
召

置
候
、
然
上
は
明
地
等
之
事
、
寺
内
聊
構
不
可
被
申
儀
候
事
、

一
、
寺
内
地
子
屋
敷
地
内

二
懸
諸
役
等
も
赦
免
い
た
し
召
遣
候
も
の
丶
事
、
不
謂

由
帋
面
相
見
候
、
其
段
も
構
有
間
敷
儀

二
候
、
其
子
細

ハ
地
子
之
儀

ハ
ト
半
次

第
と
右
被
仰
付
候
上
、
寺
内
衆
取
沙
汰
無
之
事
歟
、

(秀

長
)

一
、
羽
柴
美
濃
守
様
御
代

二
被
成
御
検
地
候
時
、
御
堂
仏
供
田
悉
す
た
り
申
候
、

寺
内
廻
二
て
我
等
親
ト
半
才
覚
仕
上

二
て
少
田
畠
被
下
候
事
無
其
隠
候
、

併
ケ

様
之
儀
を
様
子
不
存
候
而
申
上
候
哉
之
事
、

(
長

政

)

一
、
右
之
以
後
、
浅
野
弾
正
殿
泉
州
御
検
地
付
、
為
御
奉
行
頭
被
成
御
越
候
而
、

御
検
地
之
時
寺
内
田
畠
以
下
悉
御
と
り
被
成
候
、
是
卜
半
太
閤
様
江
御
佗
言
申

上
候
事
、

一
、
麹
之
事
、
右
之
書
付
の
こ
と
く
む
か
し
β
御
堂
相
抱
か
た
く
、
寺
内
6
合
力

仕
来
候
間
、
年
々
主
を
か

へ
可
申
候
共
、
又

ハ

一
人

二
相
定
申
付
候

ハ
ん
共
、

(了

閑
)

一
度
相
済
申
た
る
事

二
候
問
、
か
ま
い
申
事

ハ
有
之
間
敷
候
事
歟
、
ト
半
石
見

新
儀
成
事
少
も
不
仕
候
事
、

(
井

戸

端

)

一
、
ふ
き
や

・
い
と
の
は
た
慶
善
両
人
死
去

の
志
と
し
て
あ
け
申
候
、

ふ
き
や

(破
)

(
崩

)

(部
)

や
ふ
れ
く

つ
れ
申
候
を
過
分

二
物
を
入
申
候
而
形
区
太
夫
取
立
、
年
貢
取
申
候

間
、
是
亦
只
今
連
判
之
衆
中
被
申
分
有
間
敷
事
、

一
、
御
堂
供
僧
寺
内
6
や
し
な
い
申
候
、
斎

・
非
時
た

へ
さ
せ
申
候
事
、
夫

ハ
親

(抹

香
)

の
命
日
や
し
な
い
申
事

ハ
有
之
、
ま
し
て
畳

・
ま

つ
こ
寺
内
よ
り
仕
事

一
円
不

(供

僧
)

存
候
、
併
く
そ
う
可
被
成
御
尋
事
、

一
、
御
堂
の
儀
寺
内
β
進
退
可
有
之
様

二
書
付

二
相
見

へ
候
、

沙
汰
之
限

二
候
、

其
子
細

ハ
御
堂
我
等
立
申
候
入
目
拾
五
貫
目
入
申
候

へ
共
、
我
等

一
人
と
し
て

出
し
候
而
取
置
候
御
堂
二
て
御
座
候
、
但
寺
内
勧
進
仕
候

ヘ
ハ
壱
貫
目
余
な
ら

て
ハ
無
之
、
但
又
勧
進
二
入
申
候

ハ
多
少
に
よ
ら
す
勧
進
之
衆
候
間
、
御
堂
進
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座

と
彼

惣
左

衛
門

し

ん
類
共

な

け
き
申

候

、

む

か

し

ハ
あ

か

り
物

少

ッ

・

(
つ
脱
力
)

二
御
座
候

ヲ
、

あ
ま
さ

へ
今
程

ハ
米
拾

石

二
定
而
御
取
、
め

い
わ
く
仕
候
事
、

(
障

子

一
、

右
之

得
分
御
座
候

へ
と
も
、
惣
寺

内
β
御
堂
之
坊
主
衆
飯

米
、
其
外

し
や
う
し

紙

)

(
畳

)

(抹
香
力
)

か

ミ

・
た

丶
ミ

・
ま

つ
こ
巳
下

ま

て
寺
内
と
し

て
仕
候
事

、

一
、
か

い

つ
か
6

堺
ま

て
舟
渡
し
之
事
、
む

か
し
さ

ご
や
藤

右
衛
門
殿
御
坊
御
取

(誉

田

屋
)

立
之
時
、

こ
ん
た

や
と
申
人
過
分

二
取
替
被
仕
候
付
、

堺

へ
の
渡
し

こ
ん
た

や

(米
)

被
召
候
、
殊

二
其
折
節

ハ
関
頭
江
上
米
御
座
候

と

い

へ
と
も

、
八
木

ま

て

こ
ん

(公

用
)

た
や
積
申
候

二
、
今
程

ハ
関

の
く

や
う
も
無

之
候
処

二
、
万

事

お

さ

へ
石

見
殿

よ
り
御
積
被
成
、
迷
惑
仕
候
事
、

一
・
か
い
つ
か
年
寄
廿
人
と
し
て
古髴

ふ
鏘

ん
騨

馳

ヲ
頼
申
・
信
長
様
江
申

上
、
新
家
分

二
寺
内
取
立
、
過
分
取
替
仕
候
付
、
屋
敷
百
坪

つ
丶
地
子
な
し

二

(本
力
)

罷
居
候
処
、
其
後
、
上
様
よ
り
御
末
寺

二
被
成
、
ト
半
代

二
罷
成
五
十
坪

二
被

成
、
是
め
い
わ
く
二
存
候
処
二
文
祿
弍
年
よ
り
少
も
不
被
下
、
御
取
上
候
事
、

(
取

替

)

殊

二
過
分
の
と
り
か

へ
も
す
た
り
、
井
諸
役
少
も
無
御
用
捨
、
迷
惑
仕
候
事
、

一
、
公
事
舟

・
人
足
之
事
、
陸

ハ
人
夫
、
浜

ハ
公
事
ふ
ね
家
別

二
仕
候

ハ
、
其
外
、

京

・
大
坂

・
紀
州
な
と

へ
被
罷
越
候
時

ハ
、
惣
中

へ
も
御
申
聞
な
く
乗
物
か
き

人
足

・
舟
等
賃
に
て
御
か
り
候
て
、
其
賃
共
相
渡
し
候

へ
と
重
而
帳
を
石
見
殿

よ
り
御
い
だ
し
候
付
、
支
配
を
仕
、
賃
を
こ
と
く

く
出
し
申
候
、
誠

二
寺
内

過
分
之
物
入
造
作
積
な
く
、
是
第

一
め
い
わ
く
仕
候
処

二
、
す

こ
し
の
飯
米
を

も
不
被
下
御
遣
候
儀
、
な
け
か
し
き
次
第

二
御
座
候
、
御
不
審

二
お
い
て
ハ
惣

寺
内
の
支
配
之
帳
共
御
座
候
間
、
懸
御
目
申
度
候
事
、

(選

買
)

一
、
浜
江
著
申
候
諸
売
物
、
石
見
殿
拜
御

一
門
之
衆
え
り
か
い
二
被
成
候
、
迷
惑

仕
候
事
、

一
、

理

不

尽

成

儀

被

懸

申

候

町

人

家

数

多

被

打

破

候

、

此

段

具

二
紙
面

二
の
せ
申
上
度
御
座
候

へ
共
、
各
々
御
理
多
候
間
、
先
々
如
此
候
、

(糾

明
)

一
、
右
条
々
、
其
時
々
二
言
上

い
た
し
度
候

へ
土
ハ、
武
家
の
き
う
め
い
よ
り
も
猶

あ
ら
け
な
く
当
座

二
め
い
わ
く
さ
せ
被
申
間
、
餘

二
お
そ
ろ
し
く
存
知
、
扨

々

今
ま
て
延
引
仕
候
、
只
今
申
上
候
儀
少
も
相
違
無
御
座
候
、
御
不
審

二
御
座
候

ハ
・
罷
出
可
申
上
候
、
仍
如
件
、

慶
長
十
五
年
卯
月
十
四
日

七

彦

左

衛

門

七

右

衛

門

甚

七

源

兵

へ

弥

左

衛

門

新

兵

へ

衛

門

吉

右

衛

門

甚

兵

へ

三

右

衛

門

源

太

夫

年
寄

年
寄

孫

左

衛

門

弥

右

衛

門

同

勝

右

衛

門

佐

近

衛

門

休

斎

二

右

衛

門

次
郎
左
衛
門

右

衛

門

勘

左

衛

門

与

一

郎

与

右

衛

門

道

滴

与
三
左
衛
門

勝

衛

門

新

四

郎

喜

右

衛

門

市

左

衛

門

宗

右

衛

門

年
寄惣

兵

へ

与
次
右
衛
門

彦

二

郎

助

二

郎
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(木
板
刷
)

「
本
願
寺
釈
証
如

(
花
押
)」

泉
州
南
郡
麻
生
郷
海
塚
之

和
朝
親
鸞
聖
人
御
影

坊
願
泉
寺
常
住
物
也

時
也
慶
長
十
二
歳
灯
極
月
廿
五
日

釈

准

如

(花
押
)

(表
)
観
彼
如
来
本
願
力

凡
愚
遇
无
空
過
者

一
心
専
念
速
満
足

真
実
功
徳
大
宝
海

和
朝
親
鸞
聖
人

(
17
)
慶
長
十
五
年
四
月
十
四
日

貝
塚
寺
内
住
民
等
連
署
訴
状

(「願
泉
寺
文
書
」)

慶
長

一
五
年

(
一
六

一
〇
)
四
月
、
貝
塚
寺
内
の
年
寄

・
住
民
等
三
二
名
が
連

名
し
、
新
川
石
見

(二
代
卜
半
了
閑
)
の
苛
政
を
幕
府
に
訴
え
た
。
そ
の
訴
状

中
に
寺
内
草
創
期
か
ら
の
寺
内
住
民
の
努
力
と
領
主
化
を
図
ろ
う
と
す
る
ト
半

家
と
の
矛
盾

・
軋
轢
が
う
か
が
え
る
。

乍
恐
申
上
候
事

寺
内
[

H
]

(了
閑
)

一
、
今
度
石
見
殿
之
儀
言
上
申
候
事
、
[
H
凵
之
儀

二
御
座
候

へ
共
、
銖

二
御
さ

い
は
ん
悪
囗

恐
仕
、
申
上
候
事
二
候
、

一
、
寺
内
屋
敷
の
地
子
百
八
拾
六
石
四
斗
九
升
八
合
か
、

(
親

類
)

一
、
お
な
し
く
家
数
百
六
家

ハ
地
子
な
し
、
但
是
者
石
見
殿
し
ん
る
い
・
家
来

・

出
入
之
衆
、

(屋
敷
)

一
、
寺
内

二
御
座
候
荒
や
し
き

ひ
ら
き
、
田
畠

二
被
成
候
分
、
高
卅
弍
石
御
座
候

事
、

一
、
昔
よ
り
貝
塚
之
御
堂
二
付
申
候
仏
供
田
八
拾
石
四
斗
八
升
弍
合
御
座
候
、
先

(長

政
)

(仏
供
)

年
浅
野
弾
正
殿
寺
内
御
検
地
被
成
候
刻
、
右
之
ふ
く
田
何
も
ト
半
御
帳
あ
い
候

も
不
存
候
、
故

に
今
寺
内
之
者
と
も
不
審
仕
候
事
、

一
、
麹
の
事
、
昔
寺
内
御
取
立
候

ハ
、
さ
ご
や
藤
右
衛
門
殿
不
弁
二
付
、
子
息
又

(部

屋

住
)

五
郎
殿

へ
や
す
ミ
之
時
、
我
等
た
く
さ
ん
二
又
五
郎
殿
二
物
遣
候
事
不
成
候
間
、

(
麹

)

年
寄
衆
何

に
て
も
す
こ
し
合
力
候

て
給
候

へ
の
よ
し
御
申
候
二
付
、
か
う
し

の

(
割
)

わ
り
を
半
わ
り
可
進
と
被
申
候
、
則
酒
屋

の
か
よ
ひ
の
面

二
て
算
用
を
い
た
し
、

半
わ
り
の
分
又
五
郎
殿
江
進
之
、
然
上

ハ
麹
屋
あ
ま
た
仕
候
而
、
座

ハ
無
之
候

(了

珍
)

を
、
ト
半
老
之
代

二
昔

ノ
寺
内

二
か
う
し
の
わ
り
、
又
五
郎
殿

二
ま
い
ら
せ
候

之
由
、
御
聞
い
た
し
候

て
其
ま
丶
座

に
被
成
、
上
米

二
て

一
人

二
被
仰
付
、
迷

(
秤

)

惑
仕
候
処

二
、
其
後

ハ
又
余
人

二
も
御
さ
せ
な
く
隼
人
殿
二
被
召
、

は
か
り

な

と
殊
外
あ
し
く
候
而
、
酒
屋
め
い
わ
く
仕
候
事
、

一
、
盆
正
月

の
御
礼
銭
米
拾
八
石
四
斗
上
申
候
事
、
是
も
昔

ハ
主

二
少

つ
丶
心
さ

し
次
第

二
仕
候

へ
共
、
ト
半
老
か
様

二
定
而
被
申
、
惣
寺
内
之
支
配

二
い
た
し

上
申
事
、

(井

戸

端
)

一
、
ふ
き
や
の
事
、
右

ハ
井
と
の
ハ
た
惣
左
衛
門
と
申
者
仕
候

へ
共
、
彼
仁
死
去

い
た
し
、
其
後
御
堂

へ
寄
進

二
上
候
、
末
代
御
堂

二
付
候

ヘ
ハ
申
分
無
御
座
候

(石

見

弟
)

処

二
、
刑
部
大
夫
殿
江
ト
半
6
御
渡
候
段

ハ
御
寄
進
に
あ
け
申
し
る
し
も
無
御
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文
禄
四
年
八
月
、
岸
和
田
城
主
の
小
出
秀
政
、
泉
州
知
行
地
の
加
増
を
受
け
た

際
に
、
貝
塚
寺
内
を

「海
塚
や
し
き
か
た

(屋
敷
方
)
」
と
し
て
、
そ
の
支
配

を
秀
吉
に
公
認
さ
れ
る
。

知
行
方
目
録

(中

略
)

以
上
千
弐
百
七
石
三
斗

合
弐
万
石

御
加
増

本
知
分

一
、
弐
千
五
百
壱
石

傭
唯
塚

一
、
六
百
九
拾
六
石

同

中
村

(貝
塚
)

一
、
弐
拾
八
石
四
斗
八
升

海
塚
や
し
き
か
た

一
、
五
百
拾
壱
石
六
升

右
三
力
村
出
米

一
、
千
四
百
弐
拾
四
石
六
斗
六
升

岸
和
田

(箱
作
)

一
、
九
百
九
拾
六
石
八
斗
六
升

箱
造

一
、
弐
千
八
拾
弐
石
三
斗
九
升

木
嶋

一
、
千
百
四
拾
五
石
弐
斗
三
升

五
ケ
畑

一
、
六
百
三
石
五
斗
三
升

加
塒
嬾
馳

(土
生
)

一
、
拾
石
八
斗

は
ふ

出
米
内

以
上
壱
万
石

本
知

都
合
三
万
石
内

譱
册
跖

躰
加
駒

右
令
扶
助
訖
、
全
可
領
知
候
也
、

文
禄
四
年
八
月
三
日

(秀
吉
朱
印
)

(秀

政
)

小
出
播
磨
守
と

の

へ

(
15
)
慶
長
五
年
九
月
二
十

口
日

徳
川
家
康
禁
制

(「願
泉
寺
文
書
」
)

慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
九
月
、
徳
川
家
康
は
関
ケ
原
の
合
戦

の
終
結
後
、
畿

内

・
西
国
の
寺
社
や
諸
村
に
相
次
い
で
禁
制
を
授
け
た
。
貝
塚
寺
内
は
同
月
二

一
日
に
下
付
さ
れ
た
。

(包
紙
)

(マ
ε

「東
照
宮
貝
塚
寺
内
御
製
禁
」(教

如
)

禁
制

泉

州
貝
塚
本
願

寺
新
門
跡
寺
内

一
、

軍
勢
甲

乙
人
等
濫
妨
狼

籍
之
事

一
、
放
火
之

事

一
、

山
林
竹

木
伐
採
之

事付
人
馬
取
事

右
条

々
堅
令
停

止
畢
、
若
於
違
乱
輩
者
、
速
可
処
厳
科
者
也
、
仍
下
知
如
件
、

慶
長
五
年

九
月
廿

一
日

(家

康
朱
印
)

(
16
)
慶
長
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日

親
鸞
聖
人
御
影
裏
書

(「願
泉
寺
文
書
」)

慶
長

一
二
年

(
=
ハ
〇
七
)

一
二
月
二
五
日
、
本
願
寺
准
如
、
親
鸞
画
像

に
裏

書
を
施
す
。
こ
の
裏
書
中
に

「海
塚
之
坊
願
泉
寺
」
と
あ
り
、
寺
号
と
御
坊
扱

い
の
初
見
史
料

で
あ
る
。
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御
影
様
御
開
山
、
源
光
寺

ノ
船
館
轢
購
没
好
ズ
浜
怖
翹
卿

御
厨
子

バ
カ
リ
、
善
教
寺

ノ
船
本
善
養

願
行
寺
、
惣
御
一
家
衆
オ
ノ
ー

乗
船
、

御
座
船
、

慈
光
寺

ノ
船
、
御
門
跡
様
、
新
門
様
、
興
門
様
御
同
船
、

上
様
、
御
児
様
、
真
宗
寺

ノ
船

二
御
乗
船
、

以
上
、
八
半
時
程

二
中
嶋
ノ
新
御
坊

へ
御
著
也
、

(
12
)
天
正
十
五
年
五
月
十
九
日

貝
塚
寺
内
基
立
書

(「薬
師
家
文
書
」
)

天
正

一
五
年

(
一
五
八
七
)
五
月

一
九
日
の
日
付
と
冨
田
頼
勝
の
名
前
で
、
貝

塚
寺
内
の
由
緒
書
が
作
成
さ
れ
、
応
仁
年
間
か
ら
天
正

一
三
年

(
一
五
八
五
)

八
月
の
中
嶋
寺
内
へ
の
本
願
寺
移
座
ま
で
、
貝
塚
寺
内
の
歴
史
が
綴
ら
れ
る

(作
成
年
の
記
載
は
疑
問
)。

貝
塚

ハ
往
古
五
丁
余

ノ
松
原
ナ
リ
、
白
砂

二
庵
寺

一
宇
民
家
三
十
六
軒
ア
リ
、
此

(逗
)

庵
行
基
大
士
ノ
遺
跡
也
ト
云
、
応
仁
年
中

ノ
蓮
如
上
人
御
逼
留

ア
リ
、
年
久
住
僧

ナ
ク
此
地

二
集
ル
人

二
相
議
シ
、
京
都
ノ
落
人
右
京
坊
殿
ヲ
根
来
寺

ヨ
リ
迎

へ
住
持

ト
ス
、
其
本
姓

ノ
貴
キ
ト
才
徳

ノ
高
キ
ト
ヲ
尊

ン
テ
長
ト
ス
、
右
京
坊

ヲ
ト
半
斎

ト
改
ム
、
天
文
十
九
年
艸
庵

ヲ
再
興
シ
弥
陀
ノ
絵
像
ヲ
安
置
シ
テ
頻
宗
風
ヲ
興

ス
、

天
正
五
年
兵
乱

二
草
堂

・
人
屋
悉
ク
破
却
ス
、
同
八
年
離
散

ノ
老
若
、
ト
半
老
ト

志
ヲ
励
シ
、
新

二
本
堂
ヲ
建

テ
板
屋
道
場
ト
云
、
是
貝
塚
御
堂

ノ
濫
觴
也
、
同
十
年

筑
州
様
ノ
仰

ニ
ヨ
リ
ト
半
老
貝
塚
ヲ
寺
内
二
執
建
ラ
レ
シ
也
、
翌
十

一
年
七
月

四

日
紀
州

ヨ
リ
御
門
跡
様

・
新
門
様

・
興
門
様
御
船

ニ
テ
御
着
、

御
開
山
様
無
御

(群
)

恙
御
上
着
、
諸
人
郡
集
有
難
由
申
処
也
、
夫

ヨ
リ

一
宗
ノ
本
寺
ト
ナ
ル
、
同
十

三

年
八
月
御
門
跡
様
ヲ
始
、
天
満
中
嶋
新
御
坊

へ
御
移
也
、
御
開
山
様
源
光
寺
船
、

(光
)

御
座
船

ハ
慈
口
寺
船
也
、
諸
人
御
名
残
ヲ
惜
事
不
及
言
語
、
此
御
堂
ヲ
ト
半
老

二

御
返
シ
ナ
サ
レ
、
御
形
見
ト
テ
御
開
山
様

・
前
住
様

ノ
御
絵
像
ヲ
御
附
与
ナ
サ
ル
、

後
来
席
ヲ
一
家

二
同
ク
シ
、
式
ヲ
本
寺

二
准

ス
ヘ
シ
ト
ノ
御
遺
命
也
、
御
門
跡
様

(ト
脱
力
)

ノ
恩
沢
山
海

二
越
タ
リ
仰

ヘ
シ
、
旧
住
ノ
外
、
近
比
諸
国

ヨ
リ
来

ル
人
々
ニ
ハ
杉
、

青
草
、
藪
、
白
妙
、
岡
、
吉
川
、
法
信
、
大
沢
、
森
広
、
五
藤
、
根
津
、
杉
守
、

(間
)

加
奥
、
庄
司
、
武
藤
、
西
田
、
唐
須
、
末
包
、
宮
花
、
後
呂
口
、
大
仏
、
茂
知
谷
、

難
波
、
千
代
松
、
大
野
、
楠
根
等
也
、
大
都
寺
内
ノ
基
立
、
為
子
孫
書
残
者
也
、

天
正
十
五
年
五
月
十
九
日

冨
田
源
頼
雄

(花
押
)

(
13
)
文
禄
二
年
三
月
十
九
日

顕
如
上
人
画
像
裏
書

(「
願
泉
寺
文
書
」)

文
禄
二
年

(
一
五
九
三
)
三
月

一
九
日
、
本
願
寺
教
如
、
了
珍

(ト
半
斎
)
を

願
主
と
し
て
顕
如
画
像
を
下
付
す
る
。
裏
書
に

「麻
生
郷
海
塚
村
」
と
あ
る
。

大
谷
本
願
寺
釈
教
如

(花
押
)

文
碌
二
醗
暦
三
月
十
九
日

泉
州
南
郡
麻
生
郷
海
塚
村

願
主

釈

了

珍

顕
如
上
人
真
影

(
14
)
文
禄
四
年
八
月
三
日

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

(新
川
善
清
氏
所
蔵

「新
川
家
文
書
」
)
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(8
)
『貝
塚
御
座
所
日
記
』
天
正
十

一
年
七
月
四
日
条

天
正

=

年

(
一
五
八
三
)
七
月
、
本
願
寺
顕
如

一
行
、

開
山
親
鸞
の
木
像
を

奉
じ
て
紀
州
鷺
森
か
ら
出
発
、
同
四
日
に
海
路
で
貝
塚
に
入
る
。

天
正
十

一

紀
州
ヨ
リ

泉
州

七
月

四
日

ノ
午
刻

御

門
跡

ヲ
始
申
、

御
女
房
衆
悉
御
船

に

て
貝
塚

へ
御
上
著

、

御
開
山
無
御
恙
御
渡

海
、
諸
人
群
集

有
難
由
申
所
也
、
雑

賀
衆

二
是

迄
送

申

タ

ル
ハ
・
蠹
蒐

禁

騾

懲

黐
黔

即
刻
為
禦

内

矯

)へ
円
山
内
匠

助
御
使

二
被
遣
之
、

(長
政
)

(三
成
)

筑
州

へ
御
書
、
折
節
上
来
由

ニ
テ
、
大
樽
十

御
音
信
也
、
浅
野

弥
兵

、
石
左
吉

、

(堀

秀

政
)

(秀

長
)

羽
柴
久
太
郎

羽
柴
美
濃
守

イ
ツ
レ
ヘ
モ
御
書
、
御
音
信

ハ
無
之
、

(下
間
)

浅
弥

ヘ
ハ
銀
五
枚
、
頼
廉
書
状

ニ
テ
被
遣
之
、

コ
レ

ハ
此
巳
前

可
被
遣
分

ニ
テ
候

つ

れ
共
、
他
行

二
付
而
相
延
、
此
度

ノ
御
音
信

ニ
ナ
リ

タ
ル
也
、

(
一
氏
)

岸
和
田
中
村
孫
平
次

ヘ
モ
内
匠

ノ
ホ
リ
カ
ケ

ニ
御

案
内
ト
シ
テ
罷
越

、

頼
廉

ヨ
リ
折

紙
遣
之
、
筑
州

ハ
六
月
十

日
比
歟
、
播
州

へ
下
向

、
下
旬

二
至

テ
帰
路
、
す
く

二
大

今
タ

坂

二
逗
留
云
々
、
今

日
ノ
使
者
堺

迄
罷
越
、
明

日
大
坂

へ
可
令

参
著
分
也
、

(9
)
(天
正
十

一一年
)
三
月
九
日

羽
柴
秀
吉
判
物
写

(「願
泉
寺

文
書
」)

天
正

一
二
年

(
一
五
八
四
)
三
月
九
日
、
羽
柴
秀
吉
、
小

牧

・
長
久
手
の
合
戦

直
前
に
本
願
寺

一
門
が
在
所
す
る
員
塚
寺
内
中
に
、
寺
内

陣
取
や
軍
勢
出
入
を

禁
じ
た
判
物
を
発
給
す
る
。

就
出
勢

、
当
寺

内
陣
取
並
軍
勢
出
入
、

一
切
令
停
止
候
、
自

然
相
背
輩
、

可
加
成

敗
也
、

筑
前
守

三
月
九

日

秀
吉

(花
押
)

貝
塚寺

内
中

(
10
)
(天
正
十

二
年
)
十
月
二
十
七
日

羽
柴
秀
吉
判
物

(「願
泉
寺
文
書
」)

天
正

一
二
年

(
一
五
八
四
)
十
月
二
七
日
、
羽
柴
秀
吉
、
根
来
寺

・
雑
賀
衆
攻

撃
に
備
え
、
本
願
寺
が
在
所
す
る
貝
塚
寺
内

に
、
再
び
寺
内
陣
取
や
軍
勢
出
入

を
禁
じ
た
判
物
を
発
給
す
る
。

就
出
馬
之
儀
、

当

寺
内
陣
取
並
諸
卒
出
入
事
、
堅
令
停
止

訖
、
若
於
違
犯
之
族
者
、

可
加
成
敗
者
也

、

十

月
廿
七

日

秀
吉

(花
押
)

貝

塚寺

内

(11
)
『貝
塚
御
座
所
日
記
』
天
正
十
三
年
八
月
三
十
日
条

天
正

=
二
年

(
一
五
八
五
)
八
月
三
〇
日
、
秀
吉
の
招
聘
に
よ
り
本
願
寺
顕
如

一
行
、
海
路

で
大
坂
天
満

の
中
嶋
寺
内
新
御
坊

へ
移
座
す
る
。

(顕

如
)

(教

如
)

(顕

尊
)

一
、
卅

日

御
門

跡
様
、
新

門
様
、

興
門
様

御

つ
れ

に
て
、
上

下
男

女
悉

貝
塚

ヨ

リ
中
嶋

へ
御

の

ほ
り
也
、
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(
5
)
(天
正
五
年
)
二
月
十
八
日

本
願
寺
顕
如
書
状
案

(「顕
如
上
人
文
案
」
巻
中
)

天
正
五
年

(
一
五
七
七
)
二
月

一
八
日
、
本
願
寺
顕
如
、
信
長
の
紀
州
攻
撃
に

際
し
て
貝
塚
へ
立
て
籠
も
っ
た
雑
賀
衆
の
高
名
を
讚
え
慰
労
し
た
内
容
を
含
む

書
状
を
紀
州
坊
主
衆

・
門
徒
衆
に
下
す
。

紀
州
坊
主
衆
門
徒
衆
宛
文
案

今
度
泉
州

へ
敵
手
遣
之
儀

に
つ
き
て
、
貝
塚

へ
取

こ
も
り
候
雑
賀
衆
、
無
事
に
打

(カ
カ
)

入
由
高
名
之
至
候
、
根
来
寺
之
儀
如
何
候
哉
、
爰
元
色
々
雑
説
候
間
、
与
方
之
儀

無
心
許
候

て
此
両
人
差
下
候
条
、
委
細
可
申
伝
候
、
此
方
無
人
に
候
間
、
そ
こ
も

と

の
体
見
合
鉄
炮
衆
待
入
候
、
岩
屋
番
手
之
儀
肝
要
候
、
猶
刑
部
卿
法
眼
可
申
下

候
也
、
穴
賢
く

、

二
月
十
八
日

顕

如
御
判

紀
州坊

主
衆
中

へ

門
徒
衆
中

へ

(6
)
(天
正
八
年
)
閏
三
月
二
十
七
日

本
願
寺
顕
如
書
状

(「願
泉
寺
文
書
」
)

天
正
八
年

(
一
五
八
〇
)
閏
三
月

一
七
日
、
ト
半
斎
、
信
長
と
本
願
寺
の
勅
命

講
和
に
よ
る
大
坂
退
出
に
際
し
て
、
長
男
教
如
の
徹
底
抗
戦
論
に
よ
っ
て
お
き

た
内
紛
を
憂
い
、
軽
拳
を
戒
め
た
顕
如
の
書
状
を
受
け
取
る
。

態
染
筆
候
、
仍
当
寺
和
平
之
事
、
拘
様
不
及
了
簡
候
、
就
其
予
か
身
命
を
は
た
し

候

ヘ
ハ
、

一
流
断
絶
之
事
歎
入
候
て
、
禁
裏

へ
御
請
申
入
候
、
然
処
内
輪
之
乱
を

仕
出
事
、
言
語
道
断
あ
さ
ま
し
く
候
、
敵

へ
之
聞

一
大
事

二
極
候
歟
、
将
又
法
流

之
儀
に
お
ゐ
て
、
自
余
之
妨
不
可
在
之
候
、
退
出
之
儀
者
、
御
文
之
金
言

二
あ
そ

ハ
し
候
事
、
各
可
為
聴
聞
候
、

開
山
聖
人
守
申
、
雑
賀
辺

へ
可
引
退
心
底
候
、

た
丶
仏
法
退
転
な
き
や
う
に
と
悲
計
候
、
此
と
を
り
聞
わ
け
ら
れ
候

て
、
馳
走
之

儀
可
為
報
謝
候
也
、
あ
な
か
し
こ
く

、

閏
三
月
廿
七
日

顕

如

(
花
押
)

ト
半
斎

(7
)
天
正
十

一
年
五
月
日

羽
柴
秀
吉
禁
制

(「願
泉
寺
文
書
」
)

天
正

=

年

(
一
五
八
三
)
五
月
、
貝
塚
寺
内
、
政
敵
柴
田
勝
家
を
滅
ぼ
し
た

直
後
の
近
江
長
浜
の
陣
中
で
、
羽
柴
秀
吉
に
軍
勢
の
乱
暴
や
陣
取
を
禁
じ
た

「禁
制
」
の
発
給
を
受
け
る
。

禁
制

和
泉
国
貝
塚
寺
内

(藉
)

一
、
当
手
軍
勢
甲
乙
人
乱
妨
狼
籍
事

一
、
陣
取
之
事

一
、
対
地
下
人
不
謂
様
申
懸
事

右
絛
々
、
堅
令
停
止
訖
、
若
於
違
犯
輩
者
、
速
可
処
厳
科
者
也
、
仍
下
知
如
件
、

(秀
吉
)

天
正
十

一
年
五
月

日

筑
前
守

(花
押
)
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船
を
八
勢
楼
迄
組
立
数
艘
相
囲
、
敵
警
固
弍
百
余
艘
差
副
太
船
之
左
右
、
河
口

(
マ

丶
)

に
ハ
か
し
を
ゆ
り
渡
し
、
勿
論
陸
勢
張
出
持
続
候
、
不
及

一
戦
之
安
否
候

ヘ
ハ
兵

粮
差
籠
候
事
不
成
躰
候
、
然
間
雑
賀
衆
申
談
之
、
評
議
相
澄
、
切
懸
、
則
時
追
散

候
、
右
か
こ
い
舟

に
ハ
泉
河
摂
之
陸
衆
宗
徒
之
者
歴
々
罷
乗
候
間
、
十

三
日

ヨ
リ

十
四
日
早
朝
迄
悉
討
果
之
、
彼
太
船
無
残
焼
崩
候
、
数
百
人
討
捕
之
候
、
頸
注
文

相
揃
之
、
軈
而
可
致
上
進
候
、
御
警
固
衆
並
雑
賀
者
無
比
類
被
砕
手
候
、
被
立
御

用
候
衆
、
手
負
数
人
候
、
是
又
重
而
可
致
注
進
候
、
先
以
御
吉
左
右
申
上
候
、
恐

惶
謹
言
、

七
月
十
四
日

木
梨
又
五
郎

元

恒

(花
押
)

村
上
新
蔵
人

吉

充

(花
押
)

生
口
刑
部
丞

景

守

(花
押
)

児
玉
内
蔵
大
夫

就

英

(花
押
)

富
川
平
右
衛
門
尉

秀

安

(花
押
)

村
上
刑
部
小
輔

武

満

(花
押
)

粟
屋
右
近
允

元

如

(花
押
)

井
上
又
右
衛
門
尉

春

忠

(花
押
)

包
久
少
輔
五
郎

景

勝

(
花
押
)

桑
原
右
衛
門
大
夫

元

勝

(
花
押
)

村
上
少
輔
五
郎

景

広

(花
押
)

香
川
左
衛
門
尉

広

景

(花
押
)

村
上
河
内
守

吉

継

(花
押
)

乃
美
兵
部
丞

宗

勝

(花
押
)

村
上
少
輔
太
郎

元

吉

(花
押
)

(元
良
)

児
玉
三
郎
右
衛
門
尉
殿

(春
種
)

児

玉

東

市

助

殿

(就
栄
)

岡

和

泉

守

殿

(4
)
『信
長
公
記
』
雑
賀
御
陣
の
事

(天
正
五
年
二
月
十
五
～
十
八
日
部
分
抄
出
)

天
正
五
年

(
一
五
七
七
)
二
月
、
織
田
信
長
、
雑
賀

一
揆
攻
撃
の
た
め
和
泉
国

に
来
襲
す
る
。
同
月

一
七
日
に
和
泉
国

一
揆
が
籠
も
る
貝
塚
を
先
陣
が
攻
撃
、

籠
城
衆
は
同
日
夜
に
舟
で
退
く
。

(神
於
庄
力
)

二
月
十
五
日

信
長
公
、
八
幡
よ
り
若
江
迄
御
着
陣
、
十
六
日
和
泉

の
内

香

庄

御
陣
取
、
国
中

の

一
揆
貝
塚
と
云
所
海
手
を
拘

へ
、
舟
を
引
付
楯
籠
、
翌
日
先
陣

の
衆
貝
塚
取
懸
、
可
被
攻
干
の
所
、
夜
に
入
、
舟

に
取
乗
罷
退
候
、
少
々
退
後
の

者
討
捕
、
頸
を
香
庄

へ
持
来
、
懸
御
目
、
十
七
日
根
来
衆
杉
之
坊
参
、
御
祈
申
上
、

雑
賀
表
御

一
篇

の
御
請
申
候
き
、

二
月
十
八
日

佐
野
の
郷
に
至
て
被
移
御
陣
、
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(1
)
天
文
十
九
年
四
月
一一十
二
日

証
如
上
人
紀
州
下
向
記
写

(「
覚
円
寺
文
書
」)

天
文

一
九
年

(
一
五
五
〇
)
四
月
初
、
本
願
寺
証
如
ら

一
行
、
吉
野
花
見
の
後
、

紀
州
黒
江
御
坊

へ
下
向
し
た
際
、
「
か
い

つ
か
」

へ
巡
錫
す
。
ま
た
帰
路

に
も

「か
い
つ
か
」
を
通
る
。

(証

如
)

(貝

塚
)

御
上
様

御
下
向

ノ
事
、

四
月
之
初
比
吉
野

へ
御
附

キ
御
座
候

、
夫

よ
り
か

い

つ
か

(
泊

)

(深

日
)

へ
御
下
向
候
、

そ

の
間
之

と
ま
り

ハ
な
か

の
に

て
候
、

か

い

つ
か

よ

り
ふ
げ

い
へ

(
通

)

(紀
伊
)
(
狐

)

(
道

場

)

御

と
お
り
候
、

そ
れ
よ
り
夜
中

二
木
国

き
ち

ね
嶋
左
衛
門
大

夫

た
う
し
や
う

二

一

(黒
江
)

(座
)

夜
御

と
ま
り
候
、

そ
れ
よ
り
卯
月
八

曰
く

ろ

へ
御
坊

へ
御
下

向

御
さ

候
、
同
九

日

(
戻

)

(冷

水
)

へ
い

つ
い
嶋

へ
御

見

物

二
御

さ
候
、

そ

の
御
も
と
り

二
し

ミ

ツ
の
御
山

へ
御

さ
候

、

(
峠

)

(神
楽
)

同
十

日

二
藤
白

と
う
け

へ
御

見
物

二
御

さ
候
、
同
王

子

二
か
く

ら

参
候

、

同
御

も

と
り

ハ
し
ミ

ツ
よ
り
御
舟

二
め
す
也
、

(
捧

)

(
肴

)

し
は
め
方
十

一
日

二
御

目

に
か

丶
り
候
、
同
水

た
か
五
か
さ

丶
け
申
候

、

さ
か
な

(
数
)

(鯛
)

(懸

雁
)

(雉
子
)

(
荒

巻

)

の
か
す

ハ
た

い

一
、
か
け
か

ん

二

こ
し
、
き
き

し

の
と
り
ニ

ツ
、
あ
ら
ま
き
ニ

ツ
、

(大

員
)

(伊
勢
海
老
)

(蜜
柑
)

(
マ
マ
)

お
ふ
か

い

一
こ
、

い
せ
鞠

ひ

一
こ
、

こ

ノ
し
ろ
廿

一
こ
、

ミ
か
ん

廿
五

一

こ
、

(昆
布
)

(芋
)

(
料

足

)

こ
ふ

ニ

ハ
、
山

の
い
も

二
、
す
さ
か
な

の
数
八
十
也
、

同
り

よ
う

そ
く
三
貫
文
、

(取

次
)

し
は
め
惣

よ
り
さ

丶
け
申

候
、
又
左
近
大
夫
殿

へ
弐
貫

文
、

同
と
り

つ
き

へ
六

百

(上

洛
)

文
申
候
、
御

せ
う
ら
く

ハ
四
月
廿

一
日

二
御
坊

を
御

た
ち
候
、

同
か

い
つ
か
ま

て
、

(岡

崎
)
(小
手
穂
)
(刑

部
)

(和
泉
)

お
か
さ
き
お

て
ほ

き
や
う
ふ
、
同
重
根
伏
山
孫

一
御

供
仕

候

、

い

つ
ミ

の
八
丁

(繩

手
)

の
う

て
ま

て
藤
大
夫

・
孫

三
郎

・
孫
六
、
同

お
か
さ
き
よ
り
人
数
十
人
御
供
申
候
、

(
罷

)

も

た
せ
と
う
人

ハ
己
也
、
此
人
数

ハ
八
丁

の
う

て
に
て
御

目

二
か

丶
り
、
ま

か
り

帰
申
候
、

天
文
十
九
年

"
野
ノ
へ
四
月
廿

二
日

書
之
也
、
孫

一

(追
筆
)

「天
文
十
九
年
6
延
宝
三
年
迄
百
廿
七
年
ニ
ア
タ
ル
、

右
之
本
紙
ハ
重
根
之
庄
二
而
伏
山
村
道
場
二
有
之
候
を
写
シ
参
候
、
」

(
2
)
天
文
十
九
年
八
月
十
日

方
便
法
身
尊
像
裏
書

(願
泉
寺
所
蔵
)

天
文

一
九
年

(
一
五
五
〇
)
八
月

一
〇
日
、
麻
生
郷
堀

・
海
塚
の
道
場
、
了
珍

(卜
半
斎
)
を
願
主
と
し
て
、
本
願
寺
証
如
よ
り
阿
弥
陀
如
来
画
像
を
下
付
さ

れ
る
。

本
願
寺
釈
證
如

(花
押
)

天
文
十
九
年
鹸
八
月
十
日

和

泉

国

南

郡

方
便
法
身
尊
像

麻
生
郷
堀
海
塚

願
主

釈

了

珍

(
3
)
(天
正
四
年
)
七
月
十
四
日

村
上
元
吉
等
連
署
注
進
状

(
「毛
利
家
文
書
」)

天
正
四
年

(
」
五
七
六
)
七
月
、
毛
利
輝
元
、
大
坂
本
願
寺

へ
の
兵
糧
米
等
の

援
助
の
た
め
水
軍
を
派
遣
、
同

一
二
日
に
貝
塚

へ
来
航
す
。

一
三
日
、
雑
賀
衆

ら
と
集
結
し
て
木
津
川
口
海
戦
に
向
か
う
。

(淡
路
国
)

急
度
遂
注
進
候
、
去
十
二
日
岩
屋
を
出
船
候

て
、
泉
州
之
内
、
貝
塚
と
申
所
江
乗

渡
、
雑
賀
衆
令
同
意
、
翌
日
従
堺
津
住
吉
表
木
津
河

ロ
乗
懸
見
合
処
、
敵
警
固
太

一141一



貝

塚

寺

内

町

関

係

資

料

集

凡

例

一
、
こ
の
資
料
集
は
、
本
報
告
書

の
埋
蔵
文
化
財
調
査

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

貝
塚
寺
内
町
や
貝
塚
御
坊
願
泉
寺
、
な
ら
び
に
そ
の
領
主
た
る
ト
半
家
の
沿
革

を
も
の
語
る
歴
史
資
料
群
の
中
か
ら
、
す
で
に
公
に
さ
れ
て
い
る
著
名
な
古
文

書
等
を
中
心

に
選
択
し
、
年
代
順
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
網

羅
的
に
収
集
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
主

に
貝
塚
寺
内

の
町
場
形
成
や
都
市
空

間
の
変
遷
が
確
認
で
き
う
る
も
の
を
中
心

に
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
ま
た
併
せ
て

寺
内
町
に

つ
い
て
そ
の
全
体
的
な
歴
史
過
程
を
う
か
が
い
う
る
も
の
を
補
い

つ

つ
、
資
料
集

の
編
成
を
試
み
た
。

一
、
こ
の
資
料
集
に
収
載
し
た
史
料
は
、
主
に

『
貝
塚
市
史
』
第
三
巻

(臨
時
貝

塚
市
史
編
纂
部
編
、
貝
塚
市
役
所
刊
、

一
九
五
八
年
)
に
収
録
さ
れ
た
史
料
を

中
心
に
選
択
し
、
そ
の
後

の
諸
研
究
成
果
に
よ

っ
て
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

史
料
を
補

っ
た
。
ま
た
参
考
資
料
の
絵
図
照
合
図

(
A
～
D
)

は
、

『
貝
塚
寺

内
町
-
町
並
調
査
報
告
書

1
』
(貝
塚
市
町
並
保
存
調
査
委
員
会
他
編
、
貝
塚

市
教
育
委
員
会
刊
、

一
九
八
七
年
)
か
ら
収
載
し
た
。

但
し
、
史
料
の
収
載

に
あ
た

っ
て
は
、
可
能
な
限
り
、
原
典
に
あ
た

っ
て
明

ら
か
な
誤
字

・
誤
植
を
訂
正
し
、
ま
た
原
文
に
近
い
形
に
戻
し

て
返
り
点
な
ど

を
省
略
、
便
宜
的
に
句
読
点
を
補

っ
た
。
さ
ら
に
出
典
も
、
現
在

一
般
的
に
使

用
さ
れ
て
い
る
史
料
群
名
に
統

一
し
た
。

一
、
史
料
収
載

に
あ
た

っ
て
は
、
活
用
の
便
宜
を
図
る
上
で
、
史
料
番
号

・
文
書

名

(出
典
)

の
後

に
、
そ
の
内
容
お
よ
び
歴
史
的
背
景
の
説
明
を
略
記
し
た
短

い
解
説
文
を
付
し
た
。

一
、
資
料
集
の
編
集
は
、
大
谷
女
子
大
学
中
村
浩
教
授

の
指
導
の
も
と
に
貝
塚
市

教
育
委
員
会

(貝
塚
市
郷
土
資
料
室
)
学
芸
員
の
前
田
浩

一
・
近
藤
孝
敏
が
担

当
し
、
解
説
文

に
つ
い
て
は
近
藤
が
あ
た

っ
た
。

一
、
資
料
集
の

一
部
に
は
、
現
代
の
差
別

・
人
権
問
題

に
関
わ
る
歴
史
的
呼
称
が

見
ら
れ
る
が
、
非
合
理
的
な
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
地
域
社
会

の
歴
史

的
事
実
を
正
し
く
認
識
し
、

こ
の
問
題

の
歴
史
的
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
敢
え
て
そ
の
ま
ま
収
載
し
た
。
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